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プロローグ









　かつて天才と謳うたわれた陰おん陽みよう師じ・安あ倍べの晴せい明めいは、乱れた波動の渦の中にあった京都を救うべく、町に幾重にもわたる強い結界を施した。

　この話は有名だそうだけど、ここからは、ほとんどの人が知らないこと。

　強固な結界も、時の流れには逆らえない。

　千年という長い時を経て、結界は綻ほころびを見せ始めていた。

　あわや、『魔都』と呼ばれたあの頃の京都に戻ってしまいそうだったのだが、澪れい人と率いるチームの働きや、宗そう次じ朗ろうと杏あん奈な、そして多くの人の力により結界が張り直され、京の町は平穏を取り戻した──。







　──そうして、結界騒動から少し経った六月下旬。

　小こ春はるたちがホッと一息つく頃。

　京の町は、何日も雨が続いていた。

　豪雨ではなく、しとしとと降り続く梅雨らしい雨だ。

　毎年、この時季は憂ゆう鬱うつだが、今回の雨は特別なものを感じさせ小春の気がふさぐことはない。

　まるで町を浄化しているかのように思えたからだ。

　雨が、様々な想いを洗い流していき、少しずつ時が経つことで、すべてが夢の中の出来事のような気がしてくる。

　もちろん、自分たちが奮闘したことや、結界が張り直されていった時の、あの奇跡を目の当たりにした感動は、今もリアルに胸の中に残っている。

　朧おぼろ気げになってきているのは、小春の中にあった前世の自分。

『玉たま椿つばき』の意識だ。

　前世の記憶が蘇よみがえってからというもの、『玉椿』の意識は、ぴたりと自分に寄り添って一部となり、ともすると『櫻さくら井い小春』を侵しん蝕しよくしかけていたようにも感じられたほどだったが、今はそれが随分と薄らいだ。

　もちろん、前世の記憶がなくなったわけではないが、『自分のこと』というよりも、遠い先祖の話のような感覚だ。

　そのせいか、親友の水みず原はら愛あ衣いにこう言われた。

『一時期、キリッとした雰囲気になっていた小春だけど、最近、元に戻ったよね』

　それはきっと、自分の中に残っていた『玉椿』の想いが、綺き麗れいに浄化されたということなのだろう。

　これで良いのだと思う。

　これからは、良くも悪くも前世に囚とらわれずに、『櫻井小春』としての人生を歩まなくてはならないのだ。







　小春は、ミステリー研究会の部室で窓の外を眺めながら、そんなことをぼんやり思っていた。

　部室は学がく徳とく学園の中庭に建つ中央塔にある。

　元々、この中央塔は学生寮であり、その一階に生徒と家族が面会する際に使われていた応接室があった。

　今はそこを部室として利用している。

　富裕層の生徒が親と面会し、くつろぎの時間を過ごすための大切な空間だったこともあり、室内は随分と豪華な仕様だ。

　天井にはシャンデリア、今は使われていないが暖炉に燭しよく台だいがあり、部屋の中央には応接ソファーと、ヨーロピアンテイストだ。

　壁際には書棚と、大きなテーブルが一つ。

　窓際にも小さなテーブルと椅子があり、そこはまるでカフェの佇たたずまいだ。空いているスペースには一人掛けソファーも置かれていて、サロンのような雰囲気でもある。

　部室というには、あまりに贅ぜい沢たくな装いであり、小春はここを気に入っていた。

　今日は後輩のいない水曜日の放課後。

　部室には、チームのメンバーである賀か茂も澪人、水原愛衣、三み善よし朔さく也や、安あ倍べ由ゆ里り子こだけだ。

　皆は、それぞれ思い思いに過ごしている。

　小春は、窓際のテーブルで西洋占星術の本を開いていた。

　本を読んでは、気になる点をノートに書き込んでいく。

「アスペクトの解釈って、難しいな……」

　西洋占星術は惑星の配置をサイン（星座）、ハウス（室）、そしてアスペクト（角度）で見る。

　本を読んだところ、一般的に吉とされている角度を『ソフトアスペクト』、凶とされている角度を『ハードアスペクト』と言っている。

　本によって解釈は違えど、ハードアスペクトを『凶』という見方をすることが多いようだ。

　だが、一概に『凶』とは言えないのである。

　ハードアスペクトは、『壁』──『試練』といったところだろうか。

　つまりがんばってそれを乗り越えれば、とても良い方に向かうという暗示でもある。

　小春は、自分のホロスコープを確認し、まさに中学の終わりは試練が訪れる時期だったんだ、と息を吞のむ。

　自分は這はいつくばるようにしながらも、なんとかその試練を乗り越えた。

　そうして今があるかと思うと感慨深い。

「なかなかのハードアスペクトだけど、今となっては良かったと思うし。だから、『凶』ではないと思う……」

　小春はぶつぶつ言いながら、『ハードアスペクト』＝『課題』と書いた。

　そう、自分への課題なのかもしれない。

　学校に行けなくなったかつての自分は、部屋に引き籠こもったあげく、この京都に住む祖母の許もとに身を寄せた。

　自分では、逃げたようで後ろめたさも感じたことがある。

　だけど、そうではない。

　学校に行くのをやめたのも、京都に身を寄せたのも、その時の自分ができる精一杯のこと……勇気を出した結果なのだ。

　そうして、今の仲間に巡り合えた。

　小春は、顔を上げて部室にいる皆を眺める。

　京都に来て、はじめてできた友人、水原愛衣。

　さらさらのショートカットに、縁なしの眼鏡を掛けた理知的なタイプだ。

　不思議なことが大好きで、情報通の彼女は、今やなんでも話せる頼もしい親友だ。

　彼女は今、応接ソファーに座って、世界の不思議な逸話を集めた本を読み耽ふけっている。

　その対面に座っているのは、安倍由里子。

　長い真っすぐな髪をひとつに結んだ、冷たげな美人だ。

　弓道部のマドンナといわれる彼女は、陰陽師として知られる安倍家の末まつ裔えいであり、自身も強い霊能力を持っている。

　だが、幼い頃にその力を自分で隠してしまい、大学生になってから取り戻したため、自分がどんな力を持っているのか、把握できていないようだ。

　今日の彼女は、かぎ針を手にレースを編んでいる。

　クールな外見とは裏腹に、彼女はとても少女らしい人だった。

　小春は、そっと、壁際のテーブルに視線を移し、微かすかに頰を熱くした。

　そこには、賀茂澪人が座っていた。

　テーブルの上にシート状の囲碁盤を敷いて、一人碁を打っている。

　真剣な横顔が、とても美しい。

　飛び抜けた美び貌ぼうと、どこか人間離れしている雰囲気から『麗しの君』と呼ばれている。

　そんな彼は、エリート陰おん陽みよう一族・賀茂家の末裔であり、将来有望な陰陽師だ。

　……そして、自分の彼氏でもある。

　彼と自分は前世で夫婦であり、過去生ではすれ違い、想いを結ぶことができなかったのだが、今世で過去の誤解を解き、自分たちも手を取り合うことができた。

　そこまで思い、あんな素敵な人が彼氏なんて、未いまだに少し信じられないけど、と、小春は身を小さくした。

　各々、好きなことをしている中、たった一人、何もしていない男子がいる。

　三善朔也だ。

　彼は、優れた密教僧だった浄じよう蔵ぞうの流れを汲くむ三善家の末裔であり、除霊師だ。

　強い破壊力で、妖あやかしや悪霊を滅してきた。

　彼は過去に、悪質な拝み屋に家族を壊されたことがあるため、霊能力のある者や人ならざる者を憎んできた。

　だが、様々なことを経て、今は自分たちの仲間になってくれている。

　そんな朔也は、ソファーに座って、面白くなさそうに頰ほお杖づえをついている。

　かと思うと、痺しびれを切らしたように立ち上がった。

「ねぇ、みんな、一体何やってるわけ？」

　朔也がそう声を上げたことで、皆はぽかんとして顔を向ける。

　小春は戸惑いながら、自分の持っている本の背表紙を朔也に見えるようにかざした。

「えっ、私は……」

「知ってるよ、コハちゃんは占星術の勉強、愛衣ちゃんは大好きな不思議関連の本を読んでいて、由里子センパイは季節外れの編み物」

　由里子は、あら、と顔を上げる。

「季節外れって、これはコースターを編んでいるのよ。この部室でみんなで使えたらと思って、ちゃんと一人一人柄が違うの」

　完成間近の花柄のレースを見せた由里子に、小春と愛衣は「わあ」と目を輝かせた。

「由里子さん、すごく素敵ですね」

「可愛いです！」

「でしょう？」

　わいわいと盛り上がる女子たちに、朔也は興味なさそうに「うんうん、可愛いね」と流して、澪人の方を向く。

「賀茂くんにいたっては、何それ」

「何て、囲碁やけど……」

　澪人は碁石を手に、「知らへんの？」と、きょとんとする。

「もちろん、知ってるよ。囲碁にそんなシート状の碁盤があるのは知らなかったけど。賀茂くんが囲碁って、そんな年寄り臭いのなんだか似合わないよ」

　朔也が苦笑すると、小春は「え、そうかな？」と首を傾げた。

「私は、澪人さんが囲碁をする姿って、しっくり来てる気がするけど」

「うん、私も」

「そうね、私もだわ」

　すぐに同意した愛衣と由里子に、「えー、そうかなぁ」と朔也は口を尖とがらせた。

「我が学園の『麗しの君』であり、今やこの若さで『審神者さにわ頭がしら』に選ばれた陰陽師界のプリンスだよ？　そんな賀茂くんが囲碁って。うちの祖父じいちゃんの趣味じゃん」

　──そうなのだ。

　澪人は元々、賀茂一族の分家の陰陽師として、本家の命を受けて働いていた。

　陰陽師組織には、本家よりもさらに上に、『本部』がある。

　澪人は、賀茂本家の人間を差し置いて、『本部』の陰陽師に任命された。

　その『本部』にも様々な部署や役職があり、陰陽師としてもっとも優秀な者が集まっているのが、『審神者』という役職。

　澪人はそこに属し、『審神者』として結界の補強に尽力した。

　その活躍が眩まぶしかったのだろう、『審神者』のリーダー『審神者頭』の谷たに口ぐちの妬ねたみを買ってしまったのだ。

　谷口は、澪人の兄の和かず人とを使って澪人に呪いをかけ、失脚させようとした。

　強い呪いを受けてしまった澪人だったが、その時に丁度、側にいた小春が『身固め』という呪いを解く術を施し、大事に至らずに済んだ。

　そうして谷口は失脚し、澪人が新たに『審神者頭』となった。

　異例の大出世とのことだが、満場一致で決まったそうだ。

　澪人の周囲は喜びに沸き、大変な騒ぎだった。

　もちろん小春も嬉うれしく思っている。

　ひとつ気になるのは、谷口が行方不明になってしまったという点だろうか……。

「ねぇ、同じ白黒なら、チェスとかにしない？　賀茂くん、似合うよ」

　朔也の声に、小春は我に返って、二人を見た。

「そやけど、囲碁が好きやし、それに陰陽道に通じるものがあるんやで」

「聞いたことはあるけど、いったいどこがどう通じてるわけ？」

　朔也は腰に手を当てて、首を傾げる。

『囲碁と陰陽道が通じている』という話は、小春は初めて聞くものであり、興味深さに少し前のめりになった。

「この碁盤は宇宙や。ほんで碁石が陰陽。陰陽道の『陰中陽有り、陽中陰有り』『陽極まれば陰生ず、陰極まれば陽生ず』、それが囲碁にも通じてるんや。対局（対極）にあるものは、逆に転じやすくもあるし……」

　その刹せつ那な、澪人は微かすかに険しい表情を浮かべた。

　もしかしたら、谷口のことを思い出したのかもしれない。

　澪人から静かな迫力を感じたのか、朔也は一歩後あと退ずさりした。

「ほんで、三善君は、退屈なん？」

　雰囲気を変えて朗らかに問う澪人に、朔也はばつが悪そうに頭を搔かく。

「いや、とどのつまりはそうなんだけど」

　他の皆は『なんだ、そういうことか』と笑う。

「いやいや、退屈は退屈なんだけどね、それだけじゃないんだよ。なんていうかさ、俺たちみんなは『チーム澪人』なんだよね!?」

　ばんっ、と朔也は机に両手を突いた。

「……三善君、前から気になってたんやけど、その『チーム澪人』て、やめてくれへん？」

　澪人は額に手を当てて、目を閉じた。

「え、今さらそんなこと言う？　それじゃあ、俺たちのチームの名前って何？」

　朔也は、皆の顔を見回して尋ねた。

　皆は首を傾げながら、

「私は『チーム澪人』だと思ってました」

「私も」

「『チーム澪人』でいいじゃない」

　と口々に頷うなずき合う。

「だよね、だから『チーム澪人』でいいじゃん」

「あかん。この際やし、ちゃんと名前をつけよか。『チーム澪人』以外で」

　澪人は、碁石を置いてそう言った。

「おっ、いいね。それじゃあ、みんなここに集合！」

　朔也は嬉き々きとして、再び応接ソファーに腰を下ろした。

　皆は、はぁ、と気のない相あい槌づちをうつ。

　小春、愛衣、由里子が座り、その対面に澪人と朔也が並んで座った。

「あれ、コハちゃんと賀茂くん、隣に並んで座ればいいのに。ラブラブカップルなんだから」

　からかうように言う朔也に、

「えっ、や、そんな」

　小春の顔は、瞬時に熱くなり、

「そんな気ぃ遣つこてもらわんでも」

　澪人は即座にさらりと流す。

　どことなく切り捨てるような響きに、小春はほんの少し寂しさを感じた。

「それじゃあ、俺たちのチーム名を一人ずつ挙げていこうか。まず、由里子センパイから」

　朔也は、端に座る由里子を見た。

「……そうね。私たち皆の心にいるのは、やっぱりもふもふ様だと思うの。私たちのマスコット──いえ、アイドルであり尊い神。だから、『チームもふもふ様』というのは……」

　真顔で告げる由里子に、

「はい、却下」

　朔也は、パンッと手を打った。

　由里子の言う『もふもふ様』とは真っ白な毛並み、ボールのように丸い体、柴しば犬いぬのような顔をした狐神・コウメのこと。

　結界の補強の際、チームの一員として奮闘したため、龍神である若わか宮みやに褒美として尾を増やしてもらい、今は三尾の狐神となっている。

　コウメにとって念願だったようで、それ以来、毎晩のように小春の許もとに見せにきていた。最近は来ていないが──。

　コウメはこっそり見守るのを得意としているため、今もどこかで様子を見ていて、チーム名を却下されたことを残念に思っているのかもしれない。

　小春は、物陰でがっくりと項うな垂だれているコウメの姿を想像して、くすりと笑った。

「次、愛衣ちゃん」

　朔也はまるでリーダーのように、愛衣に視線を移す。

「私は『チーム澪人』のままでいいと思っていて。馴な染じんでるし……」

　愛衣は、弱ったように肩をすくめる。

「俺も実は、それでいいとは思うんだよねぇ、愛衣ちゃんの言う通り馴染んでるし。でも、賀茂くんがさぁ。困っちゃうよねぇ」

　ごめんねぇ、と言いながら朔也は澪人の肩を抱き、頭を合わせてぐりぐりとすり寄せた。

　澪人は「三善君、やめてくれへん」と顔をしかめながら、その肩を押しやる。

「……そういう三善君の候補名はなんなん？」

　朔也は『よくぞ聞いてくれた』という様子で座り直す。

「俺が考えたのはチーム『ＯＭＪ』なんだ」

「ＯＭＪ？」

　と、皆の声が揃そろう。

「そう、『ＯＭＪ』、それは『陰おん陽みよう師じ』のこと」

　得意げに笑う朔也に、「ＯＭＪで陰陽師って」と皆は失笑した。

「またそんな、略語を……」

　由里子は呆あきれたように一いち瞥べつをくれる。

　すると愛衣が「それはちょっと」と手をかざした。

「他のみんなはさておき、コウメちゃんを直に見ることもできない私が、『陰陽師』だなんて畏おそれ多くて。それに、そう言う朔也くんも『陰陽師』というより、『除霊師』なんだよね？」

「まぁ……うちは除霊師だけどさ」

　たしかに、と洩もらす朔也に、小春が続ける。

「私も愛衣が言うように『陰陽師』なんて畏れ多い気がして……」

「えっ、コハちゃんが？」

「私は元々、お祖母ばあちゃんみたいな小さな町の拝み屋さんになれたら、って思っているから……」

　小春の中で、『陰陽師』と『町の拝み屋さん』は、警察のキャリア組と交番のおまわりさんくらいにイメージが違う。

　警察のキャリア組は、言うまでもなくエリートだ。

　でも、自分はふとした時に相談できて、力になってくれるおまわりさんの方が、親しみやすくて好きだ。

　特殊な力を持つ以上、自分はこれからも、悩み続けるだろう。

　それならば、この力で誰かの役に立てたらと思う。

　町のおまわりさんのように、身近で温かな、そんな存在になりたいのだ。

　小春の想いが通じたのか、澪人はそっと微笑んだ。

「ほんなら、『チーム拝み屋さん』なんてどやろ」

「えっ、そのまますぎない？」

　朔也は、不満そうに洩らすも、

「うんうん、それでいいかも」

　愛衣が明るい表情で手を合わせ、「分かりやすくていいわね」と由里子も同意する。

「えー、『チーム拝み屋さん』って……」

「そやけど、『拝み屋』やったら、『陰陽師』も『除霊師』も兼ねてるし」

「ですよね」

　嬉うれしそうに頷く小春に、朔也は、仕方ない、と息をついた。

「……分かった。正式名称は『チーム拝み屋さん』でいいよ。でもさ、そのままじゃ怪しすぎるから、略して『チームＯＧＭ』でどうかな」

『どうかな』と言いつつ、これだけは譲れない、という雰囲気で朔也は立ち上がる。

「拝み屋で、『ＯＧＭ』って、これまた安直」

　愛衣が、ぷっと噴き出す。

「そう言うなら、拝み屋だと『ＯＧＭ』というより、『ＯＭＹ』じゃない？」

　由里子の言葉に、小春と愛衣は「たしかに」と頷いた。

「……そんなら、『ＯＭＹ』でもいいけどさ」

「そやけど、『ＯＧＭ』と『ＯＭＹ』やったら、なんとなく『ＯＧＭ』の方が言いやすい気ぃするし、それでええんちゃう？」

　澪人は拳こぶしを口許に当てて、くすりと笑う。

「オージーエム、オーエムワイ……」と小春はつぶやく。

「あまり変わらない気もするけど、どちらかと言うとオージーエムの方が言いやすいかも？」と愛衣は頷うなずいた。

「そうね、賀茂君がそう言うなら……」と由里子。

　澪人の鶴の一声で、皆は「いいよ」と声を揃えた。

「なんだか複雑だけど」

　朔也は、顔を引きつらせながら皆を見回し、息をついた。

「まぁ、いいや。それじゃあ、チーム名が決まったところで、ひとつ言いたかったんだ」

「えっ、何かしら」

　編み物を再開しようとしていた由里子は、「まだあるの？」と目を見開く。

「あります。みんなもっと、チームの活動に積極的になろうよ！」

　立ったままそう続ける朔也に、皆は互いの顔を見合わせた。

「……積極的って？」

　そっと尋ねた小春に、朔也は露骨に顔をしかめる。

「ほら、前は目安箱とか設置して、調査に行ってたんでしょう？　そんな感じで」

　愛衣は、「ああ」と声を上げる。

「目安箱の存在を忘れてた」

「忘れてたって……もっとちゃんと目安箱をチェックしようよ、せっかく設置したんだし」

「朔也がそんなに一生懸命だなんて意外だわ。一番面倒くさがりそうな感じがするのに……」

　心底といった風に言う由里子に、澪人も、ほんまや、と相槌をうつ。

「そやけど、三善君は元々、除霊に積極的やったし、熱心なんやね」

「熱心っていうか、『自分の仕事をしている』って感じがするんだ。何もしていないと、なんだか自分に価値がないような気になってきてさ……」

　朔也は息を吐くようにして、そのままソファーに腰を下ろした。

　朔也は、かつて悪質な拝み屋の餌え食じきとなっていた際、自らの存在を隠すようにしてきた。だが、拝み屋に取り憑ついている邪霊を焼き払ったことで、心身ともに解放されたのだ。

　その後は、もしかしたら『除霊』をすることで、自分の存在を示してきたのかもしれない。

　それまで存在を隠すようにして来た反動とでもいうのだろうか。

　だから除霊活動をしていないと自分が存在していないような、落ち着かない気持ちになるのだろう。

　朔也の抱える複雑な心中を察し、小春は切なくなった。

　同じく神妙な顔を見せていた澪人が、何か思いついたように、口を開いた。

「……そうや、三善君。今度みんなでまた、小春ちゃん家ちに行こか」

　そう言った澪人に、

「へっ？」

　と、朔也は瞬まばたく。

「もちろん、櫻井家のご許可をもろてからやけど」

　突然の提案に、小春も驚いて、自分を指差した。

「えっ、うちに、ですか？」

「コハちゃん家って、どうして？」

　ぽかんと口を開ける小春と朔也に、澪人は弱ったように前髪をかき上げた。

「あ、ええと、かんにん、分からへん」

「分からない？」

「なんや、今、口をついて出たんや」

　澪人自身、なぜそんなことを言ったのだろう、という様子で首を傾げながらも、

「そやけど、ええと思うんや。櫻井家には不思議なパワーがありますし」

　そう言って、にこりと微笑む。

　すると、由里子が「そうそう」と身を乗り出した。

「小春さんのお祖母様──吉よし乃のさんって本当にすごい方なのね。本家の人たちが口を揃えて、『あのお方は、すごい人や』って言ってたのよ。ぜひ、若い頃のお話を聞きたいわ」

「へええ、小春のお祖母ちゃん、安倍家の人たちにまで知られているんだ。それは私もぜひ、お話を聞きたい！」

　愛衣も強く同意する。

　二人を前に、祖母がそんなに有名だったなんて、と小春は呆ぼう然ぜんとした。

　これまで、ちらちらと祖母の評判を耳にしたことがあったが、思えば自分も祖母の若い頃の話をちゃんと聞いたことがなかった。

「……うん、私もぜひ、聞いてみたい。でも、お祖母ちゃんに『みんなで話を聞きに行く』なんて言ったら、恥ずかしがって逃げられそうだから、普通に『みんなが遊びに来たいって言ってる』って、伝えようと思います」

　小春がそう言うと、澪人は「ほんまやね」と頷いた。

「小春ちゃんの言う通り、『話を聞きに行く』なんて言うたら、吉乃さん、『あかんあかん、話すことあらへん』て逃げそうや」

「ですよね。多分、うちは大丈夫だと思います。『この前の鍋なべパーティが楽しかった』ってお祖母ばあちゃん何度も言ってましたし」

　祖母は、人が集まるのが、大好きな人だ。

　きっと、喜んでくれるに違いない。

　微笑む小春に、皆は「わぁ、楽しみ」と顔を明るくさせる。




　窓の外では、降り続いていた雨がようやく上がり、雲の切れ間から陽の光が差し込んでいた。








第一章　憂いの夏色団子。













一






　気ままに過ごすだけの部活動を終えた、チーム『ＯＧＭ』のメンバーは、揃って中庭の塔を後にする。

　外に出ると、先ほどまで降っていた雨が上がっていて、皆は「良かった」と広げかけていた傘を下げた。

「俺なんて今日さ、合羽カツパにスクーターだからマジで助かったぁ」

　朔也は空を見上げながら、うん、と伸びをした。

「三善君もそうなんやな。僕もスクーターやし」

「えっ、マジで？　それじゃあ、賀茂くんも合羽で？」

「ちゃうねん。今日は一日雨予報やったけど、なんとなく濡ぬれへん気ぃしたさかい。朝もたまたま上がってる時に出たし、合羽は着てへん」

　そう言う澪人に、皆は「さすが」と息を吞のむ。

　小春の脳裏に、以前、雨が降る直前に傘を差していた澪人の姿が思い出された。

　あれは、いつ頃だっただろうか。

　そうだ、あれは自分が京都に住んで間もない頃。

　杏奈と一緒だった。

　彼女の撮影に同行するも、他のモデルに仕事を取って代わられて、四し条じようのカフェに向かった時のことだ。

　そのカフェに澪人がいて、雨が降る前に傘を差して立ち去った。

　薄曇りではあったが、雨が降る気配がなかったため奇妙に思っていたが、すぐに土砂降りの雨になった。

『やっぱり、恐ろしい男でしょう』と杏奈は苦笑していた。

　その時のことを懐かしく思い出しながら、「そういえば」と小春は口を開いた。

「──澪人さんって、天気を当てるのが得意ですよね？」

　ぽつりと告げた小春に、澪人は「どうやろ」と首を傾げる。

「天気を当てるのが得意な人は、動物的勘が鋭いっていうわよね。もしかしたら賀茂君が、天気を当てるのと動物を操る能力は、通じるものがあるのかしら？」

　そう尋ねた由里子に、朔也が「そうそう」ときおいこむ。

「そういえば、動物を操れるようになったのは、きっかけがあるって話してたけど、それはどんなきっかけだったの？」

「それはまた今度やな」

　澪人は、詰め寄る朔也をさらりといなして歩き出す。

「それじゃあ」と、雨雲の切れ間から差し込む夕陽の下、小春、愛衣、由里子はバス停に向かい、スクーターで帰る澪人と朔也は駐輪場へと向かった。







「小春さん、賀茂君と一緒に帰ったら良かったのに」

　駐輪場へ歩いて行く男子たちの後ろ姿を見送りながら、ぽつりと口を開いた由里子に、愛衣も「そうそう」と頷うなずく。

「スクーターに二人乗りして。青春って感じ」

　そんな二人に、小春は「ううん」と苦笑して首を振る。

「二人乗りで帰るなんて。学校から指導を受けそう」

　二輪通学の場合は、ちゃんと許可証をもらわなくてはならないのだ。

　二人乗りなんて、おそらく言語道断だろう。

　以前、霊障が起こった現場に急きゆう遽きよ二人乗りで向かったことはあるが、あれも、学校に知られたら注意されたに違いない。

「小春さんは、真面目よねぇ。大学部の人と付き合ってる高校生はみんな、こっそり二人乗りで帰ったりしてるのに」

「でも、小春だけじゃなく、澪人さんも真面目ですし」

「そうね、朔也に言わせると『くそ真面目』だものね。そのせいかしら、みんなの前で交際宣言までした二人なのに、見たところ以前とまったく変わらない感じよね？」

　由里子の言葉に、小春は頰を熱くして目を伏せる。

　──そう、結界の張り直された日の夜。櫻井家で宴会を開いた際のこと。

『ええと、僕と小春ちゃんが付き合うことになりました。そういうわけです。どうぞよろしくお願いします』

　澪人は皆の前でそう言って、頭を下げたのだ。

　それはまさに、『交際宣言』と言えるだろう。

「たしかに、小春と澪人さん、交際を始めたからといって、すごく距離が縮まったという感じはしないよね。これまで通りというか」

　相あい槌づちをうつ愛衣に、小春は何も言えないまま曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　交際したからと言って、私的な電話やメッセージのやりとりがあるわけではなく、そういう意味では『これまで通り』だ。

　いや、実のところ、『これまで通り』というわけではない。

　むしろ以前よりも距離を感じていた。

　互いに想いを伝え合った際、彼は自分を強く抱き締めてくれた。

　その時は憂いのすべてがなくなり、手を取り合って歩いていけると信じていた。

　だが、その後の彼は、少しよそよそしいのだ。

　二人きりになるのを避けるような素振りをみせ、皆といても近くに来てくれる様子もない。

　以前は、ふとした時に、『何してるん？』と気軽に声を掛けたり、気が付くと隣で微笑んでいてくれたりした。

　今は、そういうのがまったくなくなっていた。

　これでは、交際する前の方が親しかったのでは？　と感じるほどに……。

　だが、小春には、思い当たる節があった。

　おそらく、澪人の兄の和人のことが、引っかかっているのだろう。

　和人は、少し前に自分に告白をしていて、澪人はそのことを知っている。

『……そして、これは後からやけど、僕たちのことを兄さんにもしっかり話そうと思います。傷付けてしまうやろうけど』

　その時の、澪人の苦しげな表情が脳裏を過よぎる。

　兄に遠慮して、気に病んでいるのだろう。

「…………」

　自分にはどうすることもできず、小春はもどかしさを覚える。

　しかし、この件に対して、自分が動くべきではないことも感じていた。

「残念ね、デレデレになる賀茂君を見たかったのに」

「うーん……私は何となく見たくないような気がします。イメージじゃないし」

「あら、いいじゃない」

　由里子と愛衣は、愉たのしげに話している。

　二人は自分たちが交際を始めたことを喜んでくれていて、なおかつ『うきうきな時期に違いない』と信じて疑っていないのだ。

　その温度差に小春は目を伏せて、気付かれないほど小さく息をついた。





二






　──七月一日、土曜日。

　休日も、小春の起きる時間は変わらない。

　朝六時に起きて、皆で朝食を摂とる。

「弥生やよいさんに、宇う治じの美味おいしいて評判のパン屋さんの食パンをもろたんやで。京大の近くやて」

　吉乃は、機嫌良さそうに焼けたばかりのトーストをちゃぶ台の上に置く。

「京大って、左さ京きよう区くだよね」

　小春は欠伸あくびを堪こらえながら、目の前に置かれたトーストに視線を落とす。

　すると向かいに座る宗次朗が、「宇治キャンパスがあるんだよ」と言ってコーヒーを口に運んだ。

　相変わらず朝食のパン率は高めであり、宗次朗はコーヒーのみだ。

「そうなんだ、知らなかった」

　小春は、いただきます、と手を合わせて、食パンにバターを塗って口に運ぶ。

　サクッとした食感で、中はもちっとしていた。

「あ、本当に美味しい」

「ほんまやね。宇治はお茶もお菓子もパンも美味しい店がいっぱいあるて言うてたわ」

　へぇ、と洩もらす小春に、宗次朗は笑った。

「意外と市外の方が、洛らく中ちゆうに負けるか、って、がんばってるかもな」

「あんたもそういうタイプやね」

「まぁ、俺は、ばーさんの恩恵で、洛中ど真ん中で仕事してるけどな」

「ばーさん言わんときよし」

　いつものやりとりに、小春はぷっと笑う。

「そういや、ばーさん、今日は一日だろ。朔日ついたち詣まいりは行ったのか？」

　吉乃はいつも月の初めの朝に氏神である八や坂さか神社を詣まいりに行く。

「今日は、早うに目が醒さめたさかい、朔日詣りに行って、五時半には帰って来てるし」

「さすが……」

「たまたまの早起きやで、年寄り扱いしたらあかん」

「まだ、何も言ってないだろ」

　そんな二人を前に、小春はまた笑う。

「それにしても、もう七月。早いね……」

　今年の前半は色々なことがあった。

　賀茂家での新年会に参加して、前世の記憶を取り戻した。

　二月のバレンタインデーには、澪人に告白をして失恋し、朔也の思惑で力を失った。

　それから自分と向き合って、力を取り戻して、澪人が審神者さにわに選ばれたことから、チームを作ったのだ。

　五月には、鞍くら馬まへ合宿に行き、六月は結界のことに奮闘しつつ、澪人と下しも鴨がも神社の蛍ほたる火びの茶ちや会かいに行った。

　たくさんの人たちの力で結界は復活して、自分は晴れて澪人と想いを結ぶことができたのだ──。

　こう考えると、なんて凝縮された半年だっただろうか、と小春は肩をすくめる。

「まぁ、何はともあれ、今年の後半スタートだし、今日から夏限定の和菓子を出すことにしたんだ」

　宗次朗の言葉に、惚ほうけていた小春は目をぱちりと開く。

「夏限定和菓子？　あの綺き麗れいな涼菓や金魚鉢の葛くず切きりじゃなくて？」

　宗次朗はこれまで、色鮮やかな一口サイズの羊よう羹かんや、金魚鉢の中にきらきらと光るソーダ味の葛切りが入ったもの、そして透き通ったレモン色の寒天の中に、薄切りのレモンと白い星が鏤ちりばめられた、黄金の夜空を思わせる涼菓を作ってきた。

「まぁ、今回も似たような感じだけど、少し違う」

「どんなんや」

　吉乃が前のめりになる。

　待ってろよ、と宗次朗は立ち上がり、冷蔵庫の中から皿を取り出した。

「これが、夏の限定和菓子『夏色団子』だ」

　皿の上には、水色、レモン色、薄ピンクの三色団子が並んでいた。

　どれも透き通っていて、水色の中には金魚、レモン色の中にはレモンの輪切り、薄ピンクの中には白い星のようなもの。まるで夕暮れ空のようだ。

「なんて、綺麗！」

「ほんまや」

　小春と吉乃は揃って、口に手を当てる。

「見た目だけじゃねぇ、食ってみろよ」

　二人は頷うなずいて、竹たけ串ぐしを手にする。

　半透明の団子が、ぷるるん、と揺れた。

　そっと口に入れると、ひんやりとしている。

　見た目通り、ソーダ味、レモン、そして甘酸っぱい梅風味だ。

「すっごく爽さわやかで、美味しい」

「ほんまやね。これは喜ばれるわ」

「おう、そうだろ。祭りの時にも出すつもりなんだ」

　宗次朗は得意げに言って、台所──もとい、廚ちゆう房ぼうへと向かった。

「……祭りの時？」

　首を傾げていると、もう食べ終えた吉乃が片付けに入っていて、小春も慌てて立ち上がる。

　そう、これから仕事だ。

　休日は今も変わらず、和雑貨店『さくら庵あん』の手伝いをしていた。

　朝食を終えたら、小豆あずき色の作さ務む衣えに白い腰エプロンをして、家と店の掃除をして、品出しに入る。

　髪飾り、ガマ口の財布、ハンカチ、扇子、風ふ呂ろ敷しき、お香立てにお香。

　ちりめんの人形に、折鶴や金平糖形のピアス、祖母が作る『香り袋』と、店内は相変わらず、可愛い品で溢あふれている。

　午前中は客もまばらであり、昼くらいから急に人が増えるのもいつもと変わらない。

　だが、そのほとんどが『見て回る』だけの客であり、実際に買う人は一部だ。

　吉乃も小春もすっかり慣れているため、買わずに帰る人たちに対して、残念に思うことはなかった。

　この店の可愛い品に触れて、癒されてもらえたら嬉うれしいという感覚だ。

　客というのは、時に波と似ている。

　ドッと押し寄せた後に、さーっと引けることがあるのだ。

　客が引けた時、吉乃は「そうや」と思い出して小春を見た。

「あんたのチーム……オージービーやった？」

「『ＯＧＭ』だよ」

　オージービーって、それじゃあオーストラリア牛だ、と心の中で突っ込みながら、小春は答える。

「そや、そのチームのみんながうちに遊びに来たいて言うてた話やけど」

　吉乃の問いかけに、小春は作業の手を止めて振り返る。

　皆が遊びに来たがっているという話は、昨夜の夕食時に既にしていて、吉乃は『いつでも大歓迎や』と言っていた。

「せっかく、もうすぐ祇ぎ園おん祭まつりで、山やま鉾ぼこも建つし、そん時に来たらええんちゃう？」

　そう続けた吉乃に、小春は「わぁ」と目を輝かせた。

「そういえば、祇園に住んでいるのに、祇園祭を観に行ったことがなかった」

「去年はたしか雨やったし」

「そうだったね」

　梅雨が過ぎても雨が降り続き、これはおかしいのではないか、と澪人が祖母の許もとに相談に来たのがもう懐かしい。

　今年は、きっと晴れるだろう。

　うちで宴会をして、その後に四し条じよう通どおりに明かりが灯ともされた山鉾をみんなで見て回るなんて、想像するだけでとても楽しい。

「お祖母ばあちゃん、祇園祭に集まるって、すごくいいと思う」

「そやろ、名案やろ」

「うん、大名案」

「宗次朗とも話してたんや。今年の祇園祭、ていうても宵々山、宵山あたりに店の前にワゴン出して、お菓子や和雑貨を置こうかて」

　小春は、ああ、と相あい槌づちをうつ。

「さっき宗次朗さん、祭りがどうのと言ってたものね」

　それに、祭り用の鈴のお菓子『小鈴の落らく雁がん』も作っていた。

「そうやねん。さっきの新作団子もそん時に出すんやろ」

「あの団子は夏っぽいし、とても綺麗だから、祇園祭に来た人たちにも受けそうだね」

　京都に住むまで知らなかったが、『祇園祭』は、約一か月間かけて行われる、とても長いお祭りだ。

　メインは、山鉾──車輪のついた櫓やぐらのようなもの──が町を巡行する、七月十七日なのだが、七月一日から様々な行事が行われている。

　もっとも盛り上がるのは、巡行当日と前日、そして前々日だ。

　前日である十六日のことを『宵山』といい、前々日のことを『宵々山』という。

　主に露店が出されるのは、宵山、宵々山の二日間らしく、『さくら庵』は、山鉾が置かれている場所から離れているのだが、それに合わせるのだろう。

「ほんでな、いつも店は夕方六時頃に閉店するやろ？」

「うん」

「そやけど、その日は遅くまでワゴンを出して、そこに和菓子や手軽に買える和雑貨を並べて、店内では焼きそばやたこ焼きを作って、みんなで食べようかて宗次朗と話してたんや」

「えっ、焼きそばとかも販売するってこと？」

「ちゃうちゃう、自分たちは食べながら、ぼちぼち接客するていうか、近所の人たちと触れ合おうかて。ほんで、あんたたちは、ここで軽く飲んだり食べたりして、その後にゆっくり山鉾を観に行くってええやろ」

「うん、すごく楽しそう！　みんな絶対喜ぶと思う」

　両拳こぶしを握り締めて少し興奮気味に言う小春に、吉乃は「そやろ」と得意げに微笑む。

　かと思うと、何かに気付いたように口の前に人差し指を立てた。

「あ、お客さん来はる」

　吉乃は、人の気配に敏感だ。

　小春は、はい、と頷いて、店員の顔に戻す。

『さくら庵』の暖簾のれんがふわりとそよいだ。

「こんにちは」

　入ってきたのは、艶つややかな黒髪に、細面の青年。

　一瞬、澪人と見み紛まがうシルエットだが、違う。

　彼は、澪人の兄の和人だ。

　背格好は澪人とそっくりだが、彼の目は線で引いたように細い。

　だが、その目はいつも弓なりで、優しい印象を与える。

　彼自身、とても朗らかな人だ。

「和人さん」

「大学のサークルのランチ会で近くまで来たから、顔を見に」

　和人は柔らかく微笑んで、小春を見る。

　彼らの家は、産婦人科を経営している。

　和人はその後継ぎであり、現在医大生だった。

「小春、せっかくやし、休憩に入ってもええよ」

　すかさずそう言う吉乃に、小春は「ありがとう」と会釈する。

「そうだ、和人さん。今日は気持ちの良いお天気だし、店の前のベンチでお団子でも食べませんか？」

「ありがとう、嬉しいな」

「それじゃあ、座っててください」

　小春はお茶と団子の準備をはじめ、和人はもう一度外に出た。

　すぐに宗次朗の夏季限定和菓子と、冷たい緑茶を用意して、お盆を手に、店先のベンチへと向かう。

　外は良い天気であり、かといって蒸し暑いわけではなく、心地よい風が吹いている。

　和人はベンチに腰を下ろし、のんびりとした様子で店の前を通り過ぎる観光客を眺めていた。

「お待たせしました」

　お盆を手にした小春が、隣に座った。

　和人はお盆を見下ろし、目を凝らした。

「えっ、これは、お団子ですか？」

「宗次朗さんの新作の『夏色団子』です。とても綺き麗れいでしょう？」

　小春はいたずらっぽく笑いながら、団子を勧める。

「うん、驚いた。すごいね、芸術品みたいだ」

　和人が食べようとすると、小春は慌てておしぼりを差し出した。

「ああ、その前に、手を拭ふいてくださいね」

「ありがとう、小春さん。本当に『お母さん』みたいだ」

　ぷっ、と笑う和人に、小春は「すみません、つい」と肩をすくめる。

　随分『玉椿』の感覚がなくなったと思っていたのだが、かつて息子だった彼に対してだけは、沁しみ込むように残っているものがあるのかもしれない。

　とはいえ、年上の和人に対して失礼だっただろう。

「謝らないで、今となっては嬉うれしい気持ちですし」

「嬉しい気持ち？」

　小春は不思議に思いながら、和人を見る。

　和人は「はい」と微笑んで、『夏色団子』を手に取った。

　ぱくりとひとつ食べて、和人は「ひんやりしていて、柔らかくて美味しい」と口に手を当てる。

「これを祇園祭の時に店で出すことも考えてるみたいです」

「これは、絶対喜ばれるよ。とても綺麗だし、あっさりしてるから暑い日でも美味しく食べられそうだし」

「ですよね。私もいただきます」

　小春も団子を手に、ぱくりと食べた。

「やっぱり美味しい」

　たまらない、と小春は目を細める。

　和人はそんな小春を見ながら頰を緩ませて、そっとつぶやいた。

「やっぱり不思議だな」

「不思議？」

　小春は、首を傾げる。

「……僕には前世の記憶がないのに、懐かしい気がするんだよね。こうして並んで、団子を食べたことがあるのかもしれない」

　そう話す和人に、小春は笑みを浮かべながら相槌をうった。

「あの時、小春さんが前世で僕の母だったと聞いて、『そういうことか』って色んなことが理解できたんだ。スッ、と腑ふに落ちたというか。そしてこの不思議な感覚は、顕在意識では覚えていないんだけど、自分の奥底のどこかでは覚えていて、母だった小春さんにこうしてもう一度会えて、かつての両親が手を取り合えたことを喜んでいる気がして」

　和人は、明るい笑顔でそう告げる。

　その言葉は、多少の気遣いがあったとしても心から言っているのが伝わり、小春の胸がじんわりと熱くなる。

　同時にせっかく手を取り合えたはずの澪人が、和人に対する遠慮からよそよそしくなっていることを思い出し、少し切ない気持ちになった。

「……小春さん、どうかしました？　もしかして澪人と何か？」

　小春の浮かない表情から何かを感じ取ったのか、和人はわずかに身を乗り出す。

「あ、いえ、何もないんですが」

　実際、何かあったわけではない。

「もしかして、澪人も審神者さにわ頭がしらになってから随分忙しそうだし、放置されていたりとか……？」

　和人の言う通り、澪人は審神者頭となってすぐに、東京、富ふ士じ山、伊い勢せ、出雲いずも、高たか千ち穂ほと挨あい拶さつまわりをし、今やほぼ毎日のように、学校帰りに本部へ寄っている。

「でも、水曜は、部室で会えているんですよ」

　部室って、と和人は苦笑した。

「それじゃあ、デートとかそういうのはできてないんだ？」

「はい」

　思えば、デートは一度もしていない。

「小春さん、寂しくない？」

「デートできないことに関しては、それほどではないです」

　口にした後、思わずそんな言い方をしてしまった自分を、小春は心の中で叱しつ咤たした。

　これではまるで、それ以外に寂しいことがあるように聞こえてしまう。

「それじゃあ、他に何かあるの？」

　和人はすぐに気付いて優しく問う。

　小春は、ここまで言ってしまったのなら仕方ない、と目を伏せた。

「なんていうか、ちょっと、よそよそしいんです」

　静かにそう告げた小春に、和人は「そっかぁ」と息をつき、空を見上げた。

「澪人のことだから、もしかしたら僕に遠慮してるのかな」

　みなまで説明しなくても察してくれたことに、小春は救われた気持ちになる。

「ちゃんと『気にしないで』って言ったんだけどなぁ。まぁ、澪人のことだから、『気にしないで』と言われて気にせずにいられるわけないか……」

　和人は独り言のように洩もらして、腕を組んだ。

　小春は、俯うつむいたまま膝ひざの上の拳こぶしをきゅっと握った。

「もう仕方ないから、前世で澪人の息子だったって話しちゃおうかな」

「えっ、まだ話してなかったんですか？」

　小春は少し驚いて、和人を見た。

「うん、打ち明ける最高のタイミングを狙ってたんだけど、残念ながらそれを逃した気がする」

「最高のタイミング？」

「そう。せっかくなら二人が付き合ったって報告を、澪人から受けた時にすべきだったかな」

　失敗したかな、と和人は笑った。

「……澪人さんは、和人さんになんて報告したんですか？」

「それが、すっごく可愛かったんだよ」

「えっ、澪人さんが？」

「うん、ものすごく強こわ張ばった申し訳なさそうな顔で、『僕も小春ちゃんに告白して、ほんで付き合えることになって……』って報告してくれてね」

　和人は口に手を当てて、ぷぷっ、と笑いながら、その時のことを伝えた。







『そっかそっか、良かったね、澪人。実は今だから言うけど、僕はとっくに振られてるんだ。告白した時にね』

　えっ、と洩らした澪人に話を続けた。

『でも、それで安心してもらうのも悔しいから黙ってた。おめでとう、澪人。僕は、何より今回の件を通して澪人も「普通の男の子」なんだってことが分かって、すごく嬉しいよ。小春さんを大事にね』







「そう言って軽くハグしたら、澪人は目に涙を浮かべたんだよ。それがまた可愛くて。僕が生きている間に、あんな可愛い澪人を見られるとは思わなかった。動画とか撮りたかったなぁ」

　和人は少し悶もだえるように言う。

「…………」

　小春は絶句し、ぽかんと口を開けて和人を見る。

「あ、ごめんね。実はブラコンで」

　我に返ったようにこちらを向く和人に、「いえ」と小春は首を振る。

「それで、その時に、僕の方も打ち明ければ良かったんだよね。『実は僕は、前世で澪人の息子だったらしいんだ。だから、かつてすれ違ってしまった両親が、ようやく手を取り合ってくれて嬉しいよ』って」

　小春は、はぁ、と曖あい昧まいに相あい槌づちをうつ。

「でも、あの時の澪人が可愛すぎて、一番良い機会を逃しちゃったよ」

　和人は残念そうに息をついた後、そうだ、という様子で小春を見た。

「やっぱり、小春さんにバトンタッチするよ」

「えっ？」

「僕が二人の子どもだったことを打ち明けるのは、小春さんの口からにしてほしいな。澪人があんまり気にするようだったら、その時に教えてあげて。元息子である僕は、心から祝福してるって」

　晴れやかな笑顔を見せる和人に、小春はもやもやとした心の霧が晴れたような心持ちでそっと頷うなずく。

　そんな彼の髪に、ふわりと飛んできた綿毛がついた。

「和人さん、髪に……」

　小春は、手を伸ばす。

　かつて、同じことがあったような気がする、と感じながら。

　そう、澪人がこの家に下宿をしていた時のことだ。

　部屋に二人きりでいる時に、澪人がそっと近付いて手を伸ばした。

　熱っぽい眼まな差ざしに、思わずドキドキしたものの彼は『綿毛やね』と小春の髪についた綿毛を見せて、微笑んだのだ。

　その時のことを思い出しながら、小春は和人の髪から綿毛を取った。

「ああ、ありがとう。……小春さん、そのまま振り返って」

　えっ、と小春が振り返る。

　すると、そこには澪人がいた。

　紺色の着流し姿で、戸惑ったようにこちらを見ている。

「やぁ、澪人」

　和人は立ち上がって、片手を挙げた。

「……兄さん、どうしてここに？」

　澪人は、にこやかに尋ねる。

「うん、サークルのランチ会がこの近くであって、帰りに挨拶に立ち寄ったんだ。でも、もう帰るとこだから」

　和人はそう言った後、振り返って小春を見る。

「それじゃあ、小春さん。ありがとう、ご馳ち走そう様さま」

「あ、はい。こちらこそありがとうございました」

　小春がお礼を言うと、和人は澪人に気付かれないように『がんばって』とウインクをする。

　そのまま立ち去る和人の背中を見送って、小春は澪人に視線を移した。

　目が合うなり澪人は、そっと微笑んで会釈した。







「──どうぞ、宗次朗さんの新作『夏色団子』です」

　小春はぎこちなく笑いながら、澪人の前にも宗次朗の新作団子を出した。

「……おおきに。綺き麗れいやね」

　隣に座る澪人は、そっと手を合わせて、団子を口に運ぶ。

「はい、宗次朗さんの作る夏の和菓子は、いつもとても綺麗で……」

　小春はそこまで言って口を閉ざし、澪人が団子を運ぶ様子を見詰める。

　それまで無表情だった彼が、団子を食べるなり、ふっ、と笑みを零こぼした。

「こら、美味おいしい」

　澪人は口に手を当てて、うん、と頷く。

「冷たくてあっさりした上品な甘さやし、これからの季節によろしいね」

　その様子に小春は嬉うれしくなって、頰を緩ませた。

「ですよね。綺麗すぎて食べるのに躊躇ためらいますけど」

「ほんまや。そやけど、『雪うさぎ』よりはええやろ」

「本当ですね、あれは可愛すぎましたよね」

　二人で、くすくすと笑う。

　小春は、良かった、と心から思っていた。

　交際宣言後、どこかよそよそしさを感じていたが、それはもしかしたら考えすぎだったのかもしれない。

　今は、以前と変わらない距離感だ。

　これが、宗次朗の和菓子効果なら、本当に感謝しなければならない。

　そう思うも、和菓子効果は、まさに食べ終えるまで。

　澪人が団子を食べ終えたことで、再び沈黙が訪れた。

　小春がちらりと目を向けても、澪人はこちらの方を見ようとしない。

　思えば、最初に会釈して以来、目が合っていない気がする。

　いや、それ以前か、最近の彼は自分と目を合わせなくなった──。

「小春ちゃんは、ほんまに兄と仲がええんやね」

　ぽつりと零した言葉に、ぼんやりしていた小春は咄とつ嗟さに口を開いた。

「ええ、それはもちろん」

　元親子ですし、と続けようとして口を噤つぐんだ。

　いくら『小春さんにバトンタッチする』と言われたところで、こんな風に話の流れからのついでのように伝えたくはない。

　澪人はそんな小春の様子を見て、一瞬苦い表情を見せた。

　もしかしたら、誤解させてしまったかもしれない。

「えっと、もちろん、和人さんは澪人さんのお兄さんですし、素敵で頼りになって、安心できる大人な人というか……」

　誤解を解こうとしているというのに、なぜか褒めちぎってしまっていることに気付き、小春は我に返って、澪人を見る。

　澪人は、口くち許もとこそ笑みを湛たたえていたが、とても冷ややかな目をしていた。

「いえ、その……」

　どんどん自分がドツボにはまっていく気がして、小春は俯うつむいた。

　天気は良いものの風が強くなり、舞い散る砂すな埃ぼこりに澪人は指先で前髪を払う。

「あの、澪人さん、良かったら私の部屋に来ませんか？　今、休憩中で……」

　立ち上がった小春に、澪人は一瞬険しい表情を見せて、微かすかに首を振った。

「……もうすぐ帰りますし」

「あ、そうですか」

　小春は弱りきって、再びベンチに腰を下ろす。

　再び訪れる沈黙の中、そういえば、と顔を上げた。

「澪人さんは、今日、祇園に何か用事があったんですか？」

　そう問うと、澪人は苦笑いを浮かべた。

「用事は何も……」

「あ、そうでしたか」

　それじゃあ、どうして、と小春が思っていると、

「──あなたに、会いに来ました」

　ぽつりと零された言葉に、ばくんと鼓動が跳ねた。

　まさか彼がわざわざ自分に会いに来てくれたとは夢にも思わず、嬉しいを通り越して動揺してしまう。

「え、えっと、それじゃあ、やっぱりお部屋に……風も強いですし」

　あたふたしながら言うも、澪人は笑みを湛えて首を振った。

「かんにん、今日はもう帰ります」

　もしかしたら、和人のことで気を悪くしたのかもしれない。

　小春が目を泳がせる中、澪人は立ち上がって「ほんならまた」と会釈をして、背を向けた。

　澪人の姿が見えなくなるまで見送り、

「ああ、もう」

　小春は、額に手を当てた。

　どうして、こんなことになっているのだろう。

　せっかくずっと想っていた人と付き合えることになったのに、こんなに距離ができてしまうなんて……。

　今は、まるで見えない壁があるようだ。

「……本当に、どうしてだろう」

　小春は静かにつぶやいて、大きく息を吐いた。





三






　期末試験がスタートし、教室はいつもよりもピリリとした緊張感のある空気に包まれていた。

　試験最終日。

　終業のベルを耳にするなり、皆は一斉に力の抜けたように息を吐き出す。

　それは、友人の愛衣も同じで、はああ、と脱力していた。

「終わったぁ。そして今回は、思ったよりできなかった」

　愛衣は、机に突っ伏して口惜しげに言う。

　彼女は優秀であり、このクラスでは間違いなくトップだ。

　試験の後は、誇らしげな笑みを浮かべていることが多い。

　小春は、意外、と洩もらして、愛衣の前の席に腰を下ろした。

「愛衣にしては珍しいね」

「ほら、先週から、お父さんがこっちに来てるって話をしたじゃない？」

　愛衣はむくりと顔を上げ、小春は「うん」と頷うなずいた。

　今、愛衣は、京都の祖父母の家で暮らしている。

　父親は横よこ浜はま在住であり、事情があって離れているのだが、その父親が出張で関西に来ているらしい。

「それで、つい勉強も疎おろそかにして、お父さんとあちこち遊びに行っちゃって……」

　ちなみに愛衣は、結構なファザコンだ。

　父と再会できて嬉しかったのだろう。

「それは、疎かになっても、仕方ないよ」

　自分には、考えられないことだけど、と小春は心の中で付け足した。

「……ありがとう。次回がんばることにする」

　愛衣は、うん、と拳こぶしを握った。

　小春も東京に住む両親と離れて、京都の祖母の家で暮らしている。

　だが、もし父親が東京から来ても、二人で遊びに行くようなことはないだろう。

　父は、口下手で少し気難しい。

　二人きりになったら、息が詰まりそうだ。

　兄弟だというのに、宗次朗とはまるで違っている。

　あの父が、かつて祇園の櫻井家で生活していたというのも、噓のようだ。

　もっとも父自身、実家が肌に合わないと、逃げるように東京の大学に進学したのだが──。







　ショートホームルームを終えて、小春と愛衣は教室を出て、玄関へと向かっていた。

「愛衣、今日は部室に行く？」

　歩きながら尋ねると、愛衣は「ううん」と首を振る。

「試験中部活に行けなかったから、行きたいんだけど、お父さんと約束があって……」

「そっか、親子水入らずの時間を楽しんで」

「うん、みんなによろしくね。水曜だから顔出したいんだけど」

　水曜日は、『ＯＧＭ』のメンバーのみが集まる日だ。

　その時、廊下で元担任の早さ乙おと女めとすれ違い、互いに「あっ」と振り返った。

「先生」

　小春と愛衣は同時に声を上げる。

「あら、こんにちは、水原さん、櫻井さん」

　早乙女は、小春を見て申し訳なさそうに目を細めた。

「櫻井さん、あの時は本当に、うちのクラスの生徒が迷惑をかけて……」

　そこまで言って口くち籠ごもる。

　小春もみなまで言ってほしくないと、「いえ」と遮るように言った。

「私の方こそ色々と先生には申し訳なくて……」

　小春の靴がなくなり、林の中の泥水に捨てられていた事件が起こった時、澪人の計らいで現場を目撃していた烏を呼び寄せることができた。

　その烏の意識を覗のぞくと、早乙女の姿が見えたため、犯人に違いないと思ったのだ。

　早乙女は、ただその場にいただけで、犯人ではなかったというのに……。

　思い出すと、早乙女に申し訳なく、居たたまれない気持ちになる。

「ですので、もう、その時のことは……」

「ありがとう。あの子も今は落ち着いているみたいなんだけど、今後、何かあったら、すぐに言ってね」

　早乙女は、ぽんっ、と小春の肩に手を置いた。

　掌てのひらから優しさが伝わってきて、あらためて、彼女が犯人ではなくて本当に良かった、と心から思いながら、「はい」と頷いた。

「……ところで、試験はどうだった？」

　早乙女は一拍を置いて、話題を変える。

「私はまあまあでした」

　と言う小春に続いて、

「私の方は今回はちょっと駄目で」

　愛衣が息を吐きながら、肩を落とす。

「あら、水原さんにしては珍しい」

「それは、その、今、愛衣のお父さんが横浜から来ていて、それでつい勉強が疎かになっちゃったみたいです」

　小春の方が言い訳するように愛衣の事情を伝えると、早乙女は「えっ」と目を瞬かせた。

「孝たか志しさんが、今こっちに？」

　早乙女が、愛衣の父親の名前を口にしたことと、彼女の頰が赤くなったのを見て、小春は一瞬戸惑ったものの、すぐに思い出した。

　かつて、この学園の生徒だった早乙女は、愛衣の父親に恋心を抱いていたのだ。

　自身の親友である愛衣の母親と結ばれてしまったため、その想いに蓋ふたをしたようだが、今も憧あこがれに近い感情を残しているのだろう。

　早乙女が、今も変わらずに愛衣の父親を想っている、というわけではないだろうが、その名を聞いて、ときめく気持ちが蘇よみがえったのかもしれない。

「あっ、ごめんなさい、孝志さん……お父さんにどうかよろしくね」

　早乙女は口早に言って、逃げるように二人に背を向ける。

　その様子に、小春と愛衣は思わず顔を見合わせた。

「……早乙女先生、うちのお父さんのこと、まだ好きなのかな」

　愛衣も同様に感じたようだ。

　その言葉には、戸惑いの響きがあった。

「そんな露骨なものではないと思うけど……再会したら、気持ちが蘇ったりして」

「昔はスマートでカッコいい雰囲気だったかもだけど、今や普通の中年だし、それはないかもなぁ」

　そうあってほしくないという願望も含まれているように感じた。

　ファザコンの愛衣としては、父親に恋のニュースはごめんなのだろう。

「愛衣のお父さんは、いつまでこっちに？」

「今週いっぱいで帰るよ。実はね、どうなるか分からないけど……関西支社に転勤になる可能性が濃厚で」

「わっ、そうなんだ」

「うん、そうなったら二人で暮らしたいねって、まだ決まってもいないのに、ずっと物件探しをしてるんだ」

　小春は、そう、と興味深く相あい槌づちをうつ。

「でも、それって良いことなんだよ」

「物件探しが？」

「うん、まるで決まったかのように動くというのは、その事実を招き寄せるんだって」

「それじゃあ、宝くじが当たってもいないけど、当たったように振る舞ったりは？」

「あっ、でも、『取らぬ狸の皮算用』は別の話みたいなんだけど」

　すかさず答えた小春に、「だよね」と愛衣は笑う。

「でも、それじゃあ、お父さんの転勤が決まったら、お祖父じいさんとお祖母ばあさんの家は出るということ？」

　愛衣は言い難にくそうに、うん、と頷うなずく。

「祖父母の家が、嫌なわけじゃないんだけどね。自分一人なら快適なんだけど、お父さんまで一緒に住むのは、お互い気疲れしそうで……」

「それは、分かるかも……」

　元々、愛衣の祖父母と父親は良好な関係を築いていたわけではない。

　祖父母にとっては、まだ若かった娘を孕はらませた憎い男であり、父親にとっては愛する人を自殺に追いやった相手でもあるのだ。

　今は和解して、互いに協力し合っていたとしても、一緒に暮らすとなると話は別に違いない。

　小春は、分かるかも、と頷く。

　愛衣が出て行くことになると、祖父母は寂しい気持ちになるかもしれないが、同じ京都市内に住んでいるなら、いつでも遊びに行けるだろう。

　それよりも、愛衣が嬉うれしく思える方が、優先だ。

「お父さん、関西転勤が決まるといいね」

「うん、そうしたら、学徳学園の大学部に進学もできるし」

「それはますます、特進クラスに行けるようにがんばらないと」

「ちょっ、今、それ言わないで」

「ごめんごめん」

　二人は笑いながら、玄関で靴に履きかえて外に出る。

　すると門の前に、スーツを着たすらりとした中年男性が優しげな笑みで手を振っているのが見えた。

「わっ、お父さん、学校まで迎えに来てくれたの？」

　愛衣は仰天しながら、父親の許もとに駆け寄る。

「やあ、愛衣。実は早く伝えたいことがあって、迎えに来ちゃったよ」

　愛衣の父・孝志は嬉しそうに、愛衣の頭をぽんぽんと撫なでた。

「えっ、伝えたいことって何？　もしかして……」

　愛衣は期待に目を輝かせて、孝志を見上げた。

「いやぁ、それにしても、学徳学園、懐かしいなぁ」

　校舎を仰ぎ、懐かしげに目を細める孝志に、「だから、伝えたいことって何？」と、愛衣は痺しびれを切らしたように声を上げる。

　そんな二人のやり取りを、一歩離れたところで見ていた小春は頰を緩ませた。

　小春はかつて、霊視で愛衣の父親の姿を見たことがある。

　その時は若くスマートな青年だったが、今はかつてきりりとしていた目が垂れて、ふんわりとした優しげな印象だ。

「正式に決まったんだ。九月からだけどね」

「本当に？　関西転勤なの？」

　やったぁ、と声を上げる愛衣に、小春は「良かったね」と手を合わせる。

「ありがとう。あっ、お父さん、彼女が親友の小春」

「はじめまして、櫻井小春です」

　小春は孝志を前に、すぐに頭を下げる。

「君が小春ちゃん、愛衣からいつも話を聞いています。チーム『ＯＧＭ』の活動、がんばってくださいね」

　そう言う孝志に、小春はごほっとむせた。

「……あ、愛衣？」

　なぜ、父親が知っているの？　と目を向けると、愛衣はいたずらっぽく笑う。

「ごめん、お父さんには全部話してて」

「えっ、噓」

　小春は信じられずに目を剝むいた。

　自分も祖母や叔父おじにほとんどのことを話しているが、両親には言っていない。

　以前、自分には『人と目を合わすと心が読める』という特殊な能力があると打ち明け、それはなんとか受け入れてもらった。

　その後、力をコントロールできるようになり、『もう目を合わせても、心を読めなくなった』と伝えると、両親は心底安あん堵どした様子だった。

　その姿を見て、自分の身に起こった様々なことを伝えるのは、両親には荷が重いのかもしれないと感じたのだ。

　幸い自分には、同じく特殊な能力を持つ祖母と叔父が側にいる。

　だから、それでいいと感じていた。

　両親に話さないのも、親孝行だろう、と。

　だが、愛衣が父親に話していると聞いて、なんでも話せるその関係を少し羨うらやましくも感じた。

「小春さん、もし良かったら一緒にランチでも」

　今日は授業は午前のみであり、昼食はまだ食べていない。

「だめだめ、小春はこれから部活に行くって」

「ああ、そうか。彼氏にも会えるんだね」

　孝志は、ぽんっ、と手を打ち、小春はまたむせた。

　一体、どこまで話しているというのか……。

「そうそう、試験もあったし、多分久しぶりに」

「それは、邪魔しちゃいけないね。皆さんによろしく」

　そう言って手を振る二人に、小春は「はい」と頷く。

　歩き去る二人の背中を眺めながら、小春は、ふぅ、と息をつく。

「愛衣がファザコンになる気持ち、少し分かるなぁ……」

　それにしても、愛衣の父は誰かに雰囲気が似ているような気がする。

「……誰に似てるんだろう？」

　小春は首を傾げた。





四






　愛衣と別れた後、小春は足早に中庭の塔へと向かった。

　部室に入るなり、こんにちは、と声を上げようとして、口を噤つぐんだ。

　由里子がスマホを手に、誰かと電話をしていたためだ。

　澪人と朔也は、メモを手に真剣な表情をしている。

「はい、それじゃあ、部室で待ってるわね」

　由里子はスマホを耳から離して、テーブルの上に置いた。

「どうしたんですか？」

　小春が戸惑いながら歩み寄ると、

「小春ちゃん」

「おっ、コハちゃん」

「小春さん、お疲れ様」

　皆は、一斉に振り返る。

「由里子さんは、誰に電話を？」

「依頼主よ」

「依頼主？」

「それがね、放置していた目安箱を調べたら依頼が入っていたのよ」

　由里子は一枚の紙をかざして見せた。

　小春はそのメモを受け取って、内容を確認する。

『新しい家（といっても中古ですが）に引っ越したばかりなのですが、その家で奇妙なことが起こります。どうか見てもらえないでしょうか？』

　名前の後には、電話番号が書かれていた。

『高等部一年　谷たに崎ざき瞳ひとみ』

「……谷崎さんって、このミス研の？」

　小春は目を凝らして、もう一度名前を確認する。

　後輩の谷崎瞳は、このミステリー研究会の前身であるオカルト研究会を発足した人物であり、事実上、ミス研の部長だ。

　そんな彼女が、わざわざ目安箱に依頼のメモを入れるだろうか？

　もしかしたら、同名の生徒がいるのだろうか、と思ったものの、

『部員ですみません、先輩たちに視てもらいたくて』

　一番下に小さく書かれた文字に、「あ、本当に谷崎さんなんだ」と小春は零こぼす。

「そう、私も同名の生徒かと思ったら、谷崎さんだったの。それで電話したら、彼女は校舎を出たばかりだったようで、今から来てくれるって」

「校舎を出たところなら、きっとすぐですね」

　そんなことを話していると、廊下からパタパタと足音が聞こえてきた。

「おっ、来た来た」と朔也が笑う。

　すぐにノック音が響いた。

「どうぞ」

　小春が声を掛けると、高等部一年生の女生徒・谷崎瞳が姿を現わした。

　電話があったことで慌てて走ってきたのだろう。

　彼女は息を切らしながら、部室に一歩足を踏み入れて、深く頭を下げる。

「す、すみません、先輩たち。驚きましたよね」

「ううん、でも、直接言ってくれたら良かったのに」

「そうそう」

　ぽかんとする皆を前に、瞳は「ごめんなさい」と肩をすくめた。

「少し前の水曜日、忘れ物を取りに部室の前を通った時に、三善先輩が『もっとちゃんと目安箱をチェックしようよ』って言ってたのが聞こえて、嬉うれしくなってつい」

　瞳はそう言って、いたずらっぽく笑う。

「なるほど、そういうことだったんだぁ」

　朔也は、ぽんっと手を打った。

「とりあえず、瞳さん、皆さん、座りましょか」

　澪人の言葉に、皆は応接ソファーに腰を下ろし、瞳から話を聞くことにした。







「ほんで、瞳さん。詳しい話を聞かせてもらえますか？」

　優しく問うた澪人に、対面に座る瞳は、はい、と頷うなずいた。

「うちは元々、貸家に住んでいまして……貸家と言っても、家主はお祖母ばあちゃんなんですが」

　瞳は、おずおずと話し出す。

　彼女の話はこうだった。

　瞳は元々、学校から近い、父方の祖母の持ち家に住んでいた。

　祖母は数年前に夫（瞳にとっては祖父）を亡くした際にそれまで住んでいた一軒家を息子一家に貸して、その後はマンションで一人暮らしを始めたそうだ。

　瞳の母親は、家主であり姑しゆうとめである祖母のことを良く思っていなかった。

『もう勘弁してほしいわ。どうして息子夫婦からしっかり家賃を取るわけ？　それでいてこっちは常にお礼を言わなきゃいけないし、なのにあの人はいつも不愛想で。機嫌を取るのはもうごめんだわ、こんなにへこへこするのは嫌よ』

　──そんな折、ずっと売りに出されていた同じ区域の一軒家が売買をやめて、賃貸の募集を始めたのを、母親は知った。

　少し古いが今よりも家賃が安く、部屋数も多い。

　もう姑に頭を下げつつ家賃を支払う生活はごめんだと、ほぼ勢いで先月引っ越したらしい。

　だが、引っ越したその家で、妙なことが起こるというのだ。

「どんなことが起こるのかしら？」

　由里子が前のめりになる。

「何かを弾はじいたようなラップ音が聞こえるんです。お母さんは『家鳴り』だって言い張るんですけど……。あと金縛りに遭うようになったり、猫を飼っているんですが、すぐに抜け出して前の家に帰っちゃうんですよ。……後は、言葉にできない違和感というか、誰かに見られてるような気がしたり、足音が聞こえたり。他の人に言っても、気のせいだって言われるし、実際私の考えすぎかもしれないんですが……」

　瞳はそう言って肩をすくめる。

「そんなことはあらしまへん。もちろん『家鳴り』は、どの家でも起こることやけど、それを耳にして『嫌な感じ』がしたら、何かの作用てこともありますし」

「そうなんです。すごく嫌な感じがするんですよ……でも、どうして、こんなことが起こるんだろう」

　独り言のようにつぶやく瞳に、澪人は「そやね」と腕を組んだ。

「──霊障が起こる大抵の場合が、『何かに気付いてほしい』ってことやねん」

「気付いてほしい？」

　瞳は顔を上げて、小首を傾げた。

「そや、『あなたに危険が迫っていますよ』という忠告やったり、『ここは来たらあかんとこや』て警告やったり。それに気付かへんと、現象はどんどんエスカレートするさかい」

　そう話す澪人に、瞳だけではなく、朔也と由里子も「へええ」と洩もらす。

「なんや知らへんの？　他の子はともかく、三善君は祓はらい屋やろ」

「いやいや、俺は検証とかせずに、嫌なものを力任せにばんばん祓ってただけだし」

「そら、時に危険やね」

　澪人は肩をすくめて、瞳に視線を移した。

「今回の件はおそらくオーソドックスに『ここはあきまへん』って追い出しにかかってるんちゃうやろか。そやから、猫が家を出るんやろ」

　その言葉に、今度は小春が尋ねる。

「猫は、勘が強いからですか？」

「そやねん。猫だけやのうて犬なんかもそうやけど、動物は本能で『良い気』の場所を知ってるんや。猫が集ってゴロゴロしてる場所、ああいうところは暖かいてだけやなく、『良い気』の場所なんやで。逆に逃げ出すところは、『悪い気』が溜たまっていたりして、『居心地の悪さ』を感じるから、逃げ出したくなるんや」

　そう話す澪人に、皆は揃って「へぇ」と相あい槌づちをうつ。

「ほんで、瞳さん、今の家は嫌な臭いがしたりしぃひん？」

　瞳は、ええと、と考え込むように眉まゆ根ねを寄せる。

「いえ、臭いは特に。最初見に行った時は、空家独特の埃ほこりっぽさはありましたけど、嫌な感じはしていなくて。今も特別、嫌な臭いがするとは思わないんです」

「ほんなら、それほど波動は悪ないんやね……」

　澪人は独り言のように零す。

「あと、気になることがありまして……」

　そこまで言って口を噤つぐんだ彼女に、澪人は「うん？」と首を傾げた。

「母は、祖母の嫌がらせだ、って言うんですけど……祖母も合あい鍵かぎを持っているので、皆の留守中にうちに来て、やってるに違いないって……」

「なんやろ」

「うちに日本人形が飾ってあるんですが、その人形の首が落ちていたんです」

　言い難にくそうに告げた瞳に、小春と由里子が「ひっ」と洩らす。

「ちょっと、コハちゃんに由里子センパイ、いい加減、慣れたら」

　朔也は、呆あきれたように横目で見る。

　たしかに音楽堂で血まみれの霊が迫ってきたり、鞍馬の山奥でどろどろとした妖あやかしに遭遇したりと、それなりに恐ろしい経験はしている。

　しかし、未いまだ慣れることはない。

「人形の首は差し込むタイプなので、取れやすくはあるんですが、実はそれが何度か続いたんです。いつも私が発見するので、二回目からは母には黙ってましたけど」

「何度も？」と皆は顔をしかめる。

「それで、私、こっそりカメラを仕掛けたんですよ」

　そう続けた瞳に、小春は「カメラを」と瞬まばたく。

「さすが、ミス研の部長だねぇ」

　ひゅう、と朔也は口笛を吹く。

「ほんで、どうやったん？」

「昨夜、設置したばかりなので、まだ分からないんですが」

　本当にお祖母ちゃんの仕業だったらショックです、と瞳は零こぼした。

「……お祖母さんは、どんな方なのかしら？」と由里子が尋ねる。

「祖母は、ぶっきらぼうで不愛想な人なんです。祖父が亡くなってから特にそれが強くなって……」

「亡くならはったお祖父じいさんは、どんな人やったんやろ」

「祖父は、祖母とは正反対で、いつもにこにこ笑っている朗らかな人でした」

　祖父が生きている間は、母と祖母の仲も普通だったんですが……と瞳は目を伏せた。

「なるほどねぇ、舅しゆうとのサポートがあってスムーズだった嫁姑関係が、彼が亡くなってうまくいかなくなってしまったわけだね」

　朔也は、うんうん、と相槌をうちながら腕を組んだ。

　ある程度、話を聞いて、澪人は「分かりました」と頷うなずく。

「その家は学校から近いて話やし、今から見に行ってもよろしい？」

　その言葉に、瞳は、少しホッとしたような、嬉うれしそうな笑顔を見せる。

「はい。今日は母もパートでいないですし、大丈夫です」

「よっしゃ、現場検証」

　立ち上がった朔也に続いて、由里子も腰を上げる。

「徒歩圏内で良かったわよね」

「そやけど、みんな、ご近所の迷惑になるさかい、なるべく静かに目立たへんように」

　窘たしなめるように言う澪人に、朔也と由里子は「はーい」と声を揃えた。

　その様子を見ながら、小春の隣で瞳はぽつりと零す。

「……小春先輩、どんなに目立たなくしても、あの三人は目立ちそうですよね」

　澪人、由里子、朔也の三人をちらりと見て、

「うん、本当に」

　小春と瞳は、ふふっと笑い、皆と共に部室を出た。





五






　瞳の案内の許もと、小春、澪人、朔也、由里子の四人は、学園から徒歩十分ほど歩いた先にあるという彼女の家に向かって、散歩するように歩いていた。

「ねぇ、そういえばさ、なんで愛衣ちゃんいないの？」

　今さらだけど、という様子で先を歩いていた朔也が振り返る。

「愛衣のお父さんが、仕事でこっちに来ていて、一緒に過ごすみたいで」

　皆は「へぇ」と相槌をうつ。

　その話題から、そうだ、と小春は、澪人を見上げた。

「あの、澪人さん？」

　澪人は「うん？」と一瞬視線を合わせたが、すぐに、すっ、とそらす。

　些さ細さいなことだが、小春の胸がチクリと痛んだ。

「愛衣のお父さんが、関西に転勤してくることが決まって、二人で暮らす家を探しているそうなんですよ……」

「愛衣ちゃん、お父さんとまた一緒に暮らせるんやね、そらほんまに良かった」

　優しく微笑む澪人に、先ほどの胸の痛みが緩和される気がした。

「それで、良い家・悪い家の特徴や、家探しのアドバイスがあったら教えてもらえませんか？　愛衣に伝えたくて……」

　澪人は歩きながら、「そうやね」と腕を組む。

「さっき、瞳さんにも聞いたことやけど、一番分かりやすいのは、『匂い』やな」

「……波動の悪いところは、『臭い』って、前に澪人さん、言ってましたよね」

　以前教えられたことを思い出しながら、小春は頷く。

　すると前を歩いていた瞳が振り返って尋ねた。

「でも、古い家だと、どうしても独特の匂いってありますよね？」

「たしかに、古い家はそれなりに匂いがあるて思う。けど、それが神経に障るような異臭やったらあきまへん。ほんで、さっきも言うたように動物が近寄らへんかったり、日当たりが悪く植物が育ちにくかったり、じめじめとしているのは要注意や」

　皆は話を聞きながら、黙って頷く。

「そやけど一概にそれがすべてとも言えまへん。家との相性もありますし、きのこタイプの人間やったら、じめじめしたところも合うやろうし、自分の感覚を大事にするのが一番やないかて思います」

　きのこタイプの人間って！　と、皆は笑った。

「そうそう、結局のところは、自分の感じる力が大事なんだねぇ」

　朔也が同意していると、

「あ、ここです」

　瞳は、足を止めて、突き当たりの家を指した。

　その家は、古くはあったが、庭も広く建物も大きい。

　家の背面に雑木林があり、鬱うつ蒼そうとした雰囲気がある。

　今日は日も差していて、緑の中に家がある光景だ。

　一見すると家も大きくて、庭があって緑が広がっていて、良い家なのかもしれない。

　だが、小春には、どんよりとした黒い霧がかかっているように感じられて、背筋がぞくりとした。

「母は、『場所もいいし、ここがずっと売れなかったなんて信じられない』と大喜びだったんですよ」

　そう話す瞳に、小春と同じ感覚を持っているであろうチームの皆は苦笑した。

「いやー、普通の人って、こんなに無防備なんだね」

「そうね、ある意味、とても強いわね」

　由里子は、同感、と相あい槌づちをうつ。

　瞳は、おずおず、と澪人を見た。

「あの……やっぱり、良くないですか？」

「──そやね」

　澪人は一言だけそう言って、苦い表情で小春に視線を移した。

「小春ちゃんは、どう感じる？」

「ええと、『嫌な感じ』としか言えないんですが……」

　そこまで言って、そういえば、と息を吞のんだ。

　こういう時、『どういう風に嫌な感じなのか』、自分の中で分析するのが大事だということも教わっていたのだ。

　小春は目を瞑つぶり、額に神経を集中させる。

　伝わってくるのは、『拒絶』という抵抗。

『そぐわない』という違和感と、『怒り』。

　だが、その怒りはさほど強いものではない。

　どちらかというと『不快』に近いものだろうか……。

　その時、強い風が吹いて、小春の髪がなびく。

　同時に、目の前の家が風に散り、そこが原っぱに変わった気がした。

　中心には、古びた小さな社があった。

　かつては近所の人たちに手入れをされていたが、やがて誰にも管理されなくなり、どんどん朽ちていく。

　その様子が、小春の頭の中に早送りで流れていく。

　やがて、目の前の土地は原っぱだけになっていた。

　その土地を誰かが買い、家を建てて住み着く。

　だが、不運が続いて家を出て行ってしまう。

　そんなことが続き、ここは長い間、空家になっていた。

「──元々、ここに、お社があったんですね。朽ちてしまって、忘れ去られていますが……」

　ぽつりと零こぼした小春に、澪人は「そやね」と頷き、朔也と由里子は「そういうことだったんだ」と納得した様子を見せた。

「私は、『霊道』なのかと思っていたわ」

「俺は、井戸でもあったのかと思った。それで波動はそんなに悪くないわけだ」

　へぇ、と頷く由里子と朔也に、瞳は「ええ？」と目を白黒させた。

「……どうしたら良いのでしょうか」

　すがるように尋ねる瞳に、澪人は言い難にくそうに口を開く。

「ここは、基本的に人が住むのを歓迎しぃひん土地やさかい、できれば前の家に引っ越した方がええかと」

「で、でも、そんな簡単には……」

　小春には、瞳の気持ちがよく分かった。

　引っ越してきたばかりで、前の家に戻るなんてそう簡単にはいかないのだろう。

「この家と共存は、不可能なんでしょうか」

　詰め寄る瞳に、澪人は腰に手を当てて家に目を向けた。

「ずっと空家やったこの家は、朽ちた社の代わりとなっていたんや。そこに住み続けるとなると、それなりに面倒やて思いますが、できひんことはない」

「本当に？」

「巫女みこになる必要があります」

　えっ、と瞳は瞬く。

「別に、巫女の格好をする必要はあらしまへんのやけど、住む者で揃って祝詞のりとを上げて、住まわせてもらう許しを請うて、毎日家を磨いて、この土地神様の巫女になった気持ちで奉仕すると共存できるかて思います」

　澪人の話を聞きながら、瞳の顔はみるみる曇っていく。

「やっぱり、大変やろ？」

　彼女は、こくりと頷うなずいた。

「何よりこの家もあなた方にはそれを望んでへん。あなた方とこの家に、それほどの縁がないから、この家で一番勘の強いあなたを使って、出て行くかたちに持って行こうとしたはる」

「それじゃあ、人形の首も私たちを出て行かせるためのものですか？」

　澪人は、うーん、と唸うなる。

「……そうやと思うんやけど、今ここの土地神様は人形の首を取るほどの強い力は持ったはらへん気ぃするんや……せいぜい、ラップ音や金縛り程度やないかて。とりあえず、その人形、見せてもらえますか？」

　はい、と頷いて、瞳は家の敷地内に入る。

　先ほどまで家を取り巻いていた拒絶感が、今は『瞳たち一家を出て行かせるのに協力的な人間』と認識したようで、随分と薄らいだように感じた。

　だが、なんともいえない違和感が残っている。

　おそらくそれは、『社に勝手に人が住み着いた』という違和感なのだろう。

「どうぞ」と瞳は、玄関の扉を開けた。

　家の中は、とても綺き麗れいにしてある。

　大きな玄関を入って、長い廊下を進む。

　日本人形は、和室の簞たん笥すの上に飾られている。

　赤い着物に、おかっぱ頭の可愛らしい人形だというのだが、その姿を見るなり、

「──ひっ」

　小春と由里子と瞳は、口に手を当てて絶句する。

　首が畳の上に落ちていたのだ。

「……ま、また、落ちてた」

　瞳は手をかたかたと震わせながら、しゃがみこむ。

　その場に静寂が訪れ、皆は凍り付いたように動かなかった。

　そんな中、小春がそっと口を開いた。

「あ、あの、私、この子を霊視してみようと思います。何か意識が残っているかもしれないですし……」

　小春は息を吞んで、人形の許もとに歩み寄る。

「絶対、怖そう……」

　由里子が小声で囁ささやいたが、小春は『怖さ』を感じなかった。

　何かが取り憑ついている人形という感じがしないのだ。

「触ってもいい？」

　小春が尋ねると、瞳は「はい」と頷いた。

　丁寧に人形を手に取って、首を元に戻した。

　目を瞑り、額に力を込める。

「…………」

　人形からは、特に何も感じはしなかった。

　物質にも、微量ながら意思はあるもの。

　だがそれは植物よりも弱いもので、この人形も人に意思を伝えるほどの力を持っていないことが分かった。

「……この子自身には何の問題もない、ただのお人形のようです」

　小春がそう言うと、朔也が「あ、そうだ」と声を上げた。

「瞳ちゃん、カメラを設置したって言ってたよね？」

「は、はい、そうでした」

　瞳は我に返ったように立ち上がり、対角線上にある茶簞笥の中に隠していたカメラを取り出して、朔也に渡した。

　朔也はすぐにカメラを操作し、再生ボタンを押す。

　瞳がカメラを設置し終えた様子が映っている。

　少し遠くではあるが、簞笥の上の人形もちゃんと映されていた。

『お母さん、行ってきます』

『今日、試験最終日でしょう？　がんばるのよ』

『うん、分かってる』

　誰もいなくなった和室に、そんな声が響いている。

　皆は無言で、食い入るように画像を見ていた。

　廊下でぱたぱたと母親と思われる足音がしている。

　その足音が遠のいたところで、襖ふすまが開かれた。

　三毛猫が姿を現わし、皆は「猫だ」と声を上げる。

　猫の仕業だったのでは、と一瞬気が緩む。

　猫は簞笥の側に座り、みゃああ、みゃああ、と鳴き声を上げる。

　すると廊下から足音がして、

『もう、ミケ、どうしたの？』

　と、母親が和室に入ってきた。

「お母さんだ……」と瞳がつぶやく。

　よしよし、と猫を撫なでていた母親だが、その後、ふらりと振り返って徐おもむろに人形を手にし、スッと頭を抜き取って、畳に落とした。

「──っ！」

　その映像に、皆は思わず顔を見合わせる。

　カメラには、母親がそのまま和室を出て行く様子が映されている。

「……えっ、何これ、お母さんが？　もしかして、お祖母ばあちゃんのせいにしようとして？」

　瞳は、動揺しオロオロと目を泳がせる。

「わざわざ、そんなことするかしら」

　眉まゆ根ねを寄せる由里子に、朔也は首を捻ひねる。

「いや、でも、実際、お母さんがやってるしね」

「ちゃう」

　澪人は首を振った。

「えっ、何がですか？」

　皆は、カメラから視線を離して、澪人を見た。

「これが、よくある『霊障』の姿やねん」

　えっ、と皆は瞬いた。

「霊障でたとえば『勝手に水道の水が流れていた』『止めたはずの音楽が流れていた』『知らん間に、プラグが外されていた』てことがあったりするんやけど、それらは実は、自分でやってたりするんや。ほんで本人に覚えはあらへん。そやから大抵の場合、一人きりの時に奇妙なことが起こってたりする」

　皆は、話を聞きながら息を吞のむ。

「そうした霊障を検証しようと家にカメラを付けて確認したら、映ってるのは本人やった、なんてことは珍しいことやあらへん。ほんで噓つき呼ばわりされたり、もしくは精神鑑定されたりもするんやけど……」

「つまり、取り憑かれているということですか？」

　瞳が、声を震わせながら尋ねた。

「そうやね。取り憑くというより、操られてるて感じやな」

「最初、猫のいたずらかと思ってホッとしたのに……」

　そう言った瞳に、

「……猫」

　澪人と小春は思わず顔を見合わせた。

　カメラを通してだったため、よく分からない部分も多いが、あの猫の様子は普通ではなかった。

　あの時の鳴き声が、この家の母親を呼び、また、別のものも呼び寄せていたのかもしれない。

「今、その猫はどこにいるんやろ」

「……さぁ、また、前の家に行ってるかもしれません」と、瞳は首を傾げる。

「ほんなら呼びましょか。瞳さん、そこの窓を開けてくれへん」

「えっ、あ、はい」

　瞳は戸惑いながら、窓を開ける。

「おっ、賀茂くんの伝家の宝刀だね」

「伝家の宝刀てほどのもんちゃうし」

　澪人は苦笑して、指を口に差し込んで指笛を吹く。

　ぴゅー、と響く指笛の音。

　瞳は、『一体、何事？』という様子だったが、チームの皆はそわそわしながら窓の外に目を向ける。

　ややあって、にゃおん、という微かすかな鳴き声とともに三毛猫が姿を現わした。

「ミケ！」

　帰ってきた猫の姿に、瞳は驚いて目を丸くする。

　澪人がそっと手を差し伸べると、猫は遠慮がちにすり寄って、腕に抱かれた。

「家族にもなかなか抱かれない猫やのに……」

　信じられない、と瞳は洩もらし、その横で朔也はぷぷっと笑う。

「我らが賀茂くんは、その麗しさで動物も惑わすから」

「そうなんですね！」

「いや、ちゃうし。三善君、あほなこと言わんといて」

　ぴしゃりと言う澪人に、「はいっ」と朔也は直立する。

　澪人は猫を抱いたまま、小春に視線を移した。

「ほんなら、小春ちゃん。多分、この子が何かを知ってるて思うんや」

　小春は、はい、と頷うなずいて、澪人の腕の中でくつろぐ猫の背に掌てのひらを当てる。

　もう一方の手で、澪人の手を握った。これは、霊視を共有するためだ。

　猫は顔を上げて、にゃあん、と鳴いた。

　小春は、猫と視線をしっかりと合わせて、額に力を入れる。

　少しずつ、ある光景が浮かんできた。
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　縁側で、老夫婦が並んで座っている。

『家はやっぱりええなぁ。もう、病院には戻りたない。わしはもうどうせ長なごうないんやし……』

　おそらく瞳の祖父と思われる老人は、庭の柿の木を眺めながら独り言のように洩らした。

『そないなこと言わんときよし。あんたに長生きしてもらわへんかったら、うちが困るんやで』

　こちらは瞳の祖母であろう老女が怒ったような口調で言う。

『相変わらずやな、「うちのために長生きしてや」って言うたらええのに』

　愉たのしげに目を細める瞳の祖父に、彼女は険しい表情で顔を背ける。

『そないなこと言わしまへん』

『……ええか、あんたは、わしが死んだら、ちゃんと息子夫婦と仲良うやるんやで。この家に一緒に住んでもろたらええ』

『そやから、そないなこと言うたらあかん』

　聞きたくない、という様子で祖母は眉根を寄せる。

『せやけど、わしはいつかは先に死ぬんやし、そん時の話や……』

『あんたが死なはっても、同居はしぃひん』

『嫁と同居は嫌なんか？』

　祖父は心配そうに問いかける。

『そうやない。うちと一緒に暮らしたら気を遣うやろ。そやから、息子夫婦にはここに住んでもらって、うちは家賃もろて細々と生活するし。その方が、お互いに気が楽やろ』

『また、そないなことを……あんたが一人暮らしなんて、心配やわ。ちゃんと「よろしくお願いします」言うて一緒に住んでもらい。困ったときはお互い様やろ』

　ぽんぽん、とその背中を撫でるように叩たたく。

『あかん。嫌がられるの分かってるのに、そないなこと言われへん。そやから、お願いや、先に死んだりせんといて……こんな可愛げのない婆を一人にしたらあかん』

　そう言って瞳の祖母は、肩を震わせて涙を流す。

『あんたは、昔から損な人やなぁ……ほんまは優しい人やのに……』

　瞳の祖父は、小刻みに震える彼女の小さな肩を抱き寄せて、よしよし、と頭を撫なでる。

　そこへ猫のミケが訪れて、みゃあ、と声を上げた。

『おお、ミケか。もし、わしが先に逝ったらこの頑固婆さんを頼むで。助けてやってほしいんや』

　二人の話をじっと聞いていたミケは『了解』とでも言うように、また、みゃあ、と鳴いた。

『お前は賢い猫やな。ほんならお願いするわ。わしが死んで婆さんがピンチになったら、お前はちゃんと鳴いて、わしを呼び寄せるんやで』

　祖父はそう言って、猫の頭を撫でる。

　猫はまた、みゃあ、と声を上げた。

　ミケの意識を視ながら、そうか、と小春は納得した。

　あの時、ミケが鳴いていたのは、祖父の魂を呼び寄せるため。

　家族を憂いて漂っていた祖父の魂は、なんとかしようと、母親に寄り添い人形の首を外したのだ────。
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　霊視を終えた小春は、そっと目を開ける。

　瞳が戸惑ったような目で、こちらを見ていた。

　小春は胸に手を当てて、深呼吸をして、瞳の方を向く。

「……瞳さん、分かりました」

　小春は、今ミケを通して見た光景を事細かに伝えた。

　二人の会話、瞳の祖父がミケに託したこと。

　そして人形の首は、亡き祖父の苦肉の策だったことも伝えた。

　すべてを聞いた瞳は、それがまさしく祖父母の会話だと感じたのだろう、ぼろぼろと涙を流しながら、何度も頷く。

「──ありがとうございます。すべてが腑ふに落ちました。私ががんばって、母と祖母の間に入って仲を取り持とうと思います。そして前の家に一緒に住めるようにしようと思います。とても難しいかもしれないけど……」

　泣きながら口に手を当てて言う瞳に、皆は「うんうん」と頷く。

「この画像見せたら、お母さんビックリして、この家を出たくなると思う」

　カメラを手に言う朔也に、「私もそう思うわ」と由里子が相あい槌づちをうつ。

「瞳さん、亡くならはったお祖父じいさんや、あなた方に出て行ってほしいこの家の精霊たちが力になってくれるさかい、必ず上手うまく行くて思います」

　その澪人の言葉には、『上手く行くのだろうか？』という一抹の不安を消し飛ばす力があり、瞳は「はいっ」と目に涙を浮かべながらも、晴れやかな笑顔を見せた。

「さてさて、帰ろうか」

　朔也が一足先に、廊下に出て玄関に向かう。

　かと思うと、突然足を止めた。

「何よ、朔也、急に止まらないで」

　由里子は、朔也の背中にぶつかった鼻を摩さすりながら恨みがましい声を上げたものの、すぐに口を閉ざした。

　玄関の前に瞳の祖父の姿があったのだ。

「あかん、三善君、帰る前に祝詞のりと上げな……」

「そうそう、お清めしないと」

　一歩遅れて廊下に出た澪人と小春も、祖父の姿を見て口を噤つぐんだ。

　祖父は皆を見るなり、にこりと微笑んで、深く頭を下げる。

〝おおきにありがとうございました〟

　そんな声が頭に響いたと同時に、その姿は煙のように消えてなくなった。

　みゃあ、と猫が少し寂しそうな声を上げる。

「もう、本当に大丈夫そう」

　ぽつりと零こぼした小春に、皆は、うん、と頷うなずき、瞳だけがきょとんとした様子を見せていた。





六






　その後、皆で祝詞を上げて、この家を清める。

　その上で盛り塩をし、『谷崎家があるべきところに戻れるよう、お力を貸してください』と願って、家を出てきた。

　外に出るなり、朔也は、うんっ、と背筋を伸ばす。

「いやー、とりあえずは良かったよね」

「本当ね、私たち見事に何もしてないけど」

「いやいや、祝詞上げたし」

「そうだったわね」

　由里子は、ふふっ、と笑い、「そうだ」と手を打つ。

「みんな、お腹がすかない？　ランチでも行かない？」

　由里子の提案に、朔也は顔を明るくさせた。

「大賛成。そういや、俺たち、お昼食べてないよね」

「私も気が付いたら、お腹ぺこぺこ」

　皆が笑って話す中、澪人は足を止めて振り返った。

「澪人さん？」

　と、小春も振り返る。

「かんにん、皆さん、僕はちょっと確認したいことがあるさかい、皆さんだけで行っててください」

　澪人は言うなり踵きびすを返して、家の裏手の雑木林へと向かう。

　少しの間、走り去る澪人の後ろ姿を見送っていた小春だが、堪こらえきれないように駆け出した。

「小春さん？」

「わ、私も行ってきます。すみません、ランチはまたの機会に」

　そう声を上げる小春に、朔也と由里子は小さく笑って「了解」と手を挙げた。







　小春は足早に雑木林に入り、澪人を捜した。

　少し歩くと林の中に立ち尽くしている澪人の背中を見付けた。

　声を掛けようとしたものの、特別な雰囲気を感じ取り、小春は何も言えずに一定の距離を取って足を止める。

　その時、強い風が吹いて木々がざわめいた。

　流れる風が、螺ら旋せんを描き、木の葉が上昇する。

　この地に、人ではない存在が現われるのを感じ、小春は息を吞のんだ。

　ぼんやりと浮かんだのは、白い光。

　その光は、やがて人の形を模かたどっていく。

　やがて、光から巫女みこが現われた。

『──世話になりましたね。主あるじ様はお喜びです』

　ここにあった社の神に仕える精霊のようだ。

　澪人は深く頭を下げ、少し離れたところで様子を窺うかがっていた小春も頭を下げた。

『そなたたちの働きにより、この地にそぐわぬ者を、本来あるべき場所に戻すことができそうです。感謝いたします』

　そう言って一礼する巫女に、澪人は「いえ」と微かすかに首を振る。

「なるべく早く戻ってくれるとよろしいんやけど……」

『心配には及びません。もう時期は来ています』

　巫女は、ふふふと笑って、目を細める。

「……良いようによろしゅうお頼み申します。ここはまたしばらく人を遠ざけるんやろか」

『そなたが言っていたように、今、この家はかつてあった社の代わりとなっています。そなたのような人間に住んでもらえると、我々も嬉うれしいのですが、どうやらその縁はないようですね』

　巫女は自分で言っておきながら、少し残念そうに肩をすくめる。

「きっと、この家と縁のある人が、すぐに見付かるて思います。そうしたら、互いにとても良いようになるやろ」

　そうですね、と巫女は目を弓なりに細めて、澪人の顔をじっと見つめた。

『……そなたは、本当に稀け有うな方ですね。親族の祈き禱とうにより力を持って生まれ、その成長過程において、我々の仲間──眷けん属ぞくと縁を結び、さらに力を得た人間……』

　巫女がそう言った時、澪人の肩がぴくりと震えた。

『それが故につらいこともあったでしょう』

　巫女は、いたわるような目を見せる。

　澪人は何も言わずに、頷いた。

『ですが、すべてはあなたが望んだことなのでしょう。どうか、これからも京の町をよろしくお願いいたします。後ろの斎さい王おうと共に……』

　巫女は小春に目を向けて頭を下げて、ふっ、と姿を消した。

　少しの間の後、澪人はゆっくりと振り返り、小春を見る。

「──小春ちゃん」

　小春は、ぎこちなく会釈を返した。

　巫女の言葉が、頭の中をぐるぐると駆け巡る。

『澪人さんが眷属と縁を結び、というのは、どういうことですか？』

　そう問いたいのに、言葉が出なかった。

　澪人がそのことを聞かれたくないと思っていることが痛いほどに伝わったためだ。

　小春が何も言えずにいると、澪人がふっと口角を上げる。

「……ほな、小春ちゃん、行こか」

　そう言って歩き出した澪人に、小春は「はい」と小さく頷いて歩き出す。

　手を差し伸べることも、目を合わせることもしない。

　このよそよそしさは、和人のことが原因だと思っていた。だが、今はそれだけではないように思える。

　どうしてなのだろう、と小春は下唇を嚙かんだ。

　その手をつかんで、視線を合わせて額に力を込めたなら、彼の考えていることが分かるかもしれないのに、それをしてしまえば、すべてが終わってしまう気もしていた。

　隣を歩きながら、一定の距離がある。

　それは、果てしなく遠い距離にも感じられ、彼に抱きしめられたことが、まるで夢の中の出来事のように思えていた。








掌編　由里子と朔也の午後。









「──賀茂君と小春さん、なんだかよそよそしいと思わない？」

　由里子は、これからあまり口にしてはいけない秘密の話をするとでもいうように、少し前のめりになって、小声で尋ねた。

　向かい側に座る朔也は、スプーンを口に咥くわえたまま、ぱちりと目を開く。

　谷崎瞳からの依頼を終えた後、由里子と朔也は、ふと見付けた飲食店に入っていた。

　そこは、上かみ賀が茂も神社近くの食事処だ。

　和風の店内には、水が流れるような音がしている。

　二人は共に、ざるそばを食べた後に、ぜんざいのセットを頼んだ。

　餡あん子こに白玉、そしてソフトクリームがついている。

　口の周りを白くさせながら真剣な表情を見せる由里子を前にして、朔也は堪こらえきれずにぷっと笑う。

「ちょっ、由里子センパイ、口にクリームついてるけど？」

「あら、失礼。このぜんざい美味おいしいわね、白玉にソフトクリームまでついてるなんて……」

　由里子はほんのり頰を赤らめながらも、平静を装って紙ナプキンで口を拭ぬぐった。

「うん、美味しいよね。そして、今頃気付いたんだ？」

「ソフトクリームがついているのは、運ばれて来た時から気付いていたわよ」

　そこまで鈍くはないわ、と由里子は口を尖とがらせる。

「いやいや、ソフトクリームのことじゃなくて、賀茂くんとコハちゃんのこと。交際宣言後、ずっとよそよそしいのは、とっくに気付いてたけど」

　朔也はスプーンで白玉をすくい、口に運ぶ。

「やっぱりそうよね……」

　由里子は頰ほお杖づえをついて、小さく息を吐いた。

「でも、心配ないよ」

　朔也は、全然大丈夫、と手を振る。

「そうかしら？」

「うん、あれは照れだよ」

「私も最初、賀茂君が照れているのかと思っていたのよ。でも、そうではない気がするのよね」

「でも、二人はもう、キスしたみたいだし」

「えっ、なんで、知ってるの？」

　由里子は勢いよく前のめりになる。

「この前、賀茂くんとスクーターで一緒に帰った時、上賀茂の賀茂家にお邪魔させてもらったんだ」

　朔也はぜんざいを食べ終えて、箸はしを揃えて置き、

「実は俺も、賀茂くんがコハちゃんに対してよそよそしい様子なのが気になっていたから、その時に聞いたんだよ」

　頰杖をついて、にっ、と笑った。
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　朔也は、上賀茂にある賀茂邸の縁側でくつろぐように座っていた。

　目の前には、白しろ衣ぎぬに黒袴ばかまで弓を手にしている澪人の姿がある。

『これから、弓道の練習をする』という澪人に対し、朔也は『その様子を見たい』と頼んで、上賀茂の賀茂邸にお邪魔していたのだ。

　邸やしきに着いた澪人は、早速、弓道着に着替えて、庭で弓を構える。

　朔也は縁側でその様子を見守りながら、

『わざわざ着替えるなんて、本格的だねぇ』

　感心して、澪人が用意したお茶を飲む。

　澪人は、呼吸を整えて弓を構え、眉み間けんに力を込めて矢を放った。

　矢は的の中心を射い貫ぬき、朔也は、ひゅう、と口笛を吹く。

『ズバッと真ん中。かっこいいなぁ』

『おおきに。そやけど、ほんまに放置でかんにん。退屈やったら帰ってもええし』

　澪人はそう言いながら、新たな矢を手にする。

『ううん、そもそも、練習を見たくってここにいるわけだし。マジで見み惚とれる感じだし。見入っちゃうと言うか』

『もの好きやね』と澪人は肩をすくめて小さく笑う。

　朔也は腰を掛けたまま、屋敷の中をぐるりと見回した。

　開け放たれた襖ふすまの先に、和室が広がっているのが見える。

　床の間に飾られた紫の桔き梗きようが美しい。

　埃ほこりっぽさがまるでなく、相変わらず廊下は光るほどに磨かれている。

　人が出入りしているのは間違いないだろうが、今はこの屋敷は森閑としていて、人の気配がまるでしないのだ。

『ねぇ、今、この家には誰もいないの？』

『僕らが来るちょっと前まで、管理してくれてる人がいたんやけど、もう帰らはりました』

『管理人って、住み込みじゃないんだね』

『そうやね。泊まる時はあるんやけど』

　朔也は、ふぅん、と相あい槌づちをうつ。

　澪人は新たな矢を手に、弓を構えていた。

『誰もいないならちょうどいいや。実は、ちょっと聞きたいことがあったんだ』

　朔也は座ったままサンダルを履き、反動をつけて立ち上がって、庭に出る。

『なんやろ？』

　澪人は弓を構えたまま、そう聞き返す。

『うん、賀茂くんさ、コハちゃんのこと避けてない？』

　朔也がそう問うた瞬間、澪人は矢を放った。

　しかし、その矢は中心を大きく外れている。

『わー、こういうのって、動揺がもろに出るんだね』

『…………』

　冷ややかに一いち瞥べつをくれる澪人に、朔也は『ごめん』と手をかざした。

『からかう気はないんだけど、気になって』

『避けてるて、そんな風に見えたんや？』

『あれ、そんなつもりはなかったんだ？　もしかして、無自覚？』

　朔也は、意外に思い尋ねる。

　それに対して、澪人は何も答えず新たな矢を手にした。

『もしかしてお兄さんに遠慮してたりする？　和人さんっていったっけ？　あの人もコハちゃんのことが好きなんだよね？　二人が交際を始めたことをナイショにしてるとか？』

　確認もせずに話を進める朔也に、やれやれ、と澪人は肩をすくめる。

『……ナイショにはしてへん』

『あっ、お兄さんがコハちゃんを好きなのは、当たってるんだね』

　やっぱり、と朔也は少し得意げな笑みを浮かべて、再び縁側に腰を下ろした。

『それじゃあ、お兄さんにちゃんと報告したんだね。それで、お兄さんはなんて？』

　澪人は再び弓を手にして、矢を放つ。

『祝福してくれました』

　矢は再び中心を射貫く。

　それを見ながら、澪人の言葉が真実であることを察し、朔也は、へぇ、と洩もらした。

『それじゃあ、どうしてコハちゃんを避けてるの？　もしかして、たとえ祝福してくれたとしても、罪悪感があるとか？』

　さらに突っ込む朔也に、澪人は腰に手を当てて、小さく息を吐いた。

『……そら、あるけど』

　朔也は、だよねぇ、と空を仰いだ。

『まぁ、俺にも姉がいて、姉だから恋のライバルにはならないと思うけど、すごく大切な存在だから、もしそんな姉を傷付けてしまったりしたら、苦しい気持ちになると思うんだ。だから気持ちは分かるけど……でも、気にしすぎるのも失礼だよ。結局、お兄さんとコハちゃんは、そこまでの縁がなかったってことだと思うしさ』

　澪人は何も言わずに、朔也を見詰める。

『俺もコハちゃんのこと、「いいな」と思ってたけど、賀茂くんと上手うまくいったのを知って、サッと引く気になれたんだよね。悔しくないと言えば噓になるけど、それは、自分とコハちゃんは、そこまで強い縁がないってどこかで知ってるからだと思うんだ。お兄さんもきっとそうなんじゃないかなと思うけど』

　朔也は、そう言って笑顔を見せる。

『…………』

『賀茂くんの気持ちは分からないではないけど、せっかく付き合い始めたのに、よそよそしくなるってどうかと思うよ？　コハちゃん、時々、寂しそうな顔してるし』

『寂しそうな顔？』

　澪人は、眉まゆ根ねを寄せる。

『えっ、これも気付いてないの？　駄目じゃん、せっかくの強い勘はどこにいっちゃったわけ？』

　呆あきれたように言う朔也に、澪人はばつが悪そうに顔を背けた。

『……そういうのは、また別やし』

『んー、そんなもんなの？　なんか、賀茂くんって本当に女に不器用というか……、見た目は何人も女をはべらせてそうなのに、くそ真面目だよね』

『何人も、て』

『まー、でも「霊感男子」って、なかなか心開けないものだよね。性格だけじゃなく、オーラみたいなものが合わないと一緒にいてしんどいし、えっちはできても、キスは怖くてできなかったりするしさ』

『三善君、かつて、封印のためにキスしまくっていたやん』

『いやいや、全部おでこだし』

『そうやったんや』

『口にキスなんて、怖くてできないよ』

　朔也の吐露に、澪人は、ほんまやね、と苦笑する。

　キス──口吸いという行為は、普通の人が思う以上にエネルギーの交感がダイレクトに行われる。

　本当に相性の良い相手と行う場合は、素晴らしく心地よいエネルギーの交感になるのだが、下手をすれば相手が意図せずともこちらのエネルギーをごっそり持っていかれてしまう場合もある。

　霊感の強い者にとって、性行為より遥はるかに重い行為であり、独身の陰おん陽みよう師じの中では性行為を経験したことがあっても、キスはしたことがないという男もいるほどだ。

『聞いちゃうけど、賀茂くん……キスしたことある？』

　視線を合わせて尋ねた朔也に、澪人は弱ったように目をそらした。

『……あるけど』

『えっ、あるんだ、超意外！　賀茂くんは、美麗だからモテるのは分かってるけど、心開かなそうというか、そもそも俺たちみたいな霊感の強い男子にとって、キスって大きなことだよね？　たとええっちはしても、キスは躊躇ためらうというか。だって、下手すれば、エネルギーを吸い取られる可能性があるわけだし』

『……そやね』

『俺たちみたいな人間は「たとえ、自分のエネルギーを吸い取られてもいい」って思えた人としかキスできないところもあるわけじゃん？　過去にそこまで心を許せる人が賀茂くんにいたってこと？　信じられないんだけど……』

　朔也はそこまで言い、ハッとしたように口に手を当てる。

『あ、あー、そっか、ごめん。相手はコハちゃんってことだよね。心配してたけど、ちゃんとカップルとして進んでいるんだ。やっぱり俺の考えすぎかぁ』

　朔也は、あはは、と笑って頭を搔かき、すっくと立ち上がる。

『そんじゃあ、俺が話したかったのは、それだけだから』

『帰るん？』

『うん、ただ、お節介を焼きに来ただけだから。それじゃあね、賀茂くん』

　そのまま踵きびすを返して立ち去ろうとする朔也に、澪人が『あっ』と声を上げた。

　朔也は、きょとんとして振り返る。

『……おおきに』

　ぽつりと零こぼした澪人に、朔也は『どういたしまして』と微笑んだ。
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「──と、まぁ、こういうわけで、しっかりやることはやってるっぽいから、心配いらないよ。みんなの前でいちゃいちゃするのが気恥ずかしくて、逆によそよそしくなってるんじゃない？」

　朔也はいたずらっぽく笑って見せた。

「そうなのかしら」

　腑ふに落ちない様子で由里子は首を捻ひねる。

「そうだよ、賀茂くんみたいな陰陽師男子のキスは、えっちより重いものだし、それをしてるってことは、かなり心を許してるから問題ないよ」

　由里子は、ふぅん、と平静な表情で頷うなずきながらも、みるみる顔を赤くする。

「え、どうしたの、センパイ」

「だって、朔也が露骨な話をするから」

　由里子は火照る頰を隠すように、両手で覆う。

　そんな由里子を前に、朔也はぽかんとした後、くっくと笑った。

「ほんと、由里子センパイって、見かけと中身が全然違って面白い。見た目はすごいクールで、悪女みたいなのに」

「……この外見のお陰で苦労してるわよ。早く中身が追い付けばいいのに。いい大人なのに情けないわ」

　由里子は赤面したまま、ストローを咥くわえる。

「えっ、由里子センパイはそのままでいいと思うけど？　超可愛いし」

　笑顔で言う朔也に、由里子は「えっ」と動きを止めた。

「由里子センパイ、『ギャップ萌もえ』って、よく言うじゃん。まさにそんな感じだよ。親しみやすいし、超いい人だし」

　そう続ける朔也に、由里子はまた顔を手で覆った。

「朔也、もうやめて」

「あっ、褒められるの苦手なんだ。もっと言おうかな」

「怒るわよ」

　由里子は睨にらむような目を見せながらも、未いまだ顔は赤いままで弱ったように頰を摩さする。

　そんな彼女を前に、朔也はまた笑っていた。








第二章　町の拝み屋さんになった頃。
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　いよいよ、祇園祭宵々山。

　祇園の町が、もっとも賑にぎわう時季だ。

　とはいえ、人でごった返している四条通とは違い、少し裏に入った『さくら庵』の前は、いつもより観光客が多いという程度。

　祇園祭最大の見どころである山やま鉾ぼこは四条通あたりに置いてあるためだ。

　日中に山鉾の巡行が行われる当日と違って、宵々山（前々日）と宵山（前日）は、ライトアップした山鉾を見て回ることを目的としているため、日暮れから人がぐんと増える。

　もっとも込み合うのは、宵山と言われている。

　歩行者天国になった四条通が人で埋まるほどだ。

　今年はたまたま休日に当たっているため、さらに人出は多いに違いない。

　小春は店先のワゴンの前に立ち、浴衣ゆかた姿の観光客を眺めながら祭りの雰囲気に頰を緩ませる。

　今日は、朝から手伝いに大忙しだった。

　店内は午後三時で閉店し、店先にワゴンを出して和菓子を並べる。

　ワゴンの半分には、がま口の財布や扇子といった手に取りやすい和雑貨を並べ、もう半分は、宗次朗の和菓子コーナーだ。

　祭り限定和菓子『小鈴の落らく雁がん』と新作『夏色団子』をはじめ、季節は違うがとにかく見た目の可愛らしい『雪うさぎ』と、明らかに受けを狙ったラインナップとなっている。

　その思惑は見事に成功し、

「うそやん、めっちゃ可愛い」

「ほんまや」

　通りかかった浴衣姿の観光客が足を止めて、きゃあきゃあ、と声を上げる。

　今日は圧倒的に、浴衣の人が多い。

「どれも、期間限定なので、もし良かったら」

　小春が一言そう付け加えると、客は「ください」と巾きん着ちやくの中から、小銭入れを取り出した。

　客を見送って店内を覗くと、宗次朗と吉乃がせっせと準備をしていた。

　一度和雑貨を段ボール箱に仕舞い、什じゆう器きを端に寄せて店内を広く空ける。

　ロビーベンチを並べて、その上や什器に赤い布を掛ける。

　中央に赤い傘、木製カウンターにはホットプレート二台を並べて置いた。

「商品は箱に入れたし、匂いはつかへんやろ」

　そう言いながら吉乃は段ボールの上にしっかりと布を掛けて、よいしょ、と什器と共に店の端へと追いやろうとしていた。

「ばーさんが、無理して力仕事をすんなよ、後は俺がやるから」

　宗次朗は、そんな吉乃を制して、什器を片付ける。

「ばーさん言わんときよし。タイヤついてるし、私かて動かせるんやで」

「タイヤって。キャスターって言えよ」

「そないな、お洒落しやれなこと言えへん」

　宗次朗は、へーへー、とあしらうように相あい槌づちをうって、店の壁掛け時計に目を向けた。

「それより、小春が浴衣着たいって言ってたんだから、そろそろ着付けてやれよ。ワゴンは俺が作業しつつ見ておくから」

　吉乃はハッとして、店先にいる小春に声を掛けた。

「そや、小春。そろそろ、着替えなあかん」

　ワゴンの前にいた小春も我に返って、時計に目を向ける。

　時刻は、四時半。

　チームの皆は五時にこの店に集まる予定だった。

「わっ、本当だ、もうこんな時間」

「上行こ」

「うん」

　小春と吉乃は、足早に階段を上って二階の和室へと急ぐ。







　二階に行くと、和室の空き部屋に、たとう紙が置かれていた。

　二人は部屋に入るなり、きっちりと襖ふすまを閉める。

「この前のと同じやったらつまらんやろうから、奥から探してきたんやで。私が若い頃、気に入って着ていた浴衣やねん」

　吉乃はすぐにしゃがみこんで、いそいそとたとう紙を広げる。

　それは白地に向日葵ひまわりの花が咲いた、明るい雰囲気の浴衣だった。

「わぁ、夏っぽい。本当に若い頃のお祖母ばあちゃんが好きそう」

「そやろ。向日葵大好きやねん」

「うん、元気いっぱいで明るくて」

　子どもの頃からお転婆で、野山を駆け回っていたという吉乃は、太陽のような向日葵が大好きだったに違いない。

「この柄を気に入って買ったんや。そやけどこっち来てからは一回しか着てへんし、綺き麗れいやで」

「どうして、一回しか着なかったの？」

「まぁ、もう人妻には似合わんやろて思うて。さっ、着付けるえ」

　立ち上がる吉乃に、小春は「はい」と頷いて、作さ務む衣えの上衣を脱いだ。

「そういえば、ずっと気になってたんだけど、和服を着る時に下着はつけない方がいいって聞いたことがあって、それは本当？」

　ブラジャーだけになった小春は、躊躇ためらいがちに尋ねる。

　これまで何度か和服を着たが、その時はいつもきっちり下着を身に着けていた。

　その度に、苦しい思いもしていたため、和服にはやはり下着は合わないのかもしれないとも思っていたのだ。

「昔の人はつけてへんかったけど、今は時代に合わへんやろ。下はスリップで下着の線が出ないよう工夫するし、上はやっぱりブラジャーはつけなあかん。そやけどワイヤーのブラジャーやったら苦しくなるしなぁ。ああ、そうや、和装ブラジャーもあるんやで。楽やしフリーサイズやし、買っておいて未使用や。使つこてみる？」

「あっ、使ってみたい」

　小春はそう言いながら、いそいそとブラジャーを外した。

「ええよ。ちょっと待っててや、私の部屋にあるから取って来るし」

　吉乃はそう言って、襖を開けた。

　その瞬間──、

「ああ、吉乃さん、こんにちは。やなくて、もうこんばんはやね。今日はお招き……」

　廊下から、澪人の声と足音が聞こえてくる。

　かと思うと、襖の隙間から小春の姿が見えたのだろう。

　彼は、ぴたりと足を止めて、絶句した。

　一方の小春は、そんな澪人の声を背中に聞き、驚きのあまり思わず振り返りかけて、慌てて自分の体を抱き締める。

　吉乃が素早く襖を閉めた。

「あ、ああ、澪人ちゃん、こんばんは」

「──かんにん、失礼いたしました。早めに着いたし、準備を手伝えたら思いまして」

　閉じられた襖の向こうから、澪人の申し訳なさそうな声が聞こえてくる。

「そら、助かるわ。まだ着付けの途中やし、お願いしてもええ？　台所に材料置いてあるし、詳しいことは下にいる宗次朗に聞いてくれへん？」

　吉乃も慌てているのだろう、上ずった口調で答える。

　澪人は、はい、と応える。その後に歩き去る足音が耳に届く。

　どうやら、宗次朗の許もとに向かったようだ。

　遠ざかっていく足音を聞きながら、小春は腰が抜けたように、その場にしゃがみこんだ。

「……うそ」

　どこまで、見られたのだろう？

　多分、背中くらいしか見えていないに違いない。

　だが、自分は思わず振り返りかけた。

　その時に、澪人が薄墨色の浴衣を着ているのが見えたくらいだから、向こうもこっちがちらっと見えたかもしれない。

　この、クラスメイトに『乏しい』と言われてしまった胸を……。

　恥ずかしくて、消えてしまいたい。

　小春は蹲うずくまった状態で、「ああーっ」と頭を抱えた。
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「大丈夫や、あんたは襖に背を向けてたし、背中しか見えてへん」

　吉乃は着付けをしながら、慰めるように言う。

「……そやけど、背中でも恥ずかしい話やな」

　かと思うと、途端に突き落としてくる。

「…………」

「でも、私の陰で、背中も見えてへんやろ」

　涙目になっている小春の情けない顔をちらりと見て、吉乃は慌てたようにフォローする。

　彼のあの絶句はしっかり見えていたからこそではないか、と思ったが小春はとりあえず頷いた。

「はい、これで仕舞いや。私も浴衣ゆかた着るさかい、あんたは先に下に降りとき」

　着付けを終えて、吉乃はぽんっと背中を叩たたく。

「……うん」

　小春はゆっくりと和室を出て、深呼吸をした。

　廊下を歩き、居間の前まで来て、足を止める。

　全開になった襖から、台所に立つ澪人の後ろ姿が見えた。

　どきん、と胸が早鐘を打ち、逃げ出したいような気持ちになったが、彼の姿を見て、小春は目を瞠みはった。

　彼は浴衣に襷たすきをして、包丁を手にしている。

「えっ、澪人さん、一体何を？」

「お好み焼き用にキャベツの千切りを……」

　おそらく、宗次朗の指示でやっているのだろう。

　だが、澪人にそんなことをさせるなんて。

　小春は、目を泳がせながら駆け寄った。

「す、すみません。材料を切るのは、私がやりますから」

　すると澪人は背を向けたまま、「いえ」と答える。

「このくらい僕にもできますし」

「いえ、そんな」

　そつがない澪人のことだから、調理も得意なのだろう。

　思えば宗次朗の千切りも絹糸を思わせる細さだった。

　おそらく、澪人の千切りも……、と視線を落とす。

　そこには、想像もしていなかった太いキャベツの千切りがあり、小春は二度見した。

「…………」

「あ、かんにん。普段、料理とかしたことないさかい、不細工な千切りで」

　末っ子やし、と澪人は付け加える。

「そういえば、澪人さんに料理をするイメージってないですよね。でも、『不細工な千切り』って」

　小春は、くすくす笑って顔を上げる。

　澪人の顔を見ると、彼の頰がほんのり赤い。

　意外にも不器用なことを知られて、恥ずかしく思っているのだろうか。

　彼の包丁を持つ手が、微かすかに震えていた。

「あの……さっきはほんまにかんにん。見るつもりはなかったんやけど……」

　澪人がぽつりと零こぼし、小春は地蔵のように固まった。

　──そうだった。

　台所に立つ澪人の姿と、太い千切りのインパクトが強すぎて、失念していたが、さきほど着替えを見られてしまっていたのだ。

　一瞬、呼吸を忘れたが、

「……見、えましたか？」

　小春は俯うつむいたまま、顔を上げられず、息を吞のんで尋ねる。

「ちらっと、背中だけやけど」

　その言葉に、少しホッとした。

　背中が見られてしまったのも十分恥ずかしいが、前を見られるよりもずっといい。

　まだ、作さ務む衣えのズボンを脱いでいなくて良かった、と心から思う。

「ほんまにかんにん」

　今度は小春の方をしっかり向いて、深く頭を下げる。

「い、いえ、不慮の事故みたいなものですし」

　小春は首を振りつつ、再び目を伏せた。

　澪人は何か言いかけて、黙り込む。

　ぎこちない空気が二人を包んだその時、階段から賑にぎやかな声が聞こえてきた。

「小春、お邪魔します。私も手伝うよ」

「あら、賀茂君、もう来てたのね」

　そう言って居間に顔を出したのは、愛衣と由里子。

　愛衣は水色をベースにした赤い金魚の浴衣であり、由里子はピンクに花柄の可愛らしい浴衣だった。

　この妙な空気を打開できることに、小春は心からホッとした。

「わぁ、愛衣、由里子さん、二人とも素敵。愛衣の金魚、可愛いね」

「小春も素敵。向日葵ひまわりなんだね」

　愛衣は、小春の袂たもとに触れながら言う。

「本当ね、明るくて可愛いわ」

「由里子さんのピンクの花柄、とっても可愛いですね」

「柄じゃないわよね。いつもは見た目に合わせて、ブルーの浴衣とかを着てたんだけど、本当はピンクが好きなのよ」

「お似合いですよ」

「本当？」

　女子三人がきゃあきゃあと互いの浴衣を褒め合っていると、階下から「おーい」と宗次朗の声が聞こえてきた。

　小春は「はーい」と廊下に出て、一階を見下ろす。

「冷蔵庫の前にあるクーラーボックスを澪人に持ってくるように言ってくれよ。そして下を手伝ってくれって」

　小春は「はーい」と返事をして、居間に戻り、クーラーボックスを澪人に渡そうと手にしたが、重くて持ち上がらなかった。

「そんなん持ったらあかん。ほんなら、僕は下を手伝ってくるさかい」

　澪人はクーラーボックスの取っ手をひょいと持って、そのまま居間を出て行った。

「わー、澪人さんって、意外と力持ちなんだ」と、愛衣が驚いたように言う。

「そうよ、賀茂君は、弓道部の部員が貧血で倒れた時も、抱きかかえて保健室まで運んだことがあるんだから」と由里子。

「えっ、それ、大騒ぎになったんじゃないですか？　運ばれた人、絶対恋しちゃいますよね」

「大騒ぎになったけど、恋したかどうかは……運ばれたのは、男子だから」

「……あ、男子なんですね。貧血って言うから女子かと」

「でも、思えば、それ以来、その男子は賀茂君を前にすると、頰を赤らめるようになった気がする。なんて」

　由里子と愛衣はそう言って、きゃーっ、と声を上げる。

　小春は、ふふっと笑って、台所の前に立った。

「あっ、私も手伝うからね」

　愛衣もすぐに小春の横に立つ。

「私もよ。ああ、でも、なんなら私が下の手伝いをして、賀茂君にここに来てもらってもいいけど。二人仲良く台所仕事してたわけだし」

　冷やかすような目を見せる由里子に、小春は「いやいや」と笑う。

「澪人さん、料理が苦手みたいですし」

　小春の言葉に、愛衣と由里子は、「え、うそ」と言ったあと太い千切りに目を向け、納得したように、ああ、と力なく頷うなずいた。

「なんだか、意外だね」

「……本当ね」

　二人は呆ぼう然ぜんとしながら手を洗う。

「本人は『末っ子だから』と言ってました」

「末っ子って、関係あるのかしら」

「上二人がなんでもやってくれてたのかもしれないですね」

　小春は、杏奈と和人の姿を思い浮かべた。

　あの二人は、とても面倒見が良さそうだから、二人して澪人の世話をしてきたのかもしれない。

「澪人さんって、どこまでもお坊ちゃんなんだ」

「そうねぇ、賀茂君は、使用人をかしずかせるのが似合いそう」

　愛衣と由里子は、「似合いそう」と声を揃える。

「そんな賀茂君に千切りをさせる櫻井家はさすがねぇ……」

　由里子はちらりと横目で小春を見て、ふふっと笑った。

「私も台所に立つ澪人さんを見て、びっくりしましたよ。それはそうと、私は千切りが得意じゃないから、スライサーを使うんですが」

　小春は、引き出しからスライサーを取り出し、いたずらっぽく笑う。

「あっ、私も使う」

「千切りはスライサーが手っ取り早いわよね。ところで、後は何を切ればいいのかしら？」

「ええと、焼きそばも作るから、ここにある玉ねぎ、ニンジン、シイタケを切るのかな……」

　小春は、台所に並んでいる食材を確認しながらそう答えた。

「了解」

　三人は台所に並んで、せっせと下ごしらえを始めた。

　ある程度、切り終えたところで、愛衣はボウルを手に顔を上げた。

「それじゃあ私、用意できた分、下に運んでおくね」

　すぐに廊下に出て行く愛衣の背中に、小春は「ありがとう」と声を掛けた。

「あとは、たこ焼き用に……」

　小春が冷蔵庫からタコとネギを取り出すと、由里子が手を伸ばした。

「それじゃあ、私、ネギを切るわ」

「お願いします」

　並んで下準備をする中、由里子は何かを言いたげに、ちらちらと小春を見る。

「由里子さん、よそ見していたら手を切りますよ。どうかしました？」

　もしかしてタコ、大きすぎましたか？　と小春が苦笑すると、由里子は「えっと」と頰を赤らめて、目をそらす。

「小春さん……聞いてもいいかしら」

「はい」

「──キスって、どんな感じなのかしら？」

　小春は手を止めて、ぱちりと目を開き、由里子を見上げる。

「へ、変なこと聞いてごめんなさい。実はこんな私も、過去に何度か彼がいたことがあるんだけど」

　由里子は早口でそう話す。

「は、はい」

「好きだと思っていたのに、キスを迫って来られた時に、いつも寒気がして突き飛ばしちゃっていたのよ。それで、毎度失恋してて」

　話を続ける由里子に、小春は黙って相あい槌づちをうつ。

「そうしたら、この前、朔也から『霊感の強い人間にとって、キスは特別』といった話を聞いて……」

「特別？」

　不思議そうにする小春に、由里子は、食事処で朔也に聞いた話をかいつまんで説明した。

　たしかに、普通の人よりも霊力のある人間にとって、口と口を合わせるというのは、よほど心を許している相手でないとできないことだろう。

「陰おん陽みよう師じの男性の中には、肌を合わせてもキスはできない人もいるんですって」

　そんな由里子の言葉に、小春は苦笑した。

　少し乱暴に思える話だが、霊感のある人間にとってはありえることだ。

「その話を聞いて、これまで私がキスを拒否してしまったのは、そのせいかもしれないと思ったのよ」

「……そうかもしれませんね」

　表面上では、『好き』だと思っていても実際は違っていた──つまり『恋に恋した』ような状態で縁のない人と交際していたため、心身が拒否反応を起こしたに違いない。

「それで、小春さんと賀茂君のように互いの力が拮きつ抗こうしている人同士がキスをするって、どんな感じなのか、とても知りたくて……そういう相手には、拒否反応は起こさないのよね？」

　熱っぽい眼まな差ざしで真剣に尋ねてくる。

　女子が並んでキスの話をしている。

　けれどそれは、世間一般の恋バナとは一風違っていた。

　霊感女子の恋バナ、といったところだろうか。

　だけど……。

　小春は苦笑しつつ、ぎこちなく口を開く。

「ええと、私と澪人さん、お付き合いはしていますけど、キス……とかしてなくて」

「ええ？　それじゃあ、賀茂君は誰とキスをしたっていうの？」

「……えっ？」

　由里子はハッとして、口を押さえた。

　戸惑いの表情を浮かべる小春に、由里子はあたふたして目を泳がせる。

「ち、違うのよ、朔也が賀茂君に『キスしたことある？』って聞いたそうなの。そうしたら、賀茂君は『ある』って答えたんですって。それで朔也は、あの賀茂君が、唇を預けるほどに心を許す相手は小春さんしかいない、と思ったみたいで……だから現在の話とかじゃなくて、過去の話だと思うんだけど……」

　由里子は、焦ったように早口で捲まくし立てた。

「あ、そういうことでしたか……」

　小春は、うん、と頷く。

「澪人さん、素敵な人ですし、過去にお付き合いしている方がいて当然だと思います。なんたって、『麗しの君』って呼ばれてるくらいですから」

　小春はにこりと微笑んで、手早くバットの中に切った材料を載せた。

「由里子さん、すみません、これを下に運んでもらっていいですか？　私は台所の後片付けをしてから降りますので」

　バットを手にそう尋ねると、

「あ、うん。分かったわ」

　由里子は自分の失言を後悔しているような表情で、それを受け取って台所を出て行く。

　小春は、由里子の姿がなくなるまで笑みを浮かべていたものの、見えなくなると、すぐに表情を曇らせた。

『澪人さん、素敵な人ですし、過去にお付き合いしている方がいて当然だと思います』

　自分が由里子に言ったその言葉は、噓ではなく本心だ。

　あの美しい彼のことだ。

　過去に関係のあった女性がいてもおかしくないだろう。

　そう思いながらも、強くショックを受けている自分がいた。

　由里子が言っていたように、陰陽師の──特に澪人のような頑かたくなな人は、唇を重ね合わせて気持ちを確かめ合うようなことは、芯しんから心を許している相手でないとありえないように思える。

　一体、いつ頃の話なのだろう。

　相手はどんな人なのだろう。

「そういえば……」

　小春は台所を片付けながら、ぽつりと零こぼす。

　出会った頃の彼は、自分の感情を差し置いて、自分の子を遺のこすためだけに、お見合いをしようとしていた。

　だから、あの頃は、彼女はいなかったのだろう。

　もし大切な人がいたとするならば、その人と行為に至るに違いない。

　彼に彼女がいたのは、お見合いを始める前と考えるのが自然だろう。

「高校生の頃になるのかな」

　今の自分くらいの頃、澪人には彼女がいた。

　どんな人が、彼と想いを結んでいたのか……。

　彼が、口を重ね合わせるほどに心を許した相手だ。

　とても魅力的な人に違いない。

　肌も合わせたのだろうか？

　ぎゅっ、と胸が締め付けられるような感覚を覚えた。

　同時に自分の中にドロドロとした、嫉しつ妬との感情が押し寄せる。

　──情けない。

　過去生の記憶まである自分は、普通の人よりも様々なことを経験している気になっていた。

　それどころか、すっかり物事を俯ふ瞰かんして見られるようになった、などと思い始めていたというのに……。

　人は誰でも過去を重ねて、今を生きている。

　そんなことは、ちゃんと分かっている。

　それなのに、いざ、こんな場面に直面して、情けないほどに動揺していた。

　以前、若宮も言っていたではないか。

　大切なのは『今』だと……。

「終わったこと、終わったこと」

　小春は頭かぶりを振って、ぱんぱん、と頰を叩たたく。

　そう言いながらも、少しも自分に自信が持てないのは、彼と付き合っている実感がまったくないからだ。

　特殊な力を持っていながら、彼の気持ちが分からない。

　瞳ひとみを合わせて、意識を覗のぞくようなことはしたくない。

　それが反則のように思えるからではない。

　怖いのだ。

　知りたくないことを知ってしまいそうで、理屈ではなく怖さを感じていた。

　もしかして、彼は過去生を引きずった勢いで告白したものの、想いが浄化した今、後悔しているのかもしれない。

「…………」

　そう思えば、すべてに合点が行く気がした。

　交際宣言をしてくれながら目を合わせようとしないのも、よそよそしいのも。

　彼の中の『左さ近こん衛えの大だい将しよう』が薄れたことで、急に冷静になったと仮定したなら、納得できる。

　あの真面目な彼だ。

『なんてことをしてしもたんや』

　そんな罪悪感から、あのような態度になっているのかもしれない……。

「そっか、そういうことなのかも……」

　あくまで憶測だが、すとんと腑ふに落ちた。

　ショックはショックだが、どうしてなんだろうと悶もん々もんとしていた時よりは、幾分か楽になった気がした。

　機会を見て、彼に話をしよう。

『過去生に引き摺ずられて私と交際したことを後悔しているんですよね？　無理されるのは私も苦しいですし、なかったことにしましょう』と──。

「……仕方ないことだもの」

　口にしたことで涙が滲にじみ、小春はぐっと手の甲で目を擦こする。

　大好きな人──澪人の『彼女』でいられる、わずかな期間なのだ。

　今日は祭りを楽しもう。

　時には、強がることも必要だ。

　それは、自分に噓をつくのとは、また少し違うのだから……。

　小春は両手で人差し指を立てて、口角を無理やり上げて、一階へと向かった。





三






　小春が一階に降りると、そこはいつもの店内とはまるで違っていた。

　宗次朗が焼きそば、澪人がお好み焼き、朔也がたこ焼きを作っている。

　いつも端にあった赤い傘とテーブルは店の中央に置かれ、それを囲むように赤い布がかけられたロビーベンチが口の字に並んでいる。

　由里子と愛衣は、外のワゴンで売り子をし、吉乃は店先で誰かと話をしている。

　まるで祭り会場のように賑にぎやかだ。

　その活気のある様子に、小春の憂いが払ふつ拭しよくされる気がした。

「二人とも、せっかくやし入り」

　吉乃は後ろに向かって手招きをしながら、店内に入ってくる。

　祖母の後に続いてきたのは、お馴な染じみである近所に住む吉乃の友人・西にし村むら弥生と、澪人の兄・和人だった。

　小春と澪人は、和人を見て、目をぱちりと開く。

「──和人さん」

「兄さん」

　そんな二人を前に、和人は少し申し訳なさそうに、頭を搔かいた。

「ふらりと山やま鉾ぼこを観に来た帰りに、挨あい拶さつしようかなってここまで来たんだ。仲間内で楽しんでいるところをお邪魔するみたいで……」

　眉まゆ尻じりを下げて言う和人に、小春も皆も揃って首を振る。

「そんな、邪魔なんてとんでもないですよ」

　そう言う小春に、澪人も「ほんまや」と同意する。

　すると吉乃が「そうやで」と力強く言った。

「たくさんの方が楽しいに決まってるやろ。和人ちゃんも弥生さんも座って。食べ物もそろそろできた頃やろ」

　吉乃の呼びかけに、調理をしている宗次朗と朔也、澪人は頷いた。

　由里子と愛衣は店先のワゴンの前で、「どうしよう」と顔を見合わせている。

　小春はそんな二人の許もとに向かい、「ありがとう、二人とも座ってて」と自分がワゴンの前に立つ。

　ワゴンの中の和菓子は、ほとんど売れていた。

「小春もワゴンから離れていいぞ。客来たら、ばーさんがすぐ分かるし」

　店内から響く宗次朗の声に、小春は「うん」と返事をし、一度店の中に戻って、小さなスケッチブックに『店員は店内におります。お声掛けください』と書いてワゴンの中に置いた。

「もう、バイキング形式で、好きに取れよ」

　宗次朗はそう言いながら、皆に紙皿を配る。

　鉄板の上には、焼きそば、たこ焼き、お好み焼き、アメリカンドッグが並び、大おお鍋なべには吉乃が作った大根と牛筋の煮込みが入っていた。

　クーラーボックスには、詰め込まれた氷の中にジュースやお茶、ビールに酎ちゆうハイが詰め込まれている。

　皆は各々、好きな物を取って、席に着く。

　ベンチには、小春と愛衣と由里子、澪人と和人、宗次朗と朔也、吉乃と弥生がそれぞれ並んで座った。

「え……俺、宗次朗さんの隣って、めっちゃ緊張するんだけど」

　朔也は、軽く言いながらも目が笑っていない。どうやら本気のようだ。

「三善君、この前の宴会で宗次朗さんに慣れたんとちゃうの？」

　澪人が微笑んで問う。

「あの時は隣じゃなかったから。そうそうあの時、宗次朗さんの隣だったのは、賀茂くんじゃん。替わってよ」

　朔也が前のめりになると、澪人の隣に座る和人が「うーん」と笑顔で首を捻ひねる。

「ごめんね、三善君。小春さん以外、可愛い弟の隣は譲れないかな」

　その言葉に、皆はドッと笑った。

「和人さんって、すごく真面目そうな人かと思ったら、そういう感じでもないんだね」

　隣で耳打ちする愛衣に、小春は「うん」と頷きながら、そっと澪人の方に目を向ける。

　彼も笑っていて、思わずホッとした。

「まー、和人もああ言ってることだし、俺の隣で我慢しろよ」

　ぽんぽん、と朔也の頭を撫なでるように叩たたいて言う宗次朗に、朔也は目を丸くして首を振った。

「我慢なんて、そんな」

「じゃあ、なんだよ」

「ただ、なんていうか、畏おそれ多いというか」

「畏れ多い？」

　宗次朗は、ぽかんと口を開く。

「なんていうか俺は、すべてにおいて中途半端な人間なんで、宗次朗さんのように、『確固たる自分』を持っている人が眩まぶしいっていうか萎い縮しゆくするっていうか……その上、あなたは今やこの町の『裏主上おかみ』じゃないですか」

　先日五角形の結界が新たに張られた時、『皇族からの印』が必要とされていた三角形の結界までもが復活した。

　それは、その土地を護まもっていた精霊が、宗次朗を『主あるじ』と認めたということであり、朔也はそのことを言っている。

　駆け出しの除霊師で、今の自分がどうあるべきか悩んだり焦ったりしている朔也にとって、宗次朗が眩しい存在というのは、小春にも分かる気がした。

「ばーか。人間なんて、みんな中途半端だろ。もし本当に中途半端じゃない奴がいたら、それはもう人間じゃねぇよ。未熟で万歳だよ」

　あっさりそう言う宗次朗に、朔也はまるで横面を張られたかのようにハッとした表情で顔を上げる。

「それじゃあ、とりあえず乾杯だな」

　宗次朗は、缶ビールを手に、にっと笑う。

　中途半端でいいんだ。

　小春も、自分の未熟さやうじうじしたところのすべてを肯定してもらえたような、少し救われた気持ちになった。

　皆も清すが々すがしいような嬉うれしそうな表情で紙コップを手にする。

「ほんなら、僕ら未熟者同士の乾杯やね」

　そう言った澪人の言葉を合図に、「乾杯」と声を揃えた。

「そうや、昨夜の杏あんちゃんのドラマ、本当に素敵やったな」

　吉乃は、和人と澪人の方を向いて、思い出したように言った。

　小春も「本当に最高でしたね」と言うと、その場にいた皆がドラマをちゃんとチェックしていたようで、うんうん、と頷いた。

　昨夜、和人と澪人の姉の杏奈が、二時間ドラマに主役として出演したのだ。

『美人女医の事件手帳』というサスペンスものであり、カッコいい女性を見事に演じていた。

「……そやけど、僕は弟のせいやろか、なんやこそばゆうてかなわん」

「うんうん、そうだよね。僕は緊張しちゃうよ」

　肩をすくめる賀茂兄弟に、弥生が「こそばいことあらへん」と首を振った。

「杏ちゃん、ほんまにかっこよくて痺しびれたやん。連ドラになってほしいわ。あの杏ちゃんの姿を見ていて、吉乃さんの若い頃を思い出したわ」

　弥生は拳こぶしを握ってそう言ったかと思うと、

「そう言えば、小春ちゃんの着てる浴衣ゆかた、吉乃さんのやろ」

　前のめりになって、小春の浴衣を見た。

「よう覚えたはる。祇園では一度しか着てへんのに」

　吉乃は、呆あきれつつも半ば感心したように肩をすくめた。

「そら、忘れへん。吉乃さんが嫁いですぐに迎えた祇園祭で、この浴衣を着てて眩しいほどに似に合おうてて……」

「ほんで、いじめられたんや」

「そやったなぁ、懐かし」

　そんなことを話す二人に、小春は目をぱちりと開いた。

「お祖母ばあちゃん、いじめられたって、どういうこと？」

　何も言わずに苦笑する吉乃の代わりに、弥生が口を開いた。

「それがな、吉乃さんは、えらいべっぴんさんで、上賀茂のええとこの娘さんやろ。なんや、周りが近寄りがたく思うて話しかけられへんかったんや。吉乃さんも自分から媚こびを売るタイプやあらへんし、そういうのもあって、距離ができてしもて」

　そう話す弥生に、皆は、ふむふむ、と相あい槌づちをうつ。

「嫁いですぐの祇園祭で、吉乃さんはその向日葵ひまわりの浴衣を着たんや。それがほんまに似合うてて、綺き麗れいで可愛くて『若いお嬢様』にしか見えへん。そしたら、近所の主婦たちが『まだ独身気分なんやろか』『祇園の男たちの気ぃ引きたいんやろ』『茂しげるさんも気の毒やね』て、えらい言われようやったんやで」

「ほんまに、思い出すだけで面倒くさくて、うんざりや」

　やれやれ、という様子を見せる吉乃に、皆は「うわぁ」と顔をしかめた。

　それで一度しか着なかったんだ、と小春は自分の着ている浴衣の胸元に手を当てる。

「だけど、お祖母ちゃんは、祇園の町に起こった妖あやかし騒動を解決して、慕われるようになったんだよね？」

　そう問うた小春に、弥生が「そやねん」と胸を張って答えたが、当の吉乃は曖あい昧まいな表情で首を捻った。

「え、違うの？」

「まぁ、それがきっかけで色んなことが変わったのはたしかやけど、いっぺんに受け入れられたわけやあらへんで」

「そやけど、風向きは変わったやん」と弥生が力強く言う。

　話を聞いていた愛衣が、我慢できないという様子で身を乗り出した。

「あの、その『妖騒動』を解決した話、詳しく聞かせてもらえませんか？」

　そんな愛衣に、吉乃は弱ったように苦笑する。

「たいした話やあらへんよ」

「そうや、僕もその話、よう知らへんし、良かったら教えてくれまへんか？」

　すぐにそう続けた澪人に、吉乃は意外そうに目を瞬かせる。

「なんや、澪人ちゃんまで、知らへんの？」

「僕が知ってるのは、『吉乃さんが騒動を解決した』て話だけやし」

「まぁ、それだけ知ってたら十分や」

　吉乃は、気恥ずかしさを隠すように顔を背ける。

「吉乃さん、照れたはるし、ほんなら、私が教えたげるわ。吉乃さんの武勇伝や」

　弥生はそう言って胸を張り、吉乃は「武勇伝って、大おお袈げ裟さや」と肩をすくめる。

　皆が、わくわくして目を輝かせる中、弥生は、こほん、と咳せきばらいをして、ゆっくりと口を開いた。







　──そうやね、祇園に妖が出るという噂が出たのは、秋になってすぐのことや。

　まだ、暑さが残る頃やね。

　最初は、誰も信じてなかったんや。

　そやけど、私は信じてたんや。そういう話が好きだから……やなくて、この世には、科学では解明できないことがたくさんあるもんやし。

　しばらく誰も取り合ってへんかったんやけど、その内に目撃者が相次いで、女性たちが外に出たないて言い始めたんや。

　そしたら、そこで出しゃばったのが、酒屋の若大将や。

『化け物なんて、俺が退治してやる』て、立ち上がってな。

　それは正義感というより、ただの格好つけやな。

　モテたかったんやね。

　無意味に筋肉を見せつけるタイプの男やったし。

　いっつもＴシャツを肩まで捩ねじってるんやで。

　ほんなら、そもそもノースリーブシャツを着たらええやん。

　私も吉乃さんも、そんな若大将には失笑やった。

　妖は月のない夜に出るという噂や。

　若大将は、町内の若い衆を連れて意気揚々と夜の町のパトロールを始めた。

　その頃は、もう残暑も終わって肌寒くなってたのに、皆、ランニングで。




「……ランニングなんやね」と相槌をうつ澪人に、

「筋肉アピールですね」と小春が頷うなずく。




　──裏道に入った時だったそうや。

　黒い霧の中から現われるように妖が姿を見せたんは……。

　姿は真っ黒な獣の体で、目は赤く、口からは涎よだれを垂らしていたて。

　まさに異形や。

　四つん這ばいの体は腐敗して、ところどころ溶けていて骨が見えて、そこには蛆うじが湧いていた。

　若大将とその連れは、その妖を前にするなり、『う、うわあああ、うわああああ』と絶叫して逃げ帰ったて。

　そうしたわけで、若大将は退治どころか、しばらく寝込んでしもた。

　この事件をキッカケに芸げい妓ぎさんまでも、『月のない夜は外に出たくない』と言い出して、祇園の町も騒然としはじめたんや。

　由々しき問題やで。

　こんな恐ろしい話が町の外に広まる前になんとかせなあかんて、話し合いを重ねるも、皆は怯おびえるばかり。

　そんな中、立ち上がったのが、我らが吉乃さんや。

『私と茂さんが見回りに行って、妖を退治します』

　そう声を上げたんやで。

　和雑貨店に嫁いできて一年も経ってへん、元お嬢様の突然の宣言に、『何を言うてはんの！』と、町内の皆は、それはもう大仰天。

『こんな事態だから言うてしまいますけど、賀茂の家は古いにしえより拝み屋稼業を生業なりわいにしてきました。私もその賀茂家の子孫の端くれの一人。きっと退治できるんやないかと思います』

　普段だったら信じられへん言葉やったけど、その時は背に腹は替えられない状況や。

『そやそや、賀か茂もの忠ただ行ゆきて、拝み屋が昔おったわ！』

『化け物が出ている事態や、ほんなら本職に任せるが一番やで』

　そんな感じで藁わらにもすがるように、吉乃さんに託すことになった。

　会合に同席していた私は、そんな吉乃さんの堂々とした姿に、『かっこええ！』って、ぽーっとしたわ。

　そやから、私も妖退治に同行させてもらうことにしたんや。




「えっ、弥生さん、同行したんですか？」

　それまで黙って話を聞いていた愛衣が、思わずという様子で声を上げる。

「無理やりついてきたんや」

　吉乃は当時を思い出したのか、呆あきれたように言った。




　──月のない夜。

　私と吉乃さん、茂さんの三人でパトロールをしていると、異変はすぐに起こった。

　路地から妖が出てきたんや。

　それは、もう噂通りの恐ろしい姿やで。

『……これはあかん。犬の死体に、女の怨おん念ねんが取り憑ついてしもてるみたいやね』

　吉乃さんは顔をしかめながら、そう言った。

　まるで、すぐに病状を把握する女医──昨日のドラマの杏ちゃんのように格好良くて、うっとりや。

　それはともかく、初めて妖を目の当たりにした私の感想は、感動もなんもあらへん。

　もう臭いの一言や。

　ほんまに腐ってるんや、臭くて臭くて。

『よじのざん、犬の死体に女の怨念が取り憑いでいる、っでどういうごどや？』

　私は、鼻をつまみながら尋ねた。

　吉乃さんは何も答えずにジリジリと間合いを詰めながら、妖と睨にらみ合っている。

　張り詰めた空気が場を包んで、少しでも動いたら切られるんじゃないか、と思うほどの緊迫感。

　そやのに、吉乃さんはとても落ち着いた様子で、私の目には妖の方が気け圧おされているように見えた。

　吉乃さんは妖あやかしの目をジッと見詰めたまま、こう言ったんや。

『……あんたは祇園の芸妓さんやったんやね。客に見初められて結婚も決まり、胸も躍るような気持ちやった。そやけど、幸せは長くは続かへんかったんやな。男には田舎に家庭があって、結婚話は全部噓……戯ざれ言ごとやったことが分かった。泣きながら責めに行った時、口論から揉もみ合いになって、逆上した男に殺されて山の奥に捨てられてしもた。……そん時、すぐ近くに死にかけた犬がいたんやね。人間に苛いじめ抜かれて、恨みをいだいている犬が。ふたつの魂がここで融合して、こうして、悲しい妖が誕生してしもたんや』

　吉乃さんの語りから、不思議と私の脳裏にその光景が浮かんできた。

　その妖はグルルと喉のどを鳴らしながらも、動かずに話を聞いてたんや。

『あんたは、ずっと自分を裏切った男を探してたんやろ？　多分、その男は祇園から逃げ出してるはずや。いくら探してもここでは見付からへんやろ。けどな、そんなことした男は絶対にええ思いはしとらへん。あんたも苦しいやろ？　しんどかったなぁ』

　労いたわるように優しく告げた吉乃さんに、妖は真っ赤な目からボロボロと涙を零こぼした。

　私も、もらい泣きや。鼻水に涙と大変やった。

　良かった、このまま成仏してくれるかもしれへんて、ホッと気を抜いた瞬間。

　妖は雄お叫たけびを上げて、吉乃さんに向かって飛び掛かって来たんや。

　もう信じられへん。

　ほんまに妖って話が通じへん、あかんやつや。

　私と茂さんが『ぎゃあ』と絶叫して尻しり餅もちをついた時、吉乃さんは右手を高く挙げて、

『──臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんっ！』

　そう叫びながら、その手を振り下ろした。

　妖は衝撃波のようなものを受けたのか弾はじけるように吹っ飛んで、そのまま地に倒れ込んだ。

　それから、ピクリとも動かなくなったんや。

　しばらくして、その妖の体は蒸発するかのようにシュウシュウと音を立てて、白い煙のようなものが出てきた。

　白い煙は、やがて美しい芸妓の姿へと変わって、吉乃さんに深々と頭を下げて、まるで夢のように消えていったんや──。







　弥生はそこまで言って、遠くを見るようにうっとりと目を細めたかと思うと、

「──と、まぁ、そんなわけや。あの時の吉乃さん、ほんまに格好良かったんやで。ほんで、面白かったやろ」

　そう言って、晴れやかな笑みを浮かべる。

「……お祖母ばあちゃんの武勇伝もそうだけど、弥生さんの語りが面白かったかも」

　小春は呆ぼう然ぜんとしながら、そう洩もらすと、澪人も頷く。

「そやな、知られざる才能を目の当たりにした衝撃やね」

　そんな二人に、「嫌や、才能って、ばれてしもた！」と弥生は笑い、吉乃は「あほや」と額に手を当てた。

「ほんでな、それから吉乃さんは『祇園まちの拝み屋さん』って、頼られるようになったんやで。そやけど、一人だけぶーぶー言うてるのがいてな。それがまた相手が悪い、主婦仲間のボス的存在やったんや」

　話を続ける弥生に、吉乃が「そやなぁ」と懐かしげに相あい槌づちをうつ。

「『胡う散さん臭くさい』とか『拝み屋なんて信じられへん』て、散々やったな」

「…………」

　この場にいるほとんどが、大なり小なり『特別な力』を持っているため、皆思い当たる節があるのだろう、当時の吉乃に同調したように苦い表情を見せる。

「お祖母ちゃんは、それでどうしたの？」

　静かに尋ねた小春に、吉乃は首を振った。

「特に何もしぃひんよ」

「何もしなかったんですか？」と朔也が尋ねた。

「そうやねん。そのことに対しては、何もしぃひん。私は自分ができることを精一杯がんばるだけや。誰かが『拝み屋』である私に相談に来てくれたら、そこは真しん摯しに対応するし、何より、私は『さくら庵』の女主人やし。茂さんと一緒に和雑貨店を盛り立てていこうて奮闘もしてたんや。そやから悪く言われても耳に入ってきぃひん」

　そう話す吉乃に、皆は、へぇ、と頷く。

「耳に入ってしまうことがあっても忙しいと構う暇もないんや。主婦同士の派閥やいじめて、きっといつの時代でもどこにでもあるて思う。そこにどっぷり浸つかってしまうんは、思い悩む時間がありすぎるせいやと思うんや。目が回るほど忙しかったら構ってられへん。まったく気にならへんて言うたら噓になるけど、気にならへんように、色んなことをがんばって忙しくしてたのは確かやな。まっ、時に強がるのも必要や」

　そう話す吉乃に、皆は『なるほど』という様子で聞き入っている。

『時に強がるのも必要』

　その言葉は今の小春に沁しみて、胸が締め付けられた。

　当時の吉乃は本当にがんばっていたのだろう。

「そうしていたらな、そのボスがある日、『相談に乗ってほしい』て来たんやで」

　にっ、と笑う弥生に、皆は「へええ」と声を揃えた。

「そうやったなぁ」

　吉乃は少し懐かしげに微笑んだ。




　　　　＊　＊　＊




　──それは、吉乃が祇園の櫻井家に嫁いで、初めて迎えた紅葉の季節。

　吉乃は小豆あずき色の紬つむぎ姿で、店内に並ぶ和雑貨を睨むように眺めていた。

　町はミニスカートなど色鮮やかなファッションが流行していたが、時間が止まったような祇園では着物姿の人間が多い。

　吉乃は和雑貨店ということを意識して、紬や小紋といった和服を常に着るようにしていた。

『吉乃、そんな怖い顔してどうしたんや？』

　木製カウンターに座っている茂が、ははは、と笑って湯ゆ吞のみを口に運ぶ。

　吉乃より十歳以上も年上の茂は、着流し姿でいつものんびり笑っている印象だ。

『なぁ、茂さん』

『うん？』

『もうそろそろ、私も「さくら庵」の女主人を名乗ってもええ頃やて思わへん？』

『もうそろそろて、吉乃がここに来た時から、女主人やて思うてるよ。吉乃はわたしより男前やし、なんなら「主人」でもええかもや』

　また、愉たのしげに笑う茂を前に、吉乃は『相変わらず、吞気のんきや』と肩を下げながらも、そやけど、そこが好きや、と拳こぶしを握る。

　吉乃は、常に『もっと女らしくしなさい』と言われて育ってきた。

　だが、茂は一度もそんなことを言ってきたことがない。

　自分の男勝りな部分をまるごと受け止めてくれた上で、常ににこにこ笑っている、そんな心優しく大きな器を持った夫だった。

『なんや、店に思うことがあるん？』

　茂は、のんびりしているのに、ふとした時に鋭い。

『そやねん。言うてもええ？　茂さんが亡くならはったご両親から譲り受けた大事な店やて分かってるんやけど』

『ええよ、なんでも言うたらええ』

『今から、結構ひどいこと言うし、覚悟して聞いてや』

『うん、なんやろ。わくわくする』と茂が前のめりになる。

『この店、せっかく和雑貨店やのに……暗い』

　吉乃は、言い難にくそうにそう告げる。

『暗い……？』

　そう、この頃の『さくら庵』は、今とはまるで違っていた。

『かんにん、もっとええ言葉があったらて思うたんやけど率直な意見や。どれも簞たん笥すの防虫剤みたいな匂いがするし、店内はどんよりと暗いし、ほんで柄も渋すぎやし。これから、さらに祇園にはどんどん観光客がやってくる。若いお嬢さんたちにきゃあきゃあ言うてもらえるような、明るくて可愛い店がええて思うんや』

　手を広げて熱っぽく言う吉乃に、茂は『うんうん』と頷うなずく。

『そら、ええと思う。わたしは男やし、よう分からへん。今まで決まった商品の補充ばかりやし、吉乃の思うようにしたらええ。店に活気が出たら、両親も喜ぶやろ』

『おおきに、茂さん』

　吉乃は、張り切って腕まくりをする。

　幼い頃より男勝りでお転婆ではあったが、可愛いものやお洒落しやれをすることが大好きだった吉乃にとって、和雑貨店の改革はとても楽しいものだった。

　店が生まれ変わると、今までよりもぐんと客が入ってくるようになった。

　しかし自分の改革は成功した、と吉乃が喜ぶのも束の間、客のほとんどは見ていくだけで帰ってしまう。

『……あかん。客が入っても、ほとんどの人が買こうていかへんのやったら意味ないし。みんな「可愛い可愛い」言うだけで、そのまま出て行くのはなんでやねん』

　落ち込む吉乃に、茂はくすくすと笑う。

『前は、今より入りにくい店やったし、入った以上は「なんか買わへんと」て、無理やり買うてくれた人がほとんどや。そういう人はもう二度と来てくれへん。今は気軽に入れて、気軽に出ていける。いつも良い風を吹き込んでくれる。ええやん、十人中、一人買うてくれたらそれで嬉うれしいて感覚でええやろ。それよりも、この店に入るだけで楽しい思いをしてもらえるて、素敵なことやて思う。吉乃はええ店作りをしてくれたて、ほんまに思ってるし』

　茂は、吉乃の頭を撫なでて、にこりと微笑む。

『茂さん……』

　やっぱり好きや、と吉乃は人知れず、拳を握り締めた。

　その時、『吉乃さん、ちょっとええ？』と弥生が暖簾のれんをくぐってきた。

『弥生さん』

　いつも陽気な弥生だが、その日ばかりは神妙な顔付きであり、『どないしたん？』と吉乃は小首を傾げる。

『ボスが、吉乃さんに会いたいて言うんや。これから来るって』

　ボスとは、その言葉通り、この界かい隈わいの主婦のボスだ。

　名前は、松まつ子こ。

　夫は大正から活躍する実業家であり、祇園を好んでこの界隈に住んでいる。

　彼女自身は専業主婦。

　そのため、いつも家で花や琴などの習い事をし、それを近所の主婦に教えてもいた。

　元々は『祇園一の美女』と言われていたそうだが、吉乃が来てからは事情が変わった。

　そうしたこともあってか、吉乃を毛嫌いしている節がある。

　吉乃が彼女に対して、媚こびを売らないのもあるのだが──。

　そんな彼女は、主婦同士で結託し、吉乃を村八分にしている。

　だが、吉乃は強がりつつも気にしないように振る舞っていた。

　最初から気にせず親しくしてくれていた弥生をはじめ、妖あやかし騒動を発端に、だんだん慕ってくれる人も増えてきたのだ。

『松子さんが？　なんやろ？』

『決闘の申し込みちゃう？　ほら、琴こと子こさんが、松子さんから離れて吉乃さんを慕うようになったやろ』

　琴子とはいつも松子の側にいて使いっ走りをしていた主婦だが、松子に嫌気が差したようで、最近、吉乃を慕ってくるようになったのだ。

　松子としては、舎弟を奪われた感覚でいるとか。

　真顔で『決闘』などと言う弥生に、吉乃は、ぷっ、と笑った。

『まさか』

『ほんなら、誰かを呪ってほしいて話やったりして』

『弥生さん、失礼やで』

　と、窘たしなめるように言った吉乃だったが、弥生の言葉は的中していた。







『──呪ってほしい人がいるんや』

　閉店後、『さくら庵』を訪れた松子は、静かにそう告げた。

　店内には、吉乃と松子、そして二人を仲介した弥生の三人だけ。

　祇園一の美女と謳うたわれただけあって、少し冷たさを感じさせる整った顔立ちだ。

　元々、ほっそりしていた彼女だが、頰がこけてさらに瘦やせたように見える。

　目には涙を浮かべ、手を小刻みに震わせていた。

　吉乃が何も言わずにいると、松子は焦ったように続けた。

『な、なんなら、呪いの札だけでもええねん。吉乃さんの書く札はすごいんやろ？』

　吉乃が口を開く前に、横で聞いていた弥生が『なんでや』と声を上げた。

『松子さんは、この界隈の女王様やん。唯一、煙たいのは吉乃さんくらいやろ。誰を呪いたいて思うのん？』

　目をぐるぐるさせながら尋ねる弥生に、吉乃は『弥生さん』と窘める。

『松子さん、そもそも、なんでうちにそないなことを？』

『この前、吉乃さんが、呪い返しをしたて話を聞いたんや』

　その言葉に、吉乃は、うんざりして肩を落とす。

『呪い返しをしたんやない。呪いの札を受け取ってしもた人がいて、その浄化をしただけや。「人を呪わば、穴二つ」て言うやろ。私は人を呪うことはしぃひん。松子さんも、そないなけったいなことを考えるのはやめよし』

　厳しく諭す吉乃に、松子は頭かぶりを振った。

『無理や。頭から離れへん。悔しくて苦しくて眠れへん。どうにかなりそうや』

　吉乃が顔をしかめていると、弥生が恐る恐る口を開いた。

『一体、誰が憎いんや？』

『夫の──浮うわ気き相手や』

　ぎゅっと奥歯を嚙かみしめて告げる彼女に、吉乃と弥生はすべてが腑ふに落ちて、ああ、と声を洩もらす。

　少しの沈黙の後、吉乃は『……そやな』と頷いた。

『そら、呪いたくなる気持ちも分かる。私かて茂さんが浮気したら同じ気持ちになるかもしれへん』

『そうやろ』

『そやけど、それはほんまのことなん？　あんたの杞き憂ゆうてことはない？』

『……あんまり怪しいから、人に頼んで確認させたんや。夫が女といかがわしいところに入っていく姿を見たて……』

　松子は、黙り込んで俯うつむく。

　吉乃は、じっ、と松子を見詰めていた。

　彼女の首のまわりに巻き付く黒い靄もやが見える。

『松子さん、息が苦しくあらへん？』

『そら、息も胸も苦しい』

　松子は、弾はじかれたように顔を上げた。

　その黒い靄は、女性の手のように見えた。

　誰かが、松子の首を絞めたいほどに恨んでいるのだろう。

『……あんたが、相手を呪いたいて思うてるように、相手もあんたに同じことを思うてるみたいやわ』

『なんで？　人の夫を奪っておいて図ずう々ずうしい』

　松子は勢いよくテーブルを叩たたく。

『そやな。そやけど、理屈やないんやろ』

『ゆ、許せへん。もう夫に近付くなて言うてやりたい』

　松子は爪を食いこませるほどに拳こぶしを握った。

『人を使つこて調べさせたんやろ、相手の女のことは知らへんの？』と弥生が尋ねた。

『いかがわしいとこに入っていく後ろ姿の写真を撮ってもらっただけで、相手のことまでは分からへん……ほんで、夫にも怖くて問い詰められへん』

　松子はそう言って、ぽろぽろと涙を零こぼした。

『ほんなら、相手に聞いてみる？　ちょうどあんたの首に巻き付いてるし。相手の意識を読み取ることはできるで』

　その吉乃の提案は、思いもしないものだったのだろう。

　松子は目を泳がせたが、息を吞のんで強く頷うなずいた。

『ちょっと待ってや』

　吉乃は、人ひと形がたに切り取られた依より代しろと、水を張った盆をテーブルの上に用意した。

　粗塩と酒を並べて、ロウソクに火を灯ともして、香を焚たき、吉乃は依り代を手にぶつぶつと呪詞のりとをつぶやいて、水の上に浮かせる。

『なんで水に浮かせるんや？』

　弥生が、小首を傾げた。

『念は、水を使うと移動しやすいんや。冬より夏に幽霊が出やすいのは、湿っぽいためやね』

　吉乃は、そっと手を伸ばして松子を見詰めた。

『松子さん、私の手を握ってや。ほんで目を瞑つぶるんやで』

　松子は頷いて、その通りにする。

　吉乃は、一通り祝詞を唱えて、自分の心身を清浄なものにした上で、すぅっと息を吸い込んだ。

『松子さんに憑ついているそこのあんたはん、松子さんが話があるそうや。姿を現わしてくれへん？』

　すると、吉乃と松子の脳裏に、女性の姿が浮かんできた。

『許せへん、許せへん』という意識も届く。

　松子は奥歯を嚙みしめて、『許せへんのはこっちや』と小声でつぶやくも、言葉を失った。

　脳裏に浮かんだのは、松子がかつて舎弟にしていた琴子だった。

　同時に、松子が琴子にしてきた様々な仕打ちが、走馬灯のように過よぎる。

　散々、使いっ走りにして、肝心な時には誘わずに、仲間はずれにしたこと。

　大勢の前で、彼女が恥をかくように仕向けたこと。

　琴子は、なんとしても松子に復ふく讐しゆうをしたいと決意し、夫に近付こうと決めたことも伝わってきた。

　松子は、『いやあああ』と声を上げて、吉乃の手を放した。

『もうやめて、見たない。あんたにしてきたことは、うちが悪かった。調子に乗ってたんや。そやけど、そやけど……夫に近付くて。そんなに憎かったんやったら、背中を刺してもろた方が、なんぼか楽や』

　松子はテーブルに突っ伏して、うわあああ、と泣き声を上げる。

　吉乃は無言で立ち上がり、松子の許もとに回り込んだ。

　彼女は不思議そうに、吉乃を見上げる。

　吉乃は、そんな松子の体をぎゅっと抱き締めた。

『松子さん、あんたはたしかに悪い。そやけど琴子さんも悪いて思う。虎の威を借る狐状態であんたにひっついてて、嫌な思いをしたからって、復讐に夫を寝取るなんて言語道断や。ほんで……私も人妻や。あんたの気持ちはよう分かる。ほんまに、つらかったやろ……』

　松子は、突然のことに戸惑った様子を見せていたが、みるみる顔を歪ゆがませ、再びうわぁ、と声を上げて泣いた。

『いっぱい、泣いたらええ。ほんま、苦しかったやろ』

　よしよし、とその頭を撫なでる。

　松子はしばらく子どものように泣き、小一時間も経つ頃には、すっかり毒気がなくなったような顔を見せていた。

　吉乃は、松子の前に包みを差し出した。

　それは、花柄の包装紙にくるまれている。

『──これは？』

『私の書いた札や。呪いの札やあらへん、祝いの札や』

『祝い？』

　松子は、眉み間けんに皺しわを見せる。

『呪いと祝いて文字はよう似てるやろ。言葉は「呪い」にもなれば「祝い」にもなる。これは他の誰でもない、あんた自身がいずれ自分を祝えるようになるよう導いてくれる札や』

　松子は、震える手で札を受け取った。

『──祝えるようになるやろか？』

『なれるやろ。そやけど、これから大事なことを言うで』

『大事なことて？』

『呪いの言葉を口にしたらあかん。頭の中で悪いことを思ってもええ、そやけど、口にしたらあかん。どうしても我慢できひん時は紙に書き殴ってその後に燃やすとええ。あと、相手を憎む気持ちは、どうしようもあらへん。それは仕方のないことや。うんと頭の中で恨んでも、それが終わったら、それ以上に、自分が楽しく幸せに過ごしている姿を思い浮かべるようにするんやで。決して、憎しみの連鎖に陥ったらあかん。この世の理ことわりは、鏡や。必ず自分のしたことは返って来るさかい、あんたが、わざわざ憎い相手に手を下さなくても、その人間にとって、一番効くタイミングで、ちゃんと手痛い仕打ちが来るものや』

『ほんまに？』

『これは、ほんまにほんまや』

　強く頷く吉乃に、松子は泣き笑いを見せる。

『……そやな。うちも見事に返ってきたし、ほんまに一番こたえるやつや……今のこれは、自分がやってきたことの結果なんやね』

　そんな彼女に、吉乃と弥生は大きく目を見開いた。

『そう思えたなら、あんたはもう成長してる』

　吉乃は、松子の手を取り、優しく摩さすった。

『なんでも相談に乗るし。気をしっかり持って、がんばるんやで』

『私も力になるで』

　弥生も同じように、松子の手の上に掌てのひらを載せる。

『おおきに。うちにはぎょうさん友達がいたはずやのに、誰にも相談できひんかったんや。そやけど、こないになって、一番「負けたない」て、思うてた吉乃さんの顔が頭に浮かんだんや。不思議やね……あんたならて思うたんや。みんなが、吉乃さんを頼りにするのがよう分かった。なんにも解決してへんのに、こんなに気持ちが晴れたさかい。きっと、うちの魔を祓はらってくれたんやな。ほんまにあんたは素敵な町の拝み屋さんやね』

　松子は顔を上げて、吉乃をしっかりと見詰め、柔らかく微笑む。

『──おおきに』

　吉乃は、松子の手をぎゅっと握った。
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「──まぁ、こんなことがあったわけや」

　吉乃は、懐かしい話を終えて、大きく息を吐き出す。

　皆は、そんなことがあったんだ、と熱っぽい瞳ひとみを見せていた。

「その後、松子さんはどうなったんですか？」

　由里子が、気になって仕方ない、という様子で身を乗り出す。

「それが、琴子さんに『今まで酷ひどいことをしてきてごめんなさい』って謝った上で、あっさり金持ちの旦だん那なに見切りをつけて家を出て行ったんや」

　そう言った吉乃に、皆は「ええっ」と驚く。

「出て行っちゃったんですか？」

「そうや。そしたら、旦那が真っ青になって、必死で追い掛けたって話や。そやけど、もう松子さんの心は切り替わってて、戻ってきぃひんかってんて」

「そやそや。その旦那さん、嘆いて大変やったて話やな。ほんで、琴子さんの方は、松子さんの旦那との浮うわ気きが自分の夫にバレて離縁されたって話や」

「ほんで、松子さんの方は、その後、事業を始めて女社長になったんやで。旦那の事業を傍で見ていたせいもあるけど、商才があったんやな」

「女社長！」と皆はさらに驚いて瞬まばたく。

「その事業のパートナーと再婚して、子宝にも恵まれて、今やたくさんの孫に囲まれたお祖母ばあちゃんや」

　事の顚てん末まつに、皆は圧倒されていた。

「……結局、あの旦那と添い遂げる縁がなかったんやろ。いるべきところにいいひんかって、そやから、あの人自身も歪んでしもたんやね」

　吉乃の話を聞きながら、そういうことだったんだ、と小春は納得した。

　いるべきところにいなかったため、松子自身、きゅうくつで人をいじめるような人間になってしまっていたのだろう。

　そして、吉乃はあの時、きっと……、と小春は顔を上げた。

「お祖母ちゃんが、松子さんを抱き締めたのは、負の念を祓ってあげたんだよね？」

　そう問うと、吉乃は微笑んだだけだった。

　松子を抱き締めたのは、彼女を慰めるだけではなく、その体を覆っていた負の念を祓うためだろう。

　これは、特別な力がなくてもできることだが、吉乃のような特異な力を持つ者にやってもらったら効果はてきめんだ。

　それで松子は、少し冷静になって前を向くことができたのだ。

　だが、吉乃は『自分が負を祓った』ということは、口にはしなかった。

　なるべく松子自身の力で、前向きになれたと思わせたかったのだろう。

「そっかぁ、そういうことを経て、今の吉乃さんがあるんですねぇ」

　へぇ、と洩もらす朔也に、吉乃は「そうやね」と天井を仰ぐ。

「……そやけど、この齢としになるまで迷ってばかりや。多くの人に慕われても、一部ではやっぱり疎まれて、知らない誰かに心酔されても、自分の息子には毛嫌いされたり、自分が何者か分からへんようになったり、無理して奮闘したり、かと思えば、なんにもできひんようになったり……」

　吉乃でもそんなことがあったんだ、と小春は言葉を詰まらせた。

「ほんでも今にして思えば、すべてそれで良かったんやて思う。さっき宗次朗が言うたように、そんな中途半端で未熟なんが人間や。迷う時はおおいに迷って、がんばれる時はがんばって、疲れたら休んだらええ。大事なんは松子さんのように、時に強がっても無理しても、自分に噓はつかへんことやな」

　にこりと笑った吉乃に、小春は涙目で頷く。

　他の皆も同じように、目を赤くさせていた。

　特に朔也は、思うことがあったのだろう、胸のあたりに手を置いてシャツを強く握っていた。

　皆の視線を一手に集めていることに気付いた吉乃は、照れくさそうに手を振る。

「ほ、ほら、みんなしっかり食べるんやで。ほんで山やま鉾ぼこ見に行くんやろ」

　皆は「はーい」と返事をし、たこ焼きや焼きそばを口に運ぶ。

「……俺、今日ここに来られて本当に良かった。とりあえず、俺も『自分にできること』をがんばろうって素直に思えました」

　そう話す朔也に、良かった、と小春は胸に手を当てる。

　そのまま、澪人に目を向けると、彼も嬉うれしそうに微笑んでいた。

　小春は、目をそらさずに、澪人を見続けた。

　自分の視線に気付いているだろうに、今も視線を合わせない澪人に苦しさを覚え、紙皿に目を落とす。

『大事なのは時に強がっても無理しても、自分に噓はつかないこと』

　吉乃の言葉を反はん芻すうし、小春はそっと拳こぶしを握った。








第三章　祭りの夕べに。
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　お祭り会場のようになった『さくら庵』に集まった皆は、その後もしばらく楽しく語らっていた。

　もう食べられないというほど満腹になる頃には、夕暮れだった空がすっかり暗くなっている。

「それじゃあ、そろそろ、山鉾を観に行きましょう」

　小春が立ち上がって言うと、

「そうね、みんな、お片付けをしましょうか」

　由里子が手を叩たたく。

　皆が一斉に立ち上がり、片付けをはじめようとすると、

「片付けはええよ」

　と吉乃が慌てたように手を振った。

「え、でも……」

「この後、店を閉めた祇園の仲間たちが、ここに来るんや」

「そや、うちらは二次会や」

　隣で弥生がいたずらっぽく笑う。

「そうそう、俺たち大人はここでだらだら飲むんだから、お前たちは気にせず、祭りを楽しんで来い」

　最後に宗次朗が、手で払うような素振りを見せた。

　皆は「ありがとうございます、ご馳ち走そう様さまでした」と頭を下げて、店を出る。

　店先のワゴンは、完売して布が掛けられていた。

　店で語らっている間、ちょくちょくワゴンに客が来ていて、宗次朗が対応していたのだ。

　それじゃあ行こうか、とチームに和人を加えた六人は、のんびり四条通に向かって歩く。

「……さっきの話、私はちょっと腑ふに落ちなかったのよね」

　歩きながら、由里子がぽつりと零こぼした。

「さっきの話？」

　小春は振り返って、由里子を見た。

「腑に落ちないというより、ちゃんと理解ができなかったと言った方が正しいんだけど、『大事なのは松子さんのように、時に強がっても無理しても、自分に噓はつかないこと』って、吉乃さんは言ってたじゃない？」

　小春も皆も由里子の話を聞きながら、黙って頷く。

「強がって無理をする状態っていうのは、そもそも『自分に噓をついてる』ことじゃないかしらって」

　由里子がそう言うと、愛衣が「ああ」と難しい表情で腕を組む。

「たしかに、そうですよね」

　小春も、由里子の疑問はもっともだろう、と相槌をうつ。

　だが、小春自身は、過去生で経験しているため、吉乃の言っている言葉が身に沁みていた。

「……基本的に、自分に噓をつかずにいられるのが一番で、そうすることで居心地の良い場所を築けると思うんですよ」

　そう話し始めた小春に、皆は黙って次の言葉を待つ。

「だけど、その内にどうしても、その居心地の良い場所を出なきゃいけない時が来ることもあると思うんです。学生がいつか卒業しなくてはならないように、制服を脱がなきゃいけない時が必ずきます。『ずっとそこにいたい』というのが噓のない本音だとしても、『無理して、強がって』新しい世界に行かなくてはならない時も来るわけで、それなのに、そこにいたいからってしがみつくのは、逆に自分を誤魔化していたり、執着しているだけだったりするんです」

　そう、かつての玉椿がそうだったのだ。

　いつまでも、野のの宮みやで神託を降ろす神み子こでありたかった。

　そこを卒業する時が来たというのに、玉椿はいつまでも背き続けた。

　心の奥底では、本当は分かっていたのだ。

　もう、神子を卒業する時機が来たのだと。

　だけど『嫌だ』と執着するのが、本心に従うことだと勘違いしていた。

　あの時、自分は『神子で在り続けたかった自分』をちゃんと受け止めた上で、無理して強がって、次の世界に行くべきだったのだ。

　きっと、松子も夫から離れる時は、強がって無理もしたのだろう。

　すべては、新たな世界を前を向いて歩いていくために──。

「……なんだか、難しいわね」

　眉まゆ根ねを寄せる由里子に、小春も「本当ですね」と微笑む。

「そしてね、浮うわ気きした旦だん那なさんをスパッと捨てた松子さんの決断は素晴らしいと思うけど、浮気相手だった琴子さんに謝ったというのが信じられない。私には無理かも」

　そう言う由里子に、愛衣が「でも」と拳を握る。

「元は松子さんが、琴子さんをいじめてたからなわけですよね」

「だとしても、不貞を働いた時点で、そこはチャラじゃないかしら。チャラと言うか、夫を盗とる方が悪い気がするのよ」

「私は松子さんが、琴子さんをそこまで追い詰めたんだと思います」

　むん、と睨にらみ合う由里子と愛衣の間に、小春と朔也が「ま、まあまあ」と入る。

　澪人も扇子で口くち許もとを隠しながら、ふふっと笑った。

「松子さんは、すべてを清算して新しい世界に行きたかったんやろ。そやから、琴子さんに謝ることにした。きっと、ほんまに無理して、強がったんやろうと思う。ほんでも彼女は美学を通したんや。そこまでできたんは、吉乃さんの言葉を心から信じたからなんやろね」

　──いつか、自分を祝えるようになると。

「『美学を通した』かぁ。それっていいですね。『無理して強がる』より素敵な言葉だと思います」

　愛衣が、きらりと目を光らせる。

「うん、愛衣もそういうタイプっぽい。美学に殉ずるというか、正義感強いし」

　小春が頷うなずいて言うと、愛衣は「いやいや、正義感なんて」と頰を赤らめた。

「そっかぁ、本心か執着かで迷った時は、『美学を通す』って思えばいいのかもだね」

　腕を組む朔也に、皆は「それはいいかも」と微笑んだ。

「うーん、納得できたようなできないような。考えれば考えるほどに疑問も浮かんでくるわよねぇ」

　唸うなる由里子に、朔也はぷっと噴き出した。

「えっ、由里子センパイ、まだ納得できないんすか？」

「だって、安倍本家の人もね、『自分の心が正解を知っているから、心のままに生きると良い』みたいなことを言ってたのよ。小春さんの学生のたとえ話は分かりやすかったけど、私の場合、その場所や立場に執着することがあまりないからピンと来なくて。心を優先することと、無理して強がることが、私の中であまりに違い過ぎるのよね」

「ああ、なるほど。でも、吉乃さんも『時に』って言ってたし、基本は心を優先に、でも時々、無理するみたいな？」と朔也が首を捻ひねる。

　すると和人が、「そうだ」と口を開く。

「タバコやお酒で考えると良いかもしれないよ。それをやってる時は、心地よいから『心を優先』にしているけど、度が過ぎたら明らかに体に悪いし、健康の為に禁煙や禁酒をしなくてはならないってなったら『無理して強がる』必要があるわけだし」

　和人の言葉に皆は「おお」と声を上げる。

「そうよね、自分の心に正直でいても間違うこともあるわけで、その軌道修正をする際には、強がる必要もあるということね。ようやく腑に落ちたわ」

「やだ、由里子センパイ、それさっき、小春がそう言ってたじゃないですか」

　愛衣が少し呆あきれたように横目で見る。

「そうなんだけど、今のタバコとお酒の話が分かりやすかったのよ。あっ、小春さんの話が分かりにくいということじゃなくて」

　慌てたように言う由里子に、小春は「はい、分かってます」と笑った。

「うん、俺も分かりやすかった。さすが、賀茂くんのお兄さんで医学生さん」

　目をキラキラさせる朔也に、和人は「いやいや」と弱ったように首を振った。

　その後、和人は、澪人をちらりと見て、ぽつりと零す。

「皆、真しん摯しでまっすぐで、本当に素敵なチームだね」

「そやろ」

　二人の小さな囁ささやき声は小春にも届いた。

　嬉うれしさを感じながら小春は、頰を緩ませる。

　そんな小春の様子を見ていた由里子が、そうだ、と手を叩たたいた。

「小春さん、せっかくだから、賀茂君と二人で回ったらどうかしら」

　えっ？　と瞬く小春に、由里子は続ける。

「だってほら、二人はお付き合いしてるのに、あんまりデートもできてないようだし」

　おそらく台所で澪人が過去に誰かとキスしたと話してしまったことを気にしているのだろう。

　由里子は、半ば強引に勧める。

　すると和人も、うんうん、と同意した。

「そうだよ、澪人。全然二人きりで出掛けられてないみたいだし、小春さんと二人で回ってくると良いいよ」

「そうそう、二人で行ってきなよ」

「行ってらっしゃい、小春」

　矢継ぎ早にそう言う皆に、小春と澪人は思わず顔を見合わせた。

　だが、すぐに澪人はするりと目をそらす。

　きっと、『そないなこと言わんと、せっかくこうして皆と一緒なんやし』と言うのだろう。

　小春が、俯うつむきかけたその時、

「……ほんなら、お言葉に甘えて」

　澪人は静かにそう言って、手を握ってきた。

　小春は、えっ、と目を見開いた。

　つながれた手の感触に、きゅんと痛いほどに胸がしめつけられる。

「小春ちゃん、ほな行こか」

「は、はい」

　小春と澪人は、皆に会釈をして、裏道から西へと進んだ。

　歩きながら、澪人の背中を見る。

　風にそよぐ後ろ髪、白いうなじが墨色の浴衣ゆかたに映えている。

　しっかりとつながれた手が熱く、ドキドキと脈打つ鼓動で、体中が震えるようだ。

　彼は一体何を考えているのだろう？

　自分との付き合いを後悔しているのではなかったのだろうか？

　そのことを伝えるために二人きりになったとしたら、なぜ、こんな風に手をつなぐのか……。

　何もかもが分からないが、今はこうして歩けることを素直に喜ぶことにしようと、小春はつないだ手に力をこめる。

　火照る頰が熱く、顔を上げられないまま、小春は澪人と共に、人で賑にぎわう四し条じよう大おお橋はしを渡った。
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「──なんだ、とっても良い雰囲気じゃない」

　小春と澪人の背中を見送りながら、由里子はほっとしたように微笑む。

「由里子センパイ、なんだかちょっと強引だったよね？」

　首を傾げる朔也を、由里子は横目で睨んだ。

「何よ、元はと言えば、朔也が中途半端な情報を私に聞かせるからよ」

「ええっ、なんのこと？」

「胸に手を当てて聞いてみなさいよ」

　由里子がぷいっと横を向き、朔也は素直に両手を胸に当てた。

「いや、全然分かんないんだけど」

「まぁ、もういいんだけどね」

　由里子は、ふぅ、と息をついてのんびり歩き出す。

　朔也と愛衣、そして和人もつられるようにその後に続く。

　四人は、四条通に出て、ぎょっとした。

　通りを埋めつくすような人であり、「これは大変」と目を丸くしながら、西へと向かう。

「さすが、祇園祭。まだ本番じゃないのに」

　愛衣は、はぁ、と感心して息を吐いた。

「ゆっくり歩いていたら、ちゃんと辿りつくから大丈夫だよ」

　和人は、のんびりとした口調で言った。

「でも、朔也、迷子にならないようにね」

「迷子って、由里子センパイに言われたくないなぁ」

「えっ、どうしてよ」

「由里子センパイ、見掛けによらず、うっかりさんだし」

「失礼ね……否定はしないけど」

　そんな由里子と朔也のやりとりを見て、和人と愛衣は一歩後ろでくすくすと笑う。

「三善君と安倍さんって言ったよね。あの二人は、もしかして付き合っているんですか？」

　和人にそう問われ、愛衣は少し驚いて首を振る。

「いいえ、付き合ってはいない……と思います」

　そう答えながら、愛衣はもう一度、由里子と朔也の背中に目を向けた。

　朔也と由里子が付き合っているなど、これまで考えもしなかったことだ。

　しかし、そう言われてみると距離感が近く、とても良い雰囲気に見える。

「……でも、もしかしたら、時間の問題かもしれませんが」

「だよね。そんな感じする」

　和人は愉たのしげに、ふふっと笑う。

「和人さんも色んなことに敏感なんですか？」

「ううん、賀茂家の人間だけど特別な力はないし」

　和人は「ああ、でも」と続けた。

「どうしてか分からないけど、人の色恋には敏感かな。澪人には『悪趣味な勘やね』って言われたけど」

　そんな賀茂兄弟の姿が容易に想像でき、愛衣は口に手を当てて、ふふっと笑う。

「私も特別な力はないんですが、変な情報にだけは敏感で」

「変な情報？」

「不思議なことが好きなのでそういう不思議話とか、あとは……自分は興味ないし、その輪の中に入っているわけでもないのに、トイレとか廊下で人の噂話を耳にすることが多いんですよ。友達多くないのに、どうしてか情報通で」

　愛衣は、やれやれ、と肩をすくめる。

「ああ、そういえば、君はチームの情報屋さんなんだよね」

「い、いえ、そんな大それたものでは！」

　愛衣は、ぶんぶんと首を横に振る。

「不思議なことが好きな愛衣さんは、やっぱり『特別な力』を持つ人に憧あこがれたりする？」

　和人にあらためて問われて、愛衣は一瞬黙り込んだ。

「──はい、憧れます。正直、チームのみんなが羨うらやましいです」

「つらくはない？」

「いえ、その逆で嬉うれしいです。本来ならそんなチームにいられない自分がそこにいられるんですから」

　愛衣は拳こぶしを握り締めて、晴れやかな笑顔を見せた。

「愛衣さんは強いなぁ」

「強い？」

「僕は、賀茂家の人間でいることが、つらい時があったよ。今はもう大丈夫だけど、澪人が羨ましくてね」

　歩きながら遠くを見るような目をする和人に、愛衣は言葉を詰まらせた。

　黙り込む愛衣に、和人はすぐに笑顔を見せる。

「でも、賀茂家といっても、うちは父も僕も姉も普通の人間で、澪人だけが賀茂家の力を継承していたんだ。だから澪人が大変そうなのを僕は一番近くで見てきた。澪人を見ていると、『特別な力』を持つ選ばれた人間って、それ相応の試練があるってことも分かってね。それは大変なことだなとも思って……」

　そう話す和人に、愛衣は無言で相あい槌づちをうつ。

　愛衣も小春の身に起こった試練を知っているからだ。

「才能のある者には、必ずその人をサポートする人間がいるものなんだよね。芸術家やスポーツ選手にも言えることなんだけど、支える人がいてこそ、才能ある者が力を発揮できるというか、自分は澪人にとってそんな存在になれたらって、いつしか思うようになったんだ」

　和人は、にこりとその細い目を柔らかく細める。

「……和人さん」

　愛衣がそう口にした瞬間、ぽろりと涙が零こぼれた。

「愛衣さん？」

　驚いた顔をする和人に、愛衣は「えっ？」と逆に驚いて顔を上げ、すぐに自分が涙を流したことに気付いて、慌てて顔を手で隠す。

「ご、ごめんなさい、なんだか感動してしまって」

「感動？」

「和人さん、きっと色々な思いを乗り越えて、その心境になったんだろうなと思いまして……」

　和人は小さく笑ってポケットからハンカチを取り出し、愛衣の涙を優しく拭ぬぐった。

「ありがとう、愛衣さんは優しいんだね」

「いえ、そういうわけでは……私も共感できる部分がありましたので」

「愛衣さんも今の僕と同じくらい、特別な力を持つ人たちに囲まれているしね」

「……はい。今日、吉乃さんの話を聞いていて、私は弥生さんの存在にも感動したんです。きっと、吉乃さんの心の支えだったに違いないって。私も特別な力を持つ小春の支えになれたらいいなと思いました」

「もう、なってると思うよ」

　その言葉に、愛衣は照れて頰を熱くして、俯うつむいた。

「和人さんって、少しうちのお父さんに似てる……」

　うまく聞き取れなかったようで、和人は「えっ？」と振り返る。

「いえ、なんでもないです。あの、聞いてもいいですか？　ちょっと失礼なことだとは思うんですが……」

「なんだろう？」

「小春から聞いたわけではないんです。私が勝手に感じたことなんですが……和人さんは、小春のことが好きだったんですよね？」

　躊躇ためらいがちに問うた愛衣に、和人は「うん」と頷うなずいた。

　あまりにあっさりした様子に、愛衣はぽかんと口を開ける。

「え、本当に好きだったんですか？」

「うん。告白もしたよ。フラれちゃったけど」

「えっ、そうだったんですか!?」

　愛衣は上ずった声を出して、そのまま尋ねた。

「それでどうして、そこまで澪人さんを応援できるんですか？　それはまさしく『無理して強がって』いる感じですか？」

「……今回のことで気付いたんだ。僕はきっと、小春さんより澪人の方が大好きなんだって」

「──えっ？」

　愛衣は、聞き間違ったのではと、眉まゆ根ねを寄せる。

「これも強がりかもしれないけど、小春さんと付き合えることになるよりも、澪人が小春さんと上手うまくいって幸せそうな顔をしているのを見る方がずっと嬉しいって思えてね。あの人間離れしていた弟が、小春さんのことになると一喜一憂してさ。それがもう可愛くて可愛くて……」

　和人は、愉しくてたまらないという様子で口に手を当てた。

　絶句する愛衣に、和人は自分をフォローするように補足する。

「そう思うのは、これまでつらそうだった澪人を見てきているからこそだと思うんだけど」

「それは分かる気がします。でも、付き合ってしまってからは、澪人さん……変わりましたよね？　なんていうか、よそよそしい気がするんです」

　そう言う愛衣に、和人は「ああ」と頷いた。

「僕も小春さんから『よそよそしい気がする』って話を聞いて、少し心配になって澪人に聞いてみたんだ」

「澪人さんはなんて？」と、愛衣は詰め寄った。

「心配いらないよ」

「えっ？」

「本当に、まったく心配いらないと思う」

　愛衣は「はぁ」と気の抜けた声を出す。

「──ああ、愛衣さん、すっかり、三善君たちとはぐれちゃったね」

　和人の言葉に、愛衣は顔を上げる。

　人の波に吞まれて、朔也と由里子の姿が見えなくなっていた。

「連絡取る？」

「一応、連絡しますが、会うのは困難そうなので、無理に探すのはやめようかと……」

「だよね。後で『さくら庵』で会えるかもしれないし。あっ、愛衣さん、少し遠いけど、山やま鉾ぼこが見えて来た」

　通りの先に、提ちよう灯ちんの明かりと共に細長い櫓やぐらのような山鉾がそびえていた。





三






　小春と澪人は、四条高たか倉くら通どおりよりもさらに西へと進んでいた。

　山鉾は烏からす丸ま通どおりの手前から置かれてあり、より一層の人出ではあったが、満員電車の中というほどではない。

　通りには、コンチキチン、コンチキチン、と祇園祭のお囃子はやしが流れている。

　通りの先に見えるのは、夜の闇に浮かび上がる無数の提灯の明かり。

　賑にぎやかな屋台と、浴衣ゆかたを着た人たちの笑い声。

　その光景はとてもノスタルジックで幻想的であり、まるで過去にタイムスリップ、もしくは別の世界に紛れ込んでしまったような感覚になる。

　澪人は、小春の手をしっかりとつかんだまま、半歩前を歩いている。

　小春はもうずっと何も言えずに、つながれた手を見ていた。

　彼の手は、骨ばっていて、思っているよりもずっと大きい。

　駄目だ、そろそろ何か話さないと……。

「や、山鉾の提灯、幻想的で綺き麗れいですね」

　そっと口を開くと、澪人は歩みを緩めて、「そやね」と頷いた。

　お囃子がぴょーひょー、かんかんかん、という調子に変わった。

　屋台では、お面やわた菓子が売られ、子どもたちが楽しそうに買い求めている。

「……祭りはええね」

「はい」

「ほんまは、人が多いんは苦手なんやけど。今は人がいっぱいいて良かったて思う」

　どうしてだろう、と小春は微かすかに首を傾げた。

　小春も人が多いのは、苦手だ。

　今こうして澪人と祭りに来られているのは嬉うれしいが、もう少し人が少なければ良いというのが正直なところだ。

　もしかしたら、人が多い方が活気が出て、祇園の町にパワーが宿るということなのかもしれない。

　すぐに納得して、のんびり通りを歩く。

　つないだままの手は、どうしても汗ばんでくる。

　自分は平気だが、彼がどう思っているのか気になってならない。

　気持ち悪いと思われてしまったら、居たたまれない。

「あ、あの、私……緊張すると、手にすぐ汗をかいてしまって……なので、あの」

　気持ち悪かったら離してくださいね、と、小春が言おうとした瞬間、澪人がさらに力を込めて、ぎゅっと手を握ってきた。

　胸がしめつけられて、息が苦しいほどで、小春は胸元で拳こぶしを握った。

　また、何も話せなくなって、しばらく無言になる。

　せっかく二人でいるのだから何か話さなくては、と小春は口を開く。

「……祇園祭の発祥って、『神しん泉せん苑えん』でしたよね？」

「そうやね。貞じよう観がん十一年、西暦で言うと八六九年、日本各地に疫病が蔓まん延えんし、神泉苑で『御ご霊りよう会え』が行われたんや。それが始まりて言われてる」

　この話は、以前にも聞いたことがあった。

　小春が辰たつ巳み稲荷いなりで小さな蛇──若宮の化身と出会った後に、不思議な夢を見た時だ。

　夢の中に出てくる庭園が、どこのものか吉乃たちに尋ねた時に、神泉苑ではないかという話になり、その際に教えてもらったのだ。

　おかげで、若宮を神泉苑へ送り届けることができた。

　若宮はどうしているのだろう、と小春は目を細める。

　もう、すっかり自分の前に姿を現わさなくなった。

　彼は、京の結界を護まもるために遣わされた存在であり、それが終わったから、もう姿を現わさなくなったのだろうか？

　少し寂しい気持ちになったがそもそも神とはそういうものであり、これまで近くにいられたことが幸運だったのだろう、と小春は思い直した。

　やがて山鉾──『長刀なぎなた鉾ほこ』のすぐ近くまで来た。

　小春は『長刀鉾』を見上げて、「わぁ」と声を洩もらした。

　山鉾は、一言で言うと大きな車輪がついた櫓のようなもの。

　全体的に赤を基調とする中、前まえ懸かけは花文様、胴どう懸かけは獅し子しと、とても華やかだ。

『長刀鉾』は、その名の通り、鉾の先に大長刀がついている。

　そのせいかスッと天に伸びるような凜りんとした雰囲気であり、この山鉾に近寄るだけで、そこに込められた歴史と想いの深さがひしひしと伝わってくる。

　千年以上も続く祭りへの希望と誇りが感じられて、思わず目に涙が浮かんだ。

「素晴らしいですね……」

「そうやね。この『長刀鉾』が、三十三ある山鉾の中でもっとも創建が古いと言われているんや」

　澪人も山鉾を見上げながら、山鉾について説明してくれた。

　西暦九九八年の祇ぎ園おん会えの時に大だい嘗じよう会えの標しめ山やまに似た作つくり山やまを作った人がいて、それが山鉾の原型になったそうだ。

　当初は手で持った鉾に台と車が付いている程度の簡単なものだったようで、今の形になってきたのは、平安後期あたりからだそうだ。

　また、この『長刀鉾』だけは、他の山鉾と違い、人形ではなく本物の稚ち児ごが乗るらしい。

　小春は話を聞きながら、もう一度長刀鉾を見上げる。

「稚児も選ばれるものなんですか？」

「そうやね。六月頃に京都市内の家庭から選ばれるんや。一応一般公募らしいんやけど、選出の基準は葵祭の斎さい王おう代だい同様、公にはなってないんや。そやけど、『ええとこの子』が選ばれるて印象はある」

　小春は小さく笑って、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

　烏丸通を越えると、山鉾が建ち並ぶのが見えてくる。

　三十三基の山鉾が、堀ほり川かわ通どおりの手前までに置かれている。

　どの山鉾も、それぞれに違っていて見み応ごたえがあった。

「小春ちゃん、何か飲む？」

　通りにある自動販売機を見付けてそう言った澪人に、小春はこくりと頷うなずいた。

「は、はい、お茶を飲みたいです」

　もう、からからと言っても良いほどに喉のどが渇いている。

「何か食べたいものは？」

「お腹はいっぱいで……」

「そやね、『さくら庵』でいっぱい食べたし、僕もお腹はいっぱいや」

　澪人はするりと手を放して、四条通から北へと上がり自動販売機へと向かった。

　解放された手。

　寂しいような、ホッとしたような不思議な気持ちだ。

　今までつないでいた右手は、不思議な熱を帯びていた。

　澪人は、お茶を二本買って、「どうぞ」と小春に差し出した。

「ありがとうございます」

　小春はキャップを開けて、ごくりと喉の奥に流し込むようにお茶を飲んだ。

　冷たさが体中に広がって、火照っていた心身が少し落ち着く気がした。

　四条通を少し北へとそれただけで、随分人の量は減ったように思える。

　ふう、と息をつくと、

「疲れてへん？」

　澪人が少し心配そうに見下ろす。

　やはり彼は、変わらずに優しい。

　これまでの心配がすべて杞き憂ゆうだったのではないかと思えてくる。

「大丈夫です」

　小春が見上げると、視線が合うなり、澪人はスッと目をそらした。

　また、ちくりと胸が痛む。

「あの、澪人さん……」

　どうして、目を合わせてくれないんですか？

　そう尋ねようとした、その時、

「誰か、助けてください。助けてください！」

　と、小学生くらいの男の子が、さらに北の方からこちらに向かって駆けてきていた。

「お願い、助けてください」

　道行く人たちに声を掛けても、彼らは知らない振りで歩いて行く。

　お祭りの最中、厄介事に巻き込まれたくないと思っているのだろうか。

　いや、もしかしたら、少年は人間ではなく、他の人に見えていないのかもしれない。

「助けてください」

　少年が、通りすがる人の袖そでをつかむと、

「何なの」

　と、その人はつかまれた手を振り払うようにして歩き出した。

　違う、幽霊ではない。

　ちゃんと見えているのに、無視しているんだ。

　──信じられない。

　小春は、無視する人たちに怒りを感じながら駆け出して、

「どうしたの？」

　と、少年の前にかがみこんだ。

　少年は、心底ホッとしたように頰を緩ませる。

「助けてくれますか？」

「うん、何があったの？」

「こっち」

　と少年は小春の手をつかんで、駆け出す。

「小春ちゃんっ……！」

　小春が振り返って澪人を見ると、彼は驚いた様子で追い掛けてくる。

　少年は、とても足が速かった。

　小春は足が速い方ではないのだが、必死で走る少年について、自分も懸命に走った。

　通り過ぎる人たちが、ぎょっとしたように振り返っていく。

　浴衣ゆかたを着た少女が全力で走る姿は、驚くべき光景かもしれない。

　小春は、その後を追うように走る澪人が、少し気の毒に思えた。

　まるで自分と少年が、澪人から逃げているように見えるのではないだろうか。

　新しん町まち通どおりを北へと走り、情緒のある町家づくりの家の前で少年は足を止めた。

「──ここです。助けてください」

　少年は小春の手を放して、懇願するように両手を組み合わせる。

　玄関の引き戸が全開になっていた。

　この家の人に、何かあったのだろう。

　やがて澪人も追いつき、はぁはぁと息を切らしている。

「さすが、足が速いんやね」

「さすが？」

　小春がきょとんとすると、「こっち」と少年が手招きをして、開放されたままの扉から、家の中に入っていく。

「わ、分かった。失礼します」

　小春と澪人は一礼をして草ぞう履りを脱ぎ、中に入ると、ううっ、と家の奥からの呻うめき声が耳に届く。

　小春と澪人が、声がした廊下の先に目を向けると、階段の下で蹲うずくまる老女の姿が見えた。

「大丈夫ですか？」

　二人はすぐに、彼女の許もとに駆け寄る。

「かんにん、一度外に出て、忘れ物を取りにここまで戻ったら、突然ぎっくり腰になってしもて……」

「救急車を呼んでいいですか？」

「あかんあかん、先生を呼ぶだけでええさかい」

「ほんなら、とりあえず、ここから運びますね」

　澪人はそう言って、彼女の体を抱き上げる。

　小春は、すぐに和室へ続くと思われる襖ふすまを開けた。

「お布団、敷きますね」

「かんにん、そこの押し入れや」

　小春は、はい、と押し入れを開けて、手際よく敷布団を出す。

　澪人はそこに老女を寝かせた。

「あたたた、電話取ってくれへん。先生に電話するし」

　小春は、ちゃぶ台の上にある固定電話の子機を取り、彼女に手渡した。







　そうして無事、医師と電話がつながり、小春と澪人はホッと胸を撫なで下ろす。

「かんにんえ、最近、腰があかんで、お詣まいりもしてたんや。ほんで少しようなったて思ってたんやけど……」

　はあ、と息をつく彼女に、小春は小首を傾げるも、澪人は、ふふっ、と笑った。

「ちゃんと、見守ったはります。それから僕らが呼ばれましたし」

「そうかもしれへんね、ほんまにおおきに。二人とも耳がええんやね」

　彼女はそう言って、にこりと笑った。

「耳が良い？」

「うちの『助けて』て声を聞いてくれたんやろ？」

「あ、いえ、男の子が案内してくれまして」

　小春は顔を上げたが、少年の姿はどこにもない。

「男の子？」

　少しの間の後、なんでもないです、と小春は笑みを返す。

　やがて医師が到着したことを確認し、小春と澪人は彼女の家を出た。

　家の前には、少年が嬉うれしそうに待っていた。

「あっ、ここにいたんだ」

　小春が、ホッとするも、はっきりと見えていたその姿は、半透明になっていった。

「──っ！」

『ありがとうございました』

　そう言って少年は、深く頭を下げる。

　……ああ、そうか。

　やはり、皆は、この子を無視していたのではない。

『見えなかった』のだ。

　振り払った人は、たまたま人よりも霊感が強かっただけだったのだろう。

　この子は、人ではなかったのだ。

　先ほどまで、姿がはっきりしていたのは、おばあさんを救おうという意志が強かったため。

　役目を終えた彼の姿は、透き通っている。

　少年はそっと手を伸ばして、再び小春の手を握った。

『すみません、僕を家まで連れ帰ってもらえますか？』

　もう一度頭を下げる少年に、小春は「家？」と戸惑った。

　てっきり、この家に棲すんでいるのかと思ったら、どうやら違うようだ。

「ええよ、こっちや」

　澪人は、躊躇ためらいもなく歩き出す。

「澪人さん、この子の家を知ってるんですか？」

　驚く小春に、澪人は頷うなずく。

「この近くや」

　澪人は烏丸通に出て、そのまま北へと進む。

　ある神社の前まで来て、足を止めた。

　少年は、小春の手を放すなり、ぽんっとその姿を変えた。

　まるまるとしたウリ坊が、嬉しそうに小春を見上げている。

「イノシシの子ども？」

　小春は驚いて、目を剝むいた。

「小春ちゃん、この子は、ここ、『護ご王おう神社』のお遣いや」

　そう言って、神社を仰ぐ。

「──イノシシが？」

　と、小春は言いかけて、口を噤つぐんだ。

　その神社は、狛こま犬いぬではなく、狛猪の神社だった。

「足腰にご利益のある狛猪で知られる神社なんや。あのおばあさんは腰を悪くしてから、ここを詣るようになって、ほんでもぎっくり腰になってしもたから、慌てて遣いを走らせたんやろ」

　澪人はしゃがみこんで、ウリ坊の頭を撫でる。

「さすがの足の速さや」

「そうだったんですね」

　小春もしゃがんで、ウリ坊の頭を撫でた。

　こうやって、神様が見守ってくれていると思うと、心強い気持ちになる。

　最近、自分の前に姿を現わしていない若宮も、きっとちゃんと見守っていてくれて、ピンチの時はそっと助け船を出してくれるのかもしれない。

　ウリ坊は、ぺこりと頭を下げて、境内へと入っていく。

　やがてその姿は、ふっ、と夜の闇に消えてなくなった。





四






　その後、小春と澪人は中なか立だち売うり御ご門もんから京都御ぎよ苑えんの中に入り、敷地内を散歩するように歩いていた。

「『京都御ご所しよ』と『京都御苑』って、違いがあったんですね」

　同じものかと思っていた、と小春は独り言のようにつぶやく。

『京都御所』とは旧皇居を指し、それを取り囲む公園部分を『京都御苑』と呼ぶそうだ。

　公園である『京都御苑』への門は二十四時間開放されていて、いつでも散歩できる。

　そのことを知らない人も多いのか、御苑内にひと気はあまりなかった。

　遠くからお囃子はやしが聞こえる中、夜空には美しい月が浮かんでいる。

　まるで夢でも見ているかのような光景だ。

　そして隣には、絵巻から出てきたように美しい青年がいるのだから……。

　今は手をつないでいない。

　もう一度、つないでくれないだろうか、と淡い期待を胸に、小春はちらりと澪人に目を向ける。

　しかし、澪人は遠くを見たまま、小春を見ようとはしていなかった。

「……さっきのウリ坊、可愛かったですよね」

　つい、沈黙が怖くなり、なんでもないことを口にする。

「そうやね。コウメみたいにまんまるや」

　そう言った後、澪人は少し黙り込み、ややあって深く息を吐き出す。

「僕も昔、動物に助けを求められたことがあったんや。その時のことを思い出した」

「動物に？」

　澪人は一瞬黙り込み、一拍置いて振り返った。

「……小春ちゃん、僕がなんで動物を操れるのか、その説明をしたいと思います」

　そう言ってしっかりと視線を合わせた澪人に、どきんと鼓動が跳ねた。

　彼はこれまで、なぜ自分が動物を操れるのか話したくなさそうだった。やはり何か特別な理由があったようだ。

　はい、と小春が頷くと、少しの沈黙が訪れる。

　緊張を覚えたが、今度は怖くはならない。

「ほんで今から僕が伝えること……伝えたいことやね。口で話した方がええ？　それとも、読み取る方がええ？」

　澪人はそう言って、くしゃりと前髪をつかむ。

「……澪人さんは、どっちが良いですか？」

「全部見られるのは、怖い。そやけど、上手うまく説明できる気がしぃひん……」

　澪人は、ゆっくりと手を差し出した。

　それはその手をつかんで意識を読み取ってほしいということであり、小春は頷いて、両手でその手を包むようにする。

　澪人は強こわ張ばった表情のまま、小春を見詰め返す。

　小春は微笑んで、しっかりと視線を合わせ、額に力を込めた。

　そして目を瞑つぶると、彼の伝えたい過去の出来事が、するするとまるで映像のように小春の脳裏に流れてきた。




　　　　＊　＊　＊




　──下しも鴨がもの賀茂邸の和室。

　澪人がその部屋で横になっていると、庭に白い髪の美しい女が現われた。

　それは幼い頃、自分を喰くいたいと言った妖あやかしだった。

　彼女は、澪人を見て愉たのしげに笑う。

『何が可笑おかしいんや？』

　澪人は、そっと上体を起こして、睨にらみつける。

　幼い澪人に恐怖を植え付けた妖だったが、成長した今は恐れるに足りない存在だ。

『驚いたのさ。あんたは、もうそんなに大きくなったんだねぇ。人の子の成長は犬のように早い』

　そう言って彼女はくっくと笑う。

『……さすがに、犬ほどは早くはないし』

『いくつになったんだい？』

『十六や』

『それはいいね。もう、大人だ』

　次の瞬間、彼女は澪人を組み敷いた。

『──ねぇ、交わってくれないかい？　わたしはあなたの胤たねが欲しい』

　鼻先がつくほどの距離でそう言う。

　彼女の臀でん部ぶには、白い狐の尾が揺れていた。

　澪人は小さく笑って、その体をどかす。

『お断りや』

　澪人の体が大人になるなり、こうしたことは頻繁にあった。

　彼らはいつも美しく魅力的な女性の姿で、夜よ這ばいに来る。

　動揺しないわけではない。

　だが、人ではない、その瞳ひとみにいつもうんざりさせられていた。

　そして今や、もう慣れてしまったことだ。

『なに、ただでとはいわないよ。特別な力を授けてあげる』

『せっかくやけど』と手をかざす。

『わたしを抱けて、その上、特別な力まで授かれるんだから、悪い話ではないだろう？』

　彼女が白い手を伸ばすと、澪人はその手首をつかんだ。

『そういう誘惑はよう受けてまして。〝特別な力を授ける、金や名誉を与える〟て、よう言うてくれます。皆さん、僕の胤にえらい価値を感じてくれてるみたいで、光栄やね』

『そうだよ、なんなら、髪の毛一本でも欲しいところさ』

　つかまれたままの手をさらに伸ばそうとする彼女に、澪人はにこりと微笑んだ後、蔑さげすむような目で見下ろした。

『はよ帰るんやな。木っ端みじんに滅してもええんやで』

　澪人の迫力に彼女は、体をびくっとさせる。

　このままでは、本当に跡形もなく祓はらわれると感じたのか、

『分かった、帰るよ。幼い頃とは別人じゃないか、怖い怖い』

　すぐに、姿を消した。

　澪人は、ふぅ、と息をついて、再び畳に横たわる。

『……こんなんばっかり、もう嫌やわ、ほんま』







　それからしばらくしてのこと。

　再びその妖が現われた。

　澪人はすぐに追い出そうとして、口を噤つぐむ。

　これまで、飄ひよう々ひようとしていたのが噓のように、やつれた姿で涙を流していたのだ。

『お願いします、お願いします』

『なんやねん』

『わたしの子どもを助けてください。白銀の毛が珍しいと人の子に攫さらわれてしまって。これは妖の子に違いないからと、家に強力な札を貼っているため、入れないのです。このままではあの子は殺されて、毛皮を剝はがされてしまう』

　すがるように言う彼女に、澪人は何も言わずに目を細める。

『もし助けてくれたら、もう人の子の世界からは離れて暮らします。人に復ふく讐しゆうも悪さもしません』

　泣きつく彼女に、澪人は小さく息をついて立ち上がる。

『……ほんなら、今言った約束を、書面に契約として残すんや。血の拇ぼ印いんつきやで』

　そう言って紙と筆を置いた。

　血の契約は、妖や精霊にも有効であり、彼女は『さすが、抜かりないね』と涙を拭って苦笑する。

　妖は、約束事を紙に書き、血判を捺おして澪人に手渡した。

　澪人は書面を確認し、うん、と頷うなずく。

『──ほんで、その子はどこに？』

『大おお原はらの山奥に』

『分かった。案内してくれへん』

　澪人はそう言って、縁側から外に出て、スクーターに跨またがる。

　妖は白銀の狐に姿を変えて、駆け出した。




　──子狐を助けるのは、簡単なことだった。

　澪人がしたのは、倉庫に貼られた妖除よけの札を剝がすだけ。

　あとは、母狐が中に忍び込んで子狐を助け出した。







『──ありがとう、まさかあんたが本当に力になってくれるとは思わなかった。約束通り、自分の世界に帰るよ』

　彼女は、子狐を愛いとしそうに抱いて言う。

　嬉うれしそうな様子だが、子狐を助ける時に、様々な罠があったのだろう、彼女の体は傷だらけだった。

『…………』

　澪人は息をついて、懐からナイフを取り出し、自分の髪を一房つまんで、切り落とした。

　驚いたような目を見せる彼女に、澪人はその髪を差し出す。

『これが、最初で最後や。自分の里に帰るくらいの力にはなるやろ』

　彼女は震えるようにその髪を受け取ると、『ありがとう』と言って一筋の涙を流す。

『はよ、自分の里に帰るんやで』

『ああ、そうするよ。本当にありがとう』

　彼女はそう言うなり白い手を伸ばし、澪人の唇に自分の唇を押し当てた。

『っ！』

　油断していた中の不意のこと。

　自分のエネルギーのすべてを吸い取られてしまうのではないかという恐怖を覚え、すぐにその体を突き飛ばす。

　離れるなり、彼女の姿は狐に変わった。

〝……わたしの持つ力のすべてを、あんたに渡したよ〟

　もう人の言葉を話せなくなった彼女は、狐の姿で意思を伝える。

　その言葉に偽りはなく、自分の体に電流が走っているかのように新たな力が満ちていた。

『……何を、やってるんや？』

〝ほんのお礼と、これまでのお詫わびさ。妖あやかしはもう卒業するよ。子どもと一緒に、人里離れた山で普通の狐として暮らすことにする。……わたしの力があんたの役に立つのなら嬉しい。ありがとう〟

　彼女はそう言って、澪人の髪を大事そうに口に咥くわえて、そのまま姿を消した。
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「…………」

　意識を読み取った小春は、そっと目を開ける。

　澪人は目を伏せて、大きく息をついた。

「こういうことがあって、僕は妖の力を手に入れたんや」

　小春は、納得した。

　彼が動物を操れること、天気を当てることは、その妖の力をもってしてのことなのだろう。

　他にどんな力があるのかは、今の小春には分からなかった。

　ただ、時に人ではないと感じさせるその雰囲気も、妖から受けた力の影響もあるのかもしれない。

　──良かった、と小春は胸に手を当てた。

　一体、彼は誰とキスしたのだろうと思っていた。

　こういうかたちの、本意ではなく不慮の事故のようなものだったんだ。

　……相手が人間じゃないというのも、澪人らしいのかもしれない、と小春は微かすかに肩をすくめる。

「ほんまは、知られたなかった。けど、必ずその内に露見するて思うてました」

　意識を読むことに長たけた小春と一緒にいる以上、遅かれ早かれこの過去が知られると思ったのだろう。

　小春は、もしかして、と前のめりになる。

「澪人さんが目を合わせてくれなかったのは、今のことを知られたくなかったからですか？」

　よそよそしかった原因は、ここにあったのか、と小春は瞬いた。

「そうやね。あなたを前に、今の僕は少し無防備やし、ふとしたことで、知られてしもたら幻滅されるかと……」

「そんな、幻滅なんて！」

　小春は、首を振る。

「あまり言いたないんやけど、過去に不本意なことは、他にもあって」

「えっ」

「そやけど信じてほしいんや。自分から求めたのは、小春ちゃんだけ……あなたただ一人や」

　まっすぐにこちらを見てそう言う。

　その瞳ひとみに、射い貫ぬかれるような気がした。

　彼はもう二十歳になる青年だ。

　知られたくないことの一つや二つ、あって当然だろうと思う。

　何より、自分だけだと言ってくれた言葉が嬉しく、小春は何も言えないまま頰を熱くして、立ち尽くす。

「ほんで、よそよそしくなってしもたのは、知られたくないことがあっただけやなくて……」

　澪人は、弱ったように髪を搔かき上げる。

　他にも、何か理由があるようだ。

「和人さんのことですか？」

　澪人は何も言わずに、微かに頷く。

「……申し訳なく思うんですか？」

「最初はそんな風に思う気持ちもあったんやけど、三善君に『気にしすぎるのも失礼』て言われて、ほんまやなて思うたんや。兄が僕らを噓偽りなく手放しで祝福してくれているのが、伝わってきてますし」

　そう話す澪人に、小春は黙って相槌をうつ。

「……そやけど、なんやろ。また僕は兄に打ちのめされてん。僕やったら兄のように手放しで祝福なんてできひん。やっぱり大きな人やなって。それに比べて自分は小さいし。小春ちゃんにはきっと、兄のような人の方が相応ふさわしいんちゃうかとも思えて。二人で並んでいるとことか、ほんまにお似合いに見えたし……」

　こんなこと言うてるところも小さいんやけど、と澪人は零こぼして、くしゃりと自分の髪をつかんだ。

　そんな澪人を前に、小春は呼吸ができないほどの動どう悸きを感じる。

　同時に目頭が熱くなり、思わず澪人に背を向けた。

「……小春ちゃん？」

　澪人が、戸惑ったような声を上げる。

「ごめんなさい。そんな風に考えてくれているなんて思ってなくて……私は、澪人さんが、私を避けているように感じていたんです。もしかしたら私と付き合うと言ったことを後悔してるんじゃないかって……」

「どうして、そないなことを？」

　澪人はうろたえたような口調で問うた。

「目も合わせてくれないし、よそよそしいし、二人きりになるのを避けているようにも感じていて、もしかしたら左近衛大将の意識が浄化したことで、澪人さんの中にある私への気持ちが薄れたんじゃないかと……だから、付き合うと言ってしまったことを後悔しているんじゃないかって、それなら、私の方からお別れを言った方がいいんじゃないかって……。でも、苦しくて……」

　小春は、澪人に背を向けたまま、大きな木の幹に両手を当てる。

　振り向くことができなかった。

　涙が止まらなかったからだ。

　だけど、どうしても、肩が震えてしまう。

「──小春ちゃん」

　澪人が歩み寄り、背後からぎゅっ、と強く抱き締めてきた。

「かんにん。ほんまのことを言うと目を合わせられなかったのは、怖かったからや」

　強い腕に、心臓が止まるのではないかと思うほどの衝撃を感じ、小春は目を瞑つぶる。

「……私に知られたくないことを読み取られることがですか？」

「そうやない。怖いのは僕自身や……」

「えっ？」

　それはどういうことだろう、と小春は戸惑いながら振り返り、涙目のまま澪人を見上げる。

　すると澪人は、そっと目をそらした。

「あかん」

「えっ？」

「そんな目で見んといて」

　自分がどんな目を見せているのだろうと小春は目許に手を当てる。

「ちゃう、あかんのは僕や。あなたが可愛らしくて、近くにいるとつい触りたなる」

　小春は言葉を失って、澪人を見た。

「あなたを前にすると、考えるよりも先に手が伸びてしまうことがあるんや。僕は、自分が信用できひん。二人きりになるのが怖い。そやけど、今日は祭りで人もぎょうさんいはるし、いつもより接近しても暴走せんと大丈夫やろて思うてて。それやのに、気が付くと、今はこんなにひと気のないとこや」

　澪人はそっと小春の頰に手を触れる。

「こうして、すぐに触りたなってあかん」

　熱っぽく自分を見下ろす澪人の瞳に、小春はぶるりと震えた。

「嫌やったら、この手を弾はじいてや。すぐやめるし」

　澪人は、頰を優しく撫なでながらそう言う。

　大きな掌てのひらのぬくもりが心地よく、小春はそっと目を瞑る。

「そやから、そやって目を瞑ったりしたら……」

　頰に触れた澪人の手が強こわ張ばった。

　彼が何をしたいのか伝わってきて、小春は目を瞑ったまま震えるように顔を上げる。

　頰に触れていた大きな手が移動して、後頭部を支えるように包む。

　薄目を開けると、彼の顔がゆっくりと近付いてくるのが見えた。

　小春は再び、目を瞑る。

　体が大きな木の幹に優しく押し付けられ、唇が重なった。

　得体の知れないエネルギーがらせん状に舞い上がっていくような気がして、全身が痺しびれるように震える。

　小春がギュッと澪人の腕をつかむと、強く抱き締められた。

　くらくらと目眩めまいがし、立っていられなくなるような感覚がする。

　彼はそんな自分の体をしっかりと支えていた。

「……小春ちゃん」

　唇を離すなり、吐息のように洩もらされる自分の名。

「──好きや」

　耳元で囁ささやかれて、今度こそ膝ひざから崩れ落ちそうになり、澪人にしがみついた。

　気が付くと、自分の頰は涙で濡ぬれている。

「もうずっと、こうしたくて仕方あらへんかった。二人きりになるのが怖かった。かんにん、やっぱり自分を抑えられへん」

　しっかりと自分を抱き締める澪人の体も、小刻みに震えていることが分かった。

　小春は胸の中で、首を振った。

「好きです、澪人さん」

「そんなん言うたら、あかん。止められへん」

　再び唇が重なる。

　澪人の手が小春の首筋から下に移動しそうになった瞬間、ばさっと上から木の葉の塊が落ちてきた。

　二人は、はっとして木の上を見る。

　そこには、白く丸い動物がいた。

　むんっ、と三本の尾を立てて、こちらを見下ろしている。

「あ、コウメちゃんっ！」

「ほんまや」

　視線が合うなり、コウメは遠慮したのか、さっ、と姿を消した。

　二人は急に気恥ずかしくなり、少しだけ離れた。

「邪魔されてしもた」

　……もう、コウメちゃん、と小春は真っ赤になって俯うつむく。

「きっとあれは、いけずなお方の差し金やな。そやけど、今は感謝やね」

　澪人は額に手を当てて、はぁ、と息をついた。

「えっ」

「なんでも、あらへん。そろそろ、ここを出ましょか」

　澪人は、小春の手をつかんで歩き出した。

　小春は半歩先を歩く澪人の後ろ姿を見て、つないだ手に力を込めた。

「澪人さん、私……前世のことで、まだ、話してなかったことがあるんです」

　澪人は足を止めて、振り返る。

　思いもしない言葉だったのだろう、澪人の瞳ひとみが動揺の色をみせていた。

「あなたを亡くした後、分かったんです」

　澪人が、息を吞のんだのが分かった。

「あなたの子どもを授かっていることに……」

　澪人は、えっ、と声を洩らし、目を見開いた。

　少しの沈黙の後、澪人は詰めよる。

「え、それは、ほんまに？」

「は、はい」

「そ、それで？」

「無事、出産しました。あなたにそっくりな男の子」

　それが和人であることを口にする前に、気が付くと澪人に強く抱き締められていた。

「──信じられへん。おおきに、ほんまにおおきにありがとう」

「……澪人さん」

「たった一人で僕の子を産んでくれるなんて。ほんで、あなたを一人にしてしもて、ほんまにかんにん」

　小春は、涙を流しながら首を振る。

「あなたを慕うたくさんの人が力になってくれました」

「ほんまにおおきに」

　澪人は嬉うれしそうに愛いとしそうに、小春を抱き締める。

　二人はしばし幸せな気持ちで抱き合い、ふと、我に返った。

「な、なんだか、変ですよね、私たち」

「ほんまや、奇妙やね。何やってるんやろ、僕ら」

「本当に……」

　顔を見合わせて、くっくと笑い合う。

「……小春ちゃん」

　はい、と顔を上げると、澪人は優しく小春の頰を撫でる。

「色々と不安にさせてかんにん。結論を言うと、僕はほんまに未熟で、『幸せすぎて不安になる』て状態やったんや」

「それは……私も分かる気がします」

　二人揃って、ふふっ、と微笑んだ。

「あの、話には続きがあるんです」

「うん？」

「生まれた子は、本当に素晴らしい子でした。優しくて理知的で、行動力があって、穏やかなのにぐいぐい引っ張っていってくれる、そんな男の子で」

「なんや、兄みたいやね」と澪人は笑う。

「はい」

「えっ？」

「その子が、和人さんだったんです」

　頷うなずいた小春に、澪人は「はっ？」と動きを止める。

「和人さんは、前世での私たちの息子なんです。そのことを和人さんに伝えたら、彼の中にも思うところがあったみたいで、すごく納得してくれまして」

　小春がまだ話している途中にも拘かかわらず、澪人は「ええっ？」と声を上げた。

　滅多に聞かない澪人の大きな声に、小春はびくんと肩を震わせる。

「あ、かんにん、信じられへん。そやったら、なんで兄は僕に言わへんのやろ」

「ええと、最初は『こんな面白いことは自分の口から伝えたい』ということを言ってたんですが、その最高に良いタイミングを逃したから、私から伝えて良いと言っていて……」

　兄さん……、と澪人は額に手を当てる。

「信じられませんか？」

「いえ、ほんでも、僕の中でも、すっきりしました。前世で僕は息子に何もしてあげられんと、現世では力になりたいて思います」

　ふぅ、と澪人は脱力したように肩を落とす。

　小春は、くすくすと笑いながら、「そうですね、私も力になりたいです」と頷く。

「そやけど、あなたのことは渡せへんのやけど」

　澪人はそう言って、もう一度小春を優しく抱き締めた。

　小春も澪人の背中に手を回して、「はい」とつぶやく。

　彼のぬくもりに切ないくらいの愛しさを感じながら、そっと目を伏せる。

　帰ろうか、と二人は手をつないで、歩き出した。

「……ほんで、小春ちゃん」

　なんだろう、と小春は顔を上げた。

「今度、付き合おうてほしいところがあるんや」

「……どこですか？」

「神泉苑に……あの方に、お礼に行きたいて思います」

　そう言った澪人に、小春の胸が熱くなった。

「──はい。私も、行きたいと思っていました」

　そう、できることなら、二人で行きたいと思っていた。

　きっと、若宮は喜んで自分たちを迎えてくれることだろう。

　祭りのお囃子はやしが、遠くから聞こえてきている。

　御苑に差し込む月の光が、木々を照らしていた。








エピローグ









　愛衣と和人も山やま鉾ぼこを観て回り、見学ができるようになっている函かん谷こ鉾ほこの中を覗のぞいたりと、楽しい時間を過ごしていた。

　愛衣は、函谷鉾でもらった団扇うちわを手に歩きながら、和人を見上げる。

「……やっぱりお聞きしたいんですが、澪人さんが大丈夫って、どうして分かるんですか？」

　聞いてはいけないかと追及していなかったが、やはり気になる気持ちを抑えられず尋ねた愛衣に、和人は、「ああ」と思い出したように頷いた。

「その話、途中だったね」

　和人の様子から、話したくなかったわけではなかったんだ、と愛衣は拍子抜けして、肩の力が抜けた。

「前に祇園に行った時に、小春さんから澪人がよそよそしいように思える、って相談されて、その夜に直接、澪人に聞いたんだ」

　愛衣は黙って、相あい槌づちをうった。




　　　　＊　＊　＊




　澪人は下鴨の家にいる時は、自分の部屋よりも和室にいることが多い。

　その日もやはり澪人は、和室の縁側に座っていて、ぼんやりと庭に遊びに来ている猫を眺めていた。

『澪人、今日はごめんね』

　和人がそう声を掛けると、澪人は訝いぶかしげに見上げる。

『何を謝ったはるんですか？』

『だって、勝手に、小春さんと二人きりで会っちゃったから』

『……勝手にて。兄さんと小春ちゃんの付き合いがあるやろし、好きにしたらよろしい』

『そう言いながら、怒ってない？』

　笑いながら隣に腰を下ろすと、澪人は、ふぅ、と頰ほお杖づえをつく。

『怒ってへん。腹が立つとしたら、自分にやね』

『小春ちゃんを不安にさせてるから？』

『そやね、つい、よそよそしい態度を取ってしもて』

『それは、僕に遠慮しすぎて？』

『それもあるんやけど、どうしても目を合わせられへん』

　澪人はそう言って、目を伏せる。

　そんな澪人を見て、和人はピンとくるものがあった。

　彼女は、目を合わせることで、人の心を読める力を持つ。

　おそらく彼女を前にした今の澪人はどこか無防備であり、そんな状態で目を合わせ、心を読まれるのが怖いのかもしれないと──。

『……そっか、目を合わせるのが怖いんだ』

　なるほどねぇ、とつぶやくと、

『そやねん。小春ちゃんが、可愛らしくて』

　澪人は息を吐くように言った。

『えっ？』

　聞き間違いかと、澪人を見る。

『側に寄ると、思い出してしまうんや』

『前世のことを？』

『ちゃいます。身固めした時のことや』

『……身固め。ああ、澪人の呪いを解いた時のこと』

　相手の体をしっかりと抱き締めて、呪いを解く術のひとつだ。

　あの夜、小春は澪人の体を一晩中抱き締めていたと聞く。

『あかんて思うんやけど、つい、身固めん時の翌朝のことを思い出してもて。あの子の寝顔とか、柔らかい二の腕とか、少し見える鎖骨とか……これは、あの子に読み取られたら、絶対あかんやつや』

　澪人は両手で顔を覆った。

『──ああ、たしかに。それは、絶対見られちゃ駄目なやつだね』

　思わず、強く納得して頷く。

『ほんで目が合うと、息が苦しくなって。そやからあんまり合わせられへん』

　澪人は胸の前に拳こぶしを握り、目を細めた。

『えっ、澪人、それ、本気で言ってる？』

『小春ちゃんが、可愛すぎて、ほんまあかん』

　澪人は、ばたん、とそのまま縁側の床に横たわる。

　そんな澪人を見下ろし、和人はぽかんとしたかと思うと、口に手を当てた。

『そ、そんな澪人が「あかん」だよ。めちゃくちゃ可愛いんだけど』

『はっ？』

『今の顔、写真撮ってもいい？　青い春、真まっ只ただ中なかの澪人の顔』

　ポケットからスマホを出すと、澪人は『もう、僕は二十歳や、青い春の齢としやないし』と呆あきれたように、顔を背けた。




　　　　＊　＊　＊




「──そういうわけで、よそよそしくなってたみたいなんだ」

　和人は人差し指を立てて、にこりと笑う。

　話を聞き終え、愛衣は呆ぼう然ぜんと口を開いた。

「そ、それ、本当のことですか？」

「うん、噓みたいだけどね」

　その時のことを思い出したのだろう、和人は口に手を当てて、ふふっと笑う。

　それは本当に大丈夫そうだ、と愛衣も安心して胸に手を当てた。

　その時、通りの先で、由里子と朔也が「あー、いたーっ！」と手を振っているのが見えた。

「由里子センパイ、朔也くん」

　駆け出そうとした愛衣は、人の波に圧おされて体勢を崩し、躓つまずきそうになる。

「危ない」

　和人はすぐに愛衣の腕をつかんで、体を支えた。

「あ、ありがとうございます」

「人が多いから、気を付けて。それじゃあ、二人の所に行こうか」

　和人は、ごく自然に愛衣の手を取って歩き出す。

　愛衣は戸惑いながらも、笑みを浮かべて、彼の後に続いた。




　　　　＊　＊　＊




　──一方、祇園の『さくら庵』では、近所の人たちが食べ物を持ち寄って、昔話に花を咲かせていた。

「やれやれ、もう、老人会だな」

　宗次朗は小さく笑って、店先のベンチに腰を下ろす。

　こんなにも賑にぎやかだが、京の町はネオンが少ないため、月や星がとても綺き麗れいに見えた。

「……見納めかと思うと、少し寂しいな」

　夜空を見上げて、ふぅ、と息をつく。

　すると店から弥生がひょっこり顔を出した。

「宗ちゃん、もう酔っぱらったんか」

「この程度で酔えるくらいになったらいいんだけどな」

「宗ちゃんは、吉乃さんに似て酒が強いし」

　弥生はひゃっひゃと笑って、宗次朗の隣に腰を下ろした。

　宗次朗は、すっ、と弥生の方を向き、

「……弥生さん、うちのお袋をずっと側で支えてくれて、ありがとうございました」

　と、深く頭を下げた。

「え、なんやのん、急にあらたまって。やっぱり酔っぱらってるやろ。いつも吉乃さんのこと、『ばーさん』言うてるのに、昔みたいに『お袋』って……」

「酔っぱらってるように見えるかもしれないけど、違うんだ。後でお袋にも言うつもりなんだけど、俺、浅あさ草くさに帰ろうと思ってる」

　えっ、と弥生は絶句した。

「杏ちゃんか」

「いや、そういうわけじゃない。まぁ、ゼロではないけど」

　宗次朗は、珍しく照れたように肩をすくめ、

「もうお袋も小春も大丈夫だろうし、一度、東京に戻ろうと思ってるんだ」

　そう言う宗次朗に、弥生はみるみる顔を歪ゆがませた。

「なんや、寂しなるし、考え直す気はないんか？　……ないやろなぁ」

「……ああ、悪い。またしばらくお袋のことを頼むな」

　宗次朗は、優しく弥生の背を撫なでる。

　そんな二人の会話を、吉乃は店の入口で立ち尽くすようにして聞いていた。

　──少しずつ、また、何かが動き出した夜だった。








あとがき









　ご愛読ありがとうございます、望月麻衣です。

　前回で一区切りがついた、このシリーズ。

　今回は絶対に、お気楽で吞気のんきな話にしたいと思っていたのですが、思った以上に、小春も澪人も不器用で、時に切なさが織り込まれた展開となってしまいました。

　ですが、チームの部活動や青春模様、『特殊な力を持つがゆえの恋の悩み』を描けたこと、そして一歩踏み出した小春と澪人の様子をお届けできて嬉うれしくも思います。

　また、私は『京都烏丸御池のお祓い本舗』（双葉文庫）という作品も書いているのですが、その本の二巻『続・京都烏丸御池のお祓い本舗』に、我らが澪人が、若きエリート陰おん陽みよう師じとしてちらりとゲスト出演しておりまして、もし良かったら。

　そして、今回は、この後におまけの掌編があります。

　実はこちらは、六巻発売時に一部の書店で配られた特典の書き下ろしショートショートでして、「どうしても読みたいです。いつか本編に入れてください！」というお声をたくさん頂けましたので、今巻の巻末に掲載させていただこうと思いました。

　そのショートショートは五巻のラスト──雷に怯おびえる小春の許もとに澪人が駆け付け、その後、二階の居間で過ごしていると、宗次朗や吉乃が戻ってきてわいわいと過ごすところで終わるのですが──、このお話は、その後を描いたものです。

　楽しんでいただけると幸いです。




　そしてこの場をお借りして、感謝の言葉を伝えさせてください。

　編集者の伊い知ち地ぢ様・三み村むら様、校正様、カバーデザイナー様、取次様、書店様、

　いつも素晴らしいカバーイラストを手掛けてくださる友ゆう風ふう子し様。

　シリーズを通して京都弁監修をしてくださっている明美様ご夫妻。

　そして、この本をお手に取ってくださった、読者様────。

　私と本作品を支えるすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。

　それでは、掌編『あの夜の続きの、秘密のお話。』をよろしくお願いいたします。





望月麻衣










掌編　あの夜の続きの、秘密のお話。









　小春と澪人が交際に至る前。

　小春は、澪人に一度失恋して、二人の間に距離ができ、浅草の師匠の許もとに身を寄せていた宗次朗が帰京した際。

　激しい雷に小春の身を案じた澪人が『さくら庵』を訪れていたことから、久々に祇園の櫻井家に皆が揃そろった。

　これは、その時のお話────。







　──小春、吉乃、宗次朗、そして澪人の四人はちゃぶ台を囲み、他愛たわいもないお喋しやべりに花を咲かせていたものの、澪人はちらりと時計を見て、徐おもむろに立ち上がる。

「ほんなら、僕はそろそろ」

　小春は「あっ」と声を上げた。

「澪人さんの服、もう乾いているかと思います。澪人さんが前に使っていた部屋に持っていきますので、そこで着替えてください」

　そう言って、小春は勢いよく居間を飛び出した。

　雨に濡ぬれた澪人は、シャワーを浴びて、今は宗次朗の作さ務む衣えを借りて着ている。

　服は洗濯して乾燥機に入れてくれていたのだ。

「おおきに」

　澪人は「お部屋をお借りします」と吉乃と宗次朗に会釈をして、かつて自分が使っていた和室へと向かった。

　今や座卓と鏡台しかないこの部屋は、とてもがらんとしている。

「──少し前のことやのに、もう懐かし」

　静かに零こぼして、畳の上に腰を下ろす。

　この部屋で小春に想いを告げられたことが、遠い昔のことのように感じる。

『わ、私……澪人さんが、好きです』

　震えるように、それでも懸命に想いを告げてくれた小春の姿を思い返し、澪人の胸がずきんと痛み、そっと目を伏せた。

　同時に、その後、裏庭で弓を引いている時に、宗次朗と交わした会話も頭を過よぎる。

『そやから、宗次朗さん。僕は、喉のどから手が出るほど欲しいものを、あえて受け取らへんかったんやで……褒めてもらいたいくらいや』

　澪人は、大きく息をついた。

「……あれこそ、本心や。ほんま、褒めてもらいたいくらいや」

　澪人はぽつりと洩らして、額に手を当てた。

　そやけど、ほんまに頃合いやったんやろ、と澪人は天井を仰ぐ。

　同じ屋根の下、一緒に暮らすことに限界を感じていた。

　彼女はいつも無防備であり、自分はいつも危うい。

　夜遅くに、この部屋で二人きりになったことも何度もある。

　半分だけ開けた襖ふすま。

　そんなものが、何の抑止力になるというのだろう。

　すっ、とその襖を閉じたなら、たちまち密室だ。

　決して広くはないこの部屋に二人、向かい合って会話をしながら、息苦しさを感じていた。

　今の自分の衝動なのか、前世の感情なのか分からない。

　──触れたい、と思うのだ。

　この腕を伸ばして、彼女を引き寄せ、この胸に抱き締めたいと……。

　だが、いつも理性で抑える。

　すぐに頭のどこかで警鐘が鳴り響くのだ。

　それは駄目だ。

　この人には触れてはいけない──好きになってはならない人だと。

　しかし、あの夜は危うかった。

　若宮を吉よし田だ神社まで送る前日の夜。

　彼女とこの部屋で二人きりになった時、気が付くと自分は、彼女に向かって手を伸ばしていた。

『──小春ちゃん』

　自分の口から出たその声は、甘く熱っぽい響きを帯びていた。

　そんな自分を前に、彼女は戸惑ったように目を瞬かせている。

　彼女の瞳ひとみに、しっかりと自分の姿が映るのが見えた時、急に理性が働いた。

　今にも唇を合わせそうな勢いで接近していることを誤魔化すように、念を働かせて、『ケセランパサラン』を呼び寄せた。

　それは、江戸時代から伝わる民間伝承上の謎の生物といわれるもので、ふわふわの白い綿毛のような姿をした精霊だ。

『……綿毛やね』と、それを彼女に見せて、微笑む。

　なんでもない振りをしながら、心臓は破裂するのではないかというくらいに、早鐘を打っていた。

　──危なかった。




「そやから、ほんまに限界やって。もう苦しい」

　ぽつりと零したその時、

「服、乾いてました。澪人さん、『苦しい』って具合が悪いんですか？　大丈夫ですか？」

　小春が服を胸に抱いて、心配そうに顔を出した。

「いえ、なんでもあらへん。おおきに」

　澪人はすぐに体を起こして、座る。

　それなら良かった、と小春はホッと息をついて、澪人の前に座った。

「澪人さん、今日は本当にありがとうございました。雷がとても苦手なんですが、澪人さんのお陰で気にせずにいられました」

　柔らかく微笑んで頭を下げる小春に、いえいえ、と澪人は首を振る。

「ほんなら、着替えて帰ります」

「あ、あの……もう遅いですし、泊まっていかれては？」

　言い難にくそうに告げる小春に、澪人は微かすかに微笑む。

「……ほんまに無防備やね」

「えっ？」

「いえ、なんでもあらへん。小春ちゃん、おおきに。そやけど、帰ります。これ以上ここにいたら、ケセランパサランだらけになりそうやし」

　そう言って立ち上がった澪人に、小春は「えっ？」と首を傾げる。







　──それは、あの夜の続きの、秘密のお話。
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